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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　広大なエルファランドにおいて、その少年を知らぬ者は存在しない。

　彼の豪快な奇跡の数々は、世界中のいたるところに刻み込まれているのだから。




　たとえば、城下町イブリーズ。この町外れにある見事に半壊した大おお屋や敷しきは、国の重要文化財として保護されている。これはかつてその少年が、屋や敷しきを根城にしていた魔物と接敵した際、魔法剣で屋や敷しきごと一刀両断してしまった史跡である。

　たとえば、海辺の村リーネ。ここでは儀式用の木造船を解体して、豊漁や家内安全を祈願する奇祭が行おこなわれている。これはかつてその少年が、百隻からなる海賊船団をたったひとりで壊滅し、その船の残骸を使って村中の家屋を修繕した史実に由来するものである。




　空を翔とび、大地を駆け、海を渡り────エルファランド中を旅して人々を救い続けた彼の冒険の総仕上げは、世界に終しゆう焉えんをもたらすべく復活した「破壊神」の討伐だった。

　少年が百五十三回にも及ぶ激闘の末に見事破壊神を討ち破り、世界に平和を取り戻したことは、まだ我々の記憶にも新しい。

　その年を紀元とするエルファランドの新しい紀年法『キリハラ歴』は、言うまでもなく彼の名から拝借したものである。

　キリハラ歴元年。

　世界の救世主となった彼のもとには、あらゆる王族や美女たちが雪崩のごとく押し寄せた。

「各国の王は満場一致で、キミを世界統一国家の初代皇帝にしたいと言っておる！」

「末席でもいいので、どうか私たちを側室にしてくださいまし！」

　しかし彼は、




「ごめん、俺、帰るわ」




　そのひと言で、エルファランドから姿を消したのだ。

　世界最高峰の富と名誉も、選えりすぐりの美女たちも、すべてを捨てて元の世界に帰還した彼の望みは、たったひとつ。




　今度こそ普通の学生として、平穏で何も起こらない日常を友達と一緒に過ごすこと。




　果たして彼はエルファランドを去ったのち、そのささやかな望みを叶かなえられたのか。

　各国の宮廷魔術師たちは総力を結集し、占術の限りを尽くして少年のその後を読み解こうと試みた。さすがに遠い別世界を見通すことは難しかったのか、占術の結果は混迷を極めた。




　たとえば、ひとりの宮廷魔術師はこんな結論を出した。

「どうやら彼は現在、不思議な能力を有する人間たちの戦いに巻き込まれているらしい」




　別の宮廷魔術師からはこんな声が飛んだ。

「それは違う。彼は国家機関に属する機械生命体の諜ちよう報ほう活かつ動どうに巻き込まれているのだ」




　さらに別の意見を言う宮廷魔術師もいた。

「そうではない。彼は夜を統治する怪物たちの縄張り争いに巻き込まれているはずだ」




　宮廷魔術師たちの見解は相あい容いれず、それぞれ自分の占術結果こそが正しいと譲らなかった。

　しかし詳細こそ違えども、元の世界に帰還した彼がまた困難な運命に翻弄されているという点だけは、全員の共通認識だった。




　これが事実なら、我々は胸が張り裂ける思いである。しかし過度の心配は無用だろう。

　彼は真の英雄である。

　そして真の英雄とは、どんな苦境にも『決して諦めない心』で立ち向かっていく者である。

　だからこそ彼は、彼が真しんに求めた〝平凡な日常〟を決して諦めない────。

　きっと今後も、それを邪魔する敵はすべて打ち倒していくことだろう。

　それも神の鉄てつ槌ついがごとく、たった一撃のもとに。

　このエルファランドでもそうしたように、理想とする世界を着実に築いていくはずなのだ。




　それが神話を超越した英雄と呼ばれた少年。

　キリハラ・タケルという男なのである。





～エルファランド英雄録『タケルの救世記』終章総論より抜粋～
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　体力には自信があるけどさ。

　夜の山道を三時間以上も歩き通せば、さすがに疲れるんだよ。

　たぶんゴール地点がはっきりしていたら、まだマシだったと思うんだ。学校の退屈な授業を想像してみてくれ。あれは「あともう少しで休み時間だ」ってはっきりしているから耐えられるんだよ。でもそれが不透明で、一時間経たっても二時間経たっても、まるで終わる気配がなかったら……な、無理だろ？

　ようするに、真っ暗なデコボコの山道を、あと何時間歩けばいいかわからない状況っていうのは、きつすぎるってこと。精神面までガリガリ削られていくんだから。

　汗ばんだ肌に張り付くシャツが鬱うつ陶とうしい。じっとりと生なま温ぬるい夜風がそれに拍車をかけてきて鬱うつ陶とうしい。誰かが踏んだ枯れ木の音も鬱うつ陶とうしい。蚊も、イラついてる俺も、全部が鬱うつ陶とうしい。

　つまり、そのペンションを見つけたときの俺たちは、割と極限状態に近かったわけで。

「……ここって、誰もいないんじゃないの？　鍵がかかってるし」

「関係ない。休ませてもらう」

　俺は異世界エルファランドで習得したスキル『解錠』で、ドアのロックをぶっ壊した。

　不法侵入になるけど誰も咎とがめなかった。俺たちは本当に疲れ切っていたんだ────。







　期末テストが終わって、待ちに待った夏休み。

　俺、桐きり原はら武たけ流るが所属する文芸部では、テストの打ち上げも兼ねて、前からぼんやり言っていたハイキングに出かけようって話になった。

　いつも無表情で「鉄仮面のヒナシロ姫」と揶や揄ゆされる雛ひな代しろ紗さ姫きさんだけは、渋るかと思ったんだけど、

「まあ、山で英気を養うのも悪くないかもね」

　ぶっきらぼうな顔のまま、前向きな姿勢を見せてくれた。

「てか紗姫ちん、英気を養うって言い方、古臭くね？」

「ですね。この人たぶん、山の素人しろうとですよ」

「う、うるさいわね！　行く気なくすわよ！」

　ほかの部員たちにからかわれて、頰を真っ赤に染める。一ヶ月くらい前の雛代さんなら、こんな反応は見せなかったはずだ。この前の事件以来、彼女なりに少しずつ日常を楽しもうとしているようで、俺としても非常に嬉うれしかった。

　そんなわけで俺たち文芸部の四人は、夏休みの初めに県境の山までやってきたんだ。

　みんなラフな格好だったけど、雛代さんだけは違った。登山用のソフトシェルジャケットにスポーツタイツと登山靴、長い黒髪の上からニット帽をかぶって、でかいザックを背負うという本格的な装備だった。たぶん山の素人しろうととか言われて、ムキになったんだと思う。

「……紗姫先輩って、意外と気にするタイプなんですね」

　哀れむ顔をしたのは、俺たちより学年が一つ下のマリーだ。本名はマリー＝ルイゼ・ファン・アストンクラウ。さらさらの綺き麗れいな金髪に麦わら帽子をかぶっている彼女は、白いワンピース姿だった。完全登山装備の雛代さんと並ぶと、すごく違和感がある。

「……さすがに重装備すぎるっしょ」

　これは俺たち文芸部のギャル部長、美み山やま樹ぎ葵あおい。健康的な太ももがすらりと伸びるデニム素材のホットパンツに、大きな胸が強調される黒のタンクトップ。その上から薄手のカーディガンを羽織っているだけ。

「あんたたちが軽装すぎるのよ！　山を舐なめてると痛い目にあうわよ!?」

「だって、たかがハイキングだし……ま、いっか。とりま行こ」

　俺たちはハイキングコースに沿って山を登り、頂上の広場でそれぞれ持ち寄った弁当を食べた。おかずの交換なんていう青春的なこともしてみたぞ。俺はこれまで、友達と一緒に遠足やハイキングっていうイベントには参加したことがないんで、弁当食うだけでも超感動だった。

　弁当タイムのあとは川に降りて、川遊びまで堪たん能のうした。それはもう楽しい時間だった。俺が求めていた普通の高校生としての平凡で穏やかな日常が、確かにそこにはあったんだ。

　問題はそのあとなんだけどな。

　ひとしきり川で遊んで。そろそろ帰ろうかって話になって。

「なあ、帰りはバスで下山しないか？」

　まずは俺がそう提案した。ちょっと遊び疲れていたし、帰りのバスで今日の思い出をゆっくり語り合うのも青春かと思ってさ。

　これが失敗その１。スマホで調べたバスの停留所まで行ってみたんだけど、いくら待ってもバスは来なかった。陽が暮れ始めた頃に、ようやく思い至る。もしかしてここの路線バスは、もう廃線になってるんじゃないかって。

「スマホの情報も当てにならないもんだなぁ。やっぱ歩いて帰るか」

「でもあたし、さっきの川の近くで走ってるバス見たよ。そっちにはバス停あるんじゃね？」

　葵がそう言ったんで、俺たちは川まで引き返すことにした。陽が暮れ始めていたこともあって、獣道からショートカットしようとしてな。これが失敗その２。

　山の日没は早い。オレンジ色だった空は、あっという間に薄い墨汁のような色になる。街灯もない薄暗闇のなか、夜行性の虫が茂みの中で一斉に鳴き始めた。川にもなかなかたどり着けず、いつしかスマホの電波も届かないほど深い山道に入っていて。

「ちょっと待って。私の装備のなかに、地図が入ってるから」

　雛代さんがでかいザックから地図を取り出した。彼女が先頭になって、暗い山道をてくてくと歩く。結果────。




　俺たちは遭難した。




　失敗その３。雛代さんは山の素人しろうとだった。重装備は見掛け倒しだった。

　こうして俺たちは下山するどころか方向感覚さえ失い、自分たちがどこにいるのかもわからないまま、先の見えないゴールに向かって延々と歩き続ける羽目になったんだ。

「てか地図があってもコンパスなければ意味なくね!?　なんのための重装備だよって感じ！」

「そうですよ、このド素人しろうとが！　国語の点数も悪いくせに！」

「わ、私のせいって言いたいの？　だって葵が川の近くにバス停があるかもって言うから！」

「それを言うなら、武流っちが最初にバスで帰りたいって言うからじゃん！」

「そうですよ、このド素人しろうとが！　だいたい日常日常って暑苦しいんですよ！」

「でも俺は、やっぱり歩いて帰ろうって提案したぞ！　それを葵がだな……！」

「そうですよ、このド素人しろうとが！　おっぱいでかいからって調子のんな！」

「なんでマリーちゃんは、さりげなく関係ない悪口まで入れてくるわけ!?」

　こんな感じで罵ば詈り雑ぞう言ごんを口にできていたのも最初のうちだけ。二時間、三時間と歩き続けるうちに、自然と口数が減っていった。そもそも早朝から集合して、山に登って川遊びをして、よっしゃ帰ろうってなったときに遭難したんだから、疲れてないわけがない。

　俺たちはまるでそうプログラムされたロボットのように、のろのろと足を前に出し続けた。道が正しいかどうかなんて、誰にもわからない。だから聞く意味もない。ただじっとりと粘りつく夜の湿気に顔をしかめながら、先頭を歩く奴についていくだけ。

　いま誰が先頭なのかもわからなくなり。なんで俺たちはこんな山に来ているのかもわからなくなり。疲労と苛いら立だちがプログラムのバグとなって、ロボット俺たちの前進を鈍らせる。やがて運動回路をめぐるエネルギーがぷつりと切れて、足を止めそうになったとき。

　深緑の木々の間に、廃はい墟きよ化かしているその二階建てのペンションを見つけたんだ。







　手分けしてペンションの中を見て回った。最初にリビングに戻ってきたのは俺だった。

「あー、ほんと疲れたよ……」

　リビングの隅にあったソファーに腰を落とす。体重が柔らかく吸収されて、棒のようだった足にゆっくり血がめぐり始める。ああ、溶けちゃいそうなくらい気持ちいい。まぶたを閉じるとほら、すぐにでも眠ってしまいそうで…………おやすみなさい。

　って、いかんいかん。みんなが戻ってくるまで我慢だ。それまで本でも読んでおこう。

　自分のリュックをまさぐっていたところに。

　一階の奥を見回っていた雛代さんが戻ってきた。

「どうだった、雛代さん。そっちも誰もいなかっただろ？」

「ええ……それはそうなんだけど」

　雛代さんは少し間を空けたあと、

「ねえ武流。このペンション、なんか変じゃない？」

「変ってなにが？」

「電気が生きていることもそうだけど、全体的に綺き麗れいすぎるのよ」

　俺は腰掛けているソファーをぼんぼんと叩たたいてみた。

　ホコリの類はまったく出ない。そもそも汚れてなさそうだったから座ったんだ。

　そして床。ぴかぴかとまでは言わないが、目立つチリは落ちてない。天井の梁はりや部屋の隅にも、蜘く蛛もの巣すとかは一切見当たらなかった。

「誰かが掃除しにきてるんじゃないか？」

「営業してないペンションに、わざわざ？」

　……だよな。このペンションが廃業しているのは間違いない。物が少なすぎるからな。

　たとえばこのリビング。小さなガラステーブルとそれを取り囲むソファーがあるだけで、ほかにはなにもない。キャビネットもテレビも観葉植物も、なにもかもな。

「あ、わかった」俺はぽんと手を叩たたいた。「あれだよ。ここ廃業したばっかりで、まだ引っ越しの途中なんだよ。ソファーとテーブルだけ後回しにして、先にほかの家財を搬出したんだ」

　それでも雛代さんは納得しない。

「でも引っ越し作業って、思った以上にホコリが出るのよ。引っ越しの途中なら、もう少し床が汚れていると思うんだけど」

「じゃあ……ここはなんだって言うんだよ」

「やっぱり誰かが住んでるのかも。そう考えるのが合理的だもの」

「あたしも紗姫ちんと同意見かな」二階の客室を見てきた葵が戻ってきた。「客室にも基本なにもなかったけど、ベッドだけはあったから。とくに汚れてなかったし、誰かの別荘なのかも」

　なるほど別荘か、と思った俺だけど。

「……いや、やっぱりそれはない。ここには本棚さえないんだぞ」

「本棚なんて別になくても構わないでしょ」

　と、雛代さん。

「それは同じ文芸部員として嘆かわしい発言だぞ」

「いいから別荘説を否定する根拠はなんなのよ」

「ここには娯楽がひとつもないって言いたいんだよ。ソファーとテーブルとベッドだけの家に住める現代人なんているか？　スマホの電波だって届かないんだぞ」

「別に私は住めるけど」

「仙人にでもなったらどうだ」

「ねえ武流っち」葵が口を挟んできた。「武流っちはさっき、キッチンあたりを見てきたんだよね。そこにはなにもなかったの？　たとえば冷蔵庫とか」

「ああ。冷蔵庫も電子レンジも食器類も、なにもなかった。だから人が住んでるはずがない」

　ちょうどそこに、二階の残りを見回っていたマリーが降りてきた。難しい顔で。

「お、マリー。そっちはどうだった？　誰かいたか？」

「いえ。誰もいないし、家具はベッド以外なにもありませんでした」

「ほら見ろ。やっぱりここは空き家なんだよ。勝手に悪いけど、少し休ませてもらおうぜ」

　考えるのが面倒になってきた俺は、リュックから取り出した本を読み始めた。

　雛代さんが呆あきれて息を吐く。

「こんなときまで読書なんて……しかもなにその本。『怪奇！　山のフォークロア』って」

「山で実際に起きた未解決事件や不思議な話が収録されている、都市伝説の本だよ」

「……わざわざハイキングに持ってくるものかな」

「べ、別にいいだろ。山で山の都市伝説を読みたいって思っても。これ面白いんだから」

「ふーん。たとえばどんな話があるの？」

　なんだよ。なんだかんだ言って、雛代さんも興味があるんじゃないか。

「いま読んでるのは、このあたりの山で女子大生が行方不明になった事件だよ。ハイキングに行くって言って出かけたきり、音信不通になったんだと。未いまだに見つかってないらしい」

「行方不明って、どうして？」

「さあな。スパイに拉致された説から、時空の歪ゆがみに落ちたことによる神隠し説、山の怪物に食われた説とか、いろいろ言われてるみたいだけど。まあ、あくまで都市伝説だから」

　すると。

「それだ！」「それよ！」「それです！」

　葵、雛代さん、マリーが、三人同時に叫んだ。

「えっと、なにが……？」

「怪物説です！」まず口火を切ったのはマリーだ。「きっとこのペンションは、山の怪物の住すみ処かなんですよ！　ここの住人は家財ごと、その怪物に食べられたに違いありません！」

「お、おい、急にどうした。今のはあくまで都市伝説で」

「でも怪物は実際にいるんです。武流先輩ならよく知ってますよね？」

　……ああ。残念だけど、本当に遺憾だけど、知っている。怪物は身近にもいるってことを。

　だってそのマリーが怪物の仲間なんだから。

　夜の世界を統すべる吸血鬼の王の娘で、王位継承権第一位。それがマリーの正体だ。文芸部でこの事実を知っているのは、本人と俺だけ。

　だから雛代さんも葵も、マリーが唱える怪物説には賛同しかねる様子で。

「……いくらなんでも怪物はないでしょ」

「……だね。突拍子がなさすぎるっていうか」

「紗姫先輩も葵先輩も、一般人だからそう言っていられるんですよ」

「まるで自分が一般人じゃないような言い方ね」

　雛代さんが、じとりと睨にらむ。

「い、いえ、別にそういうわけじゃ……でもここは、山の怪物の住すみ処かで間違いありません！　その証拠に、うっすら血の匂いがしますもん！」

「血の匂いなんてしないけど？」

「だからそれは、紗姫先輩たちが普通の人間だから……っ！」

「そんなことよりも」葵が話の腰を折った。「あたしはスパイ説を推すかな」

「はあ？　スパイ？」

「うん。このペンションはきっと、そういう裏社会に生きる諜ちよう報ほう員いんのセーフハウスなんだよ。ソファーやベッドといった必要最低限の家具しか置いてない理由も、それで説明がつくし」

「そんな映画みたいな世界、あるわけないじゃないですか！」

「あるもんね。そもそも諜ちよう報ほう部ぶを抱えてない国なんて存在しないんだから。日本にだって国が極秘裏に結成した影の諜ちよう報ほう部ぶ隊たいが存在する……って言ったら、どうする？」

「それこそ突拍子がなさすぎます！　陰謀論の読みすぎです！」

「でも、武流っちなら信じられるよね？」

　……ああ。残念だけど、本当に遺憾だけど、知っている。スパイは身近にもいるってことを。

　だってその葵がスパイなんだから。

　内閣調査室では対処しきれない任務を遂行する、サイボーグ特殊作戦部Special Force by Cyborg。通称「ＳＦＣ」。人体改造されたサイボーグにして、ＳＦＣの一級エージェント。それが葵の正体だ。文芸部でこの事実を知っているのは、本人と俺だけ。

　だから雛代さんもマリーも、葵が唱えるスパイの隠れ家説には賛同しかねる様子で。

「……現実のスパイって、もっと地味な職業だって聞くけど」

「そうですよ。それにもし隠れ家を使うにしても、街のホテルでいいじゃないですか」

「ま、紗姫ちんもマリーちゃんも、普通の人だからわかんないか。本物の諜ちよう報ほう員いんは、いつ命を狙われるかわからないかんね。任務中は山奥に身を潜めることだってあるんだよ」

「まるで自分が普通の人じゃないような言い方ね」

　雛代さんが、じとりと睨にらむ。

「ありゃ、そう聞こえた？　ごめんごめん、気にしないで」

　……なんか、嫌な流れだぞ。俺が都市伝説の話なんてしてしまったばっかりに……。

「そもそも山の怪物説とかスパイの隠れ家説とか、馬鹿馬鹿しすぎて話にならないわ」

「んじゃ紗姫ちんは、このペンションの謎をどう見てるん？」

　雛代さんは一同を見回したあと、人差し指を自分の口元に添えて、真顔で言った。

「時空の歪ゆがみによる神隠し説よ」

　みんな沈黙。からの────爆笑。

「ぎゃはははは！　まじうける～っ！　それ一番突拍子ないし！」

「しかもこの人、真顔で『時空の歪ゆがみ』とか言っちゃってますよ！　おもろ～っ！」

「くっ、あ、あんたたちみたいな普通の人は知らないだろうけど、世の中には不思議な能力を操る連中だってたくさんいるのよ！　武流、あんたなら私の言ってることわかるわよね!?」

　……ああ。残念だけど、本当に遺憾だけど、以下略。

　雛代さんはそんな不思議な力を操る異能力者だ。そしてやっぱり、文芸部でその事実を知っているのは、本人と俺だけで。

「とにかく、このペンションの住人はそんな不思議な能力で、家具ごと時空の歪ゆがみに飲み込まれたのよ！　だから誰もいないんだわ！　私たちも今すぐ逃げたほうがいいと思う！」

「まだ言ってるし。紗姫ちんって、意外とオタク？」

「だから違うってば！」

　雛代さんは顎に手を当てて考え込む。

「……そうよ。よく考えたら最初からおかしいのよ。私はさっきの山道でも、ちゃんと地図を見て歩いていた。でも迷った。これってどういうこと……？」

「ただの方向音痴じゃね？」

「どこかの能力者が時空の歪ゆがみを引き起こして、私たちを迷わせたのかもしれないでしょ！」

「うわー、ありえねー、まじありえねー。厨ちゆう二に病びようもそこまでいくと、さすがに痛いわー」

「日本の極ごく秘ひ諜ちよう報ほう部ぶ隊たいなんて陰謀論を唱えるあんたにだけは、言われたくないわ！」

　マリーがそっと俺に近づく。

「武流先輩、こんな愚かな人たちと冗談言って遊んでる場合じゃないですよ。ここはきっと、どこかの闇の眷けん属ぞくの縄張りです。襲われる前に出て行きましょう」

　そこに葵が横よこ槍やりを入れた。

「だから闇の眷けん属ぞくだの怪物だのなんて、いないってば」

「本当にいるんです！　闇の眷けん属ぞくを舐なめてると、葵先輩も食べられちゃいますよ!?」

「はいはい。もしそうなったときは、あたしがミサイル撃ち込んで爆砕してやるし」

「ただのギャルが、どうやってミサイル撃つっていうんですか！」

　くそっ、本当に嫌な流れだ。こいつらがそれぞれの正体を知ってしまったら、一体どうなってしまう？　笑い話で終わらないことだけは確実。最悪、サイボーグ、異能力者、吸血鬼による世界観の壁を超えた大戦争が勃発することだって……！

　自分たちが生きる世界観を否定され続けて、三人はだんだんムキになり始めていた。

「このペンションは怪物説で謎が解けるんです！　ここは闇の眷けん属ぞくの住すみ処かなんですよ！」

「怪物が電気とかベッドとか使うわけ!?」

「それくらいの知能はありますよ！　先輩たちよりボドゲが強い眷けん属ぞくだっているんですから！」

「なんでボドゲの話が出てくるんか謎だし!?　それ好きなのマリーちゃんじゃん！」

「じゃあ私も闇の眷けん属ぞくなのかもしれませんね！」

「ちょっと、ふざけてる場合!?　この近くに時空の歪ゆがみを引き起こす能力者がいるかもしれないっていうのに！」

「だから能力者とかスパイとか、非現実的すぎるんですよ！」

「や、スパイはいるし！　日本にも危険なミッションをこなす諜ちよう報ほう員いんはたくさんいるし！」

「この厨ちゆう二に病びようどもがぁ……！」「それはこっちのセリフだし！」「いいから話を聞きなさい！」

　まずい。今にも誰かが自分の正体を打ち明けてしまいそうな雰囲気になってきた。

「お、おいおい、みんな。落ち着けって……」

　恐る恐る、そう切り出してみた。三人が同時に振り返る。

「武流も能力者による神隠し説よね!?」

「武流っち、スパイのセーフハウス説だって教えてあげなよ！」

「先輩、この無む知ち蒙もう昧まいな愚民どもに怪物説を説いてやってください！」
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　お前ら、熱くなりすぎだろ……。

　このペンションに人がいないのは、能力者が消したからか、あるいはスパイのセーフハウスだからか、それとも闇の眷けん属ぞくに食われたからか。正解はわからない。なんにしても、ここにいたら面倒なことに巻き込まれそうなのは確かだった。

「と、とりあえずさ。このペンション、なんかやばそうだから、もう出ようか」

　俺がそう言ったときだった。

　玄関の外で、何者かの気配がした。このペンションを根城にする奴が帰ってきたらしい。

　全員が身構える。

　……さあ、なにが来る？　能力者か。スパイか。闇の眷けん属ぞくか。さっきまで日常的なハイキングを楽しんでいたはずなのに、どうして俺はいつもいつも、こんな非日常に巻き込まれ……。

「んあ？　誰だお前ら？」

　ペンションに入ってきたのは、十数人の若い男たちだった。

「……そっちこそ何者だ」

　みんなを代表して一歩前に出た。男たちは、へらへら笑いながら答える。

「へへ、チームスパッツって聞いたことねーか？」

　ない。一度もない。

　能力者組織には、そんな変な名前のチームがあるのか？

　雛代さんを一いち瞥べつした。首を左右に振る。知らないらしい。

　じゃあこいつらは、闇の眷けん属ぞくか？

　マリーを一いち瞥べつした。首を左右に振る。違うらしい。

　だったらどこかの国の諜ちよう報ほう部ぶ隊たいか？

　葵を一いち瞥べつしたら。

「……チームスパッツって、聞いたことあるよ」

　反応があった。

「街で薬物を売りさばいてる半グレ集団でしょ。そういやどこかでドラッグパーティもやってるって噂うわさもあるけど」

　半グレ集団？　それってあれか。ようするに不良の集まりってこと？

　チームスパッツとかいう妙なチーム名の男たちは、肯定するように笑った。

「やっぱ、俺らは有名なんだな。そのドラッグパーティの会場が、この潰れたペンションなんだよ。たまにナンパした女を連れ込んで、ちょっと回したりもしてるけどな。その溜たまり場ばに迷い込むなんて、お前らは運が悪ぃなぁ」

　それを聞いた俺たちは、きょとんとしたあと、

「なーんだ」

　みんな頰を緩めて、警戒を解いた。

　まったく驚かせやがって。ただの不良の溜たまり場ばかよ。だからソファーとテーブルとベッドだけはあったんだな。よく使ってる場所なら、ホコリだって落ちてないだろうし。

「……ふふっ。バカな連中の溜たまり場ばって説だけは、考えてなかったわね」

「ですね。変な都市伝説の話を聞いて、ちょっと冷静さを欠いてました」

「ま、これが現実って感じ？」

　雛代さんたち三人は、おたがい顔を見合わせて、くすりと笑った。

「よく考えたら、こんなセキュリティの緩い場所に、スパイのセーフハウスなんてあるわけないし」

「闇の眷けん属ぞく説もそうでした。あいつらが人間を食べたら、もっと凄惨な血痕が残ってるはずですもん」

「え、じゃあ私が迷ったのは……本当にただの、方向音痴ってこと!?」

「まったく雛代さんは、どこか抜けてるんだから」

　俺たちが大笑いするなか、チームスパッツの連中は眉根を「ハ」の字にして凄すごんできた。

「おいおい、俺らは泣く子も黙るチームスパッツだぞ？　その溜たまり場ばに入り込んでおきながら、なんで笑ってられるんだ？　ああん？」

「え？　なんでって……」

　雛代さん、葵、マリーの三人が同時に首をかしげる。俺も似たような顔だったに違いない。




「だってあんたら、普通の人間だろ？」




「……よくわかんねーけど、俺らを舐なめてるらしいな、コラ」

「おい、そっちの男のガキは押さえとけ。この女ども、回しちまおうぜ」

　ひとりの男が雛代さんに手を伸ばした。

「なにすんのよ」

　雛代さんはひどく冷静に、男の頰を軽く叩たたく。続いて脇の柱に触れた。その途端。

　どぐしゃああっ。

　男はその柱に顔面から突っ込んだ。まるで見えない力に引っ張られるようにして。

　異能力者、雛代さんの能力『黄金妃の誘引クレオパトラ』だ。その能力は、雛代さんが触れたもの同士に強い引力を発生させる。だから顔を叩たたかれた男は、次に雛代さんがさわった柱に引き寄せられて、顔面からぶつかっていったんだ。

「わ、紗姫ちんって合気道の使い手!?」

　異能力者の存在自体を知らない葵たちは、もちろんそれに気づかない。

「こいつら……やっちまえ！」

　残りの男たちが飛びかかってきた。もちろん俺は。

「ふうん！」

　とりあえず手近なひとりを、拳でぶっ飛ばした。死んでしまわない程度に軽く。

　それでも男は、ペンションの壁をブチ抜いて飛んでいった。

「……俺たちの楽しい楽しいハイキングを邪魔する輩やからには、容赦せん」

　まあこっちが勝手に迷子になったわけだけど、この際なんでもいい。

「な、なんだよこいつら……!?」「に、逃げろおおおお！」

　チームスパッツとやらは、一目散にペンションを飛び出していった。

「んー、犯罪者を放ほっとくわけにもいかないか。あたし、ちょっち行ってくるね」

「え、葵先輩、ひとりで行く気ですか!?」

　最初に葵、続いてリュックから分厚い洋書を取り出したマリーが、玄関を抜けて連中を追いかけていった。

「あ、二人とも待ちなさいよ！」雛代さんの制止にも耳を貸さない。「……まったく、どうすんの武流。葵たちに深追いさせるのは危ないんじゃない？」

　あいつらも普通の人間じゃないし、心配する必要はないんだけどな。でもそんなことは言えない俺は。

「……じゃあ、ちょっと荷物を見といてくれ」

　二人を追って、ペンションを飛び出した。




　　　　◇




　チームスパッツの面々は、散り散りになって山道を駆けていた。

　これまでは自分たちが狩る側だった。力のない女子供や、たまに抵抗を見せる生意気な男たちを、いつも数人がかりで嬲なぶってきた。それなのに。

「ぎゃああああああ！」

　やや離れた場所で、また仲間の悲鳴が聞こえた。

　なんで俺たちが狩られる側に回ってんだ……ッ!?

　足を止めずに逃げ続ける男の後ろ。誰かが迫っている。月明かりさえ届かない漆黒の森で、そいつはこちらの居場所を正確に捕捉して追走してくる。

　振り返る。暗闇のなかに、赤く光る双そう眸ぼうが見えた。想起したのは獰どう猛もうな肉食獣。

　男は知らなかった。その眼球が国によって改造手術を施された機械の目だということ。照準を合わせた攻撃目標までの軌道計算式が、その両目に投影されているということ。

　そしてそのサイボーグの少女が、片膝をついて射撃体勢に入ったことを。

「おーい、足元に気をつけるんだよーっ！」

　警告した少女の膝頭から、セミアクティブ方式のミサイルが射出される。狙いは男の足元。木々の間をすり抜けつつ、目標地点に到達したミサイルは爆散して、男を大きく吹き飛ばす。

　昏こん倒とうしたその男に近づいた少女が、長い髪を搔かき上あげてつぶやいた。

「さてと。残りはどこ行ったかな」

　ＳＦＣ所属のサイボーグ諜ちよう報ほう員いん、美山樹葵にとって、ただの不良集団など敵ではなかった。







「葵先輩はどこまで行ったんでしょうね……？」

　チームスパッツの数人に取り囲まれているにもかかわらず、マリーはのんびり言った。

「おいコラ、他人の心配をしてる場合かよ。お前みたいなガキがひとりで追いかけて来るなんて、さすがに俺らを舐なめすぎじゃねーか？」

「……ま、いっか。これで気兼ねなく術が使えますし」

　両手で抱きかかえていた分厚い洋書を開く。

「術だあ？　こっちは小学生が相手でも容赦しねーぞ！」

　チームスパッツの連中が一斉に飛びかかった。マリーは自分に伸ばされた手をひょいひょいとかわしながら、

「しょ、小学生じゃありません！　炎の堕天使ゼフォンよ、その灼やける翼をもって、この不敬なる者どもにきっつい粛清を与えよ！」

　開いた洋書を左手に、右手を天高く掲げて聖句を唱える。

　洋書のページから、渦巻く青白い火柱が立ち上った。形容するなら青い大蛇。中空をうねって舞うその清浄な青い炎が、チームスパッツの男たちに絡からみついていく。木々に火の粉が飛んでも、決して燃え上がりはしない。マリーが対象にしたものだけを焼き尽くす炎術だった。

「な、なんだこりゃああああああ!?」

　マリーが洋書を閉じると、男たちを焼くすべての青い炎が霞かすみのように消失した。

　衣服と下着だけを焼き払い、一糸纏まとわぬ姿になった男たちは火傷やけどもしていない。ただ精気だけは青い炎を介して吸い出されており、全員が意識を手放してその場に倒れ伏していた。

「舐なめすぎだったのは、そっちでしたね」

　吸血鬼の王と退魔師の間に生まれたヴァンパイアハーフ、マリー＝ルイゼ・ファン・アストンクラウ。闇と光の力を併せ持つ彼女にとって、ただの不良集団など敵ではなかった。




　　　　◇




　山中で葵とマリーを探し回っていたら、同時に幸運も見つかった。

　偶然にも深い木々の向こうに、車道を発見したんだ。俺たち四人は、もう一度ペンションで合流したあと、その車道に沿って下山することにした。相変わらず疲労は溜たまっていたけど、道路標識に沿って進めば間違いなく街にたどり着けるんで、気はめっちゃ楽。ゴールさえわかったら、あとはこっちのもんだからな。

「武流が追いかけてくれたからよかったものの、勝手に飛び出すなんてどうかしてるわよ」

「へへ、ごめんごめん」「すいませーん」

　雛代さんが何度注意しても、葵とマリーは軽く流すだけ。

　まあ、それも当然だ。チームスパッツの連中はこいつらがブチのめしたんだから。

　でも俺がひとりずつ倒して回ったことにしておいた。こんなしょうもない事件で、みんなの正体を知られるわけにはいかないからな。

　そのチームスパッツは、全員気絶させてペンションで縛り上げてある。あとで警察に通報するつもりだ。俺たちに絡からんでくるなんて、あいつらこそ運が悪かったな。

「でもみんな、武流の異常な強さには、なんの疑問ももたないのね」

「え？　はい。強いの知ってますもん」

「まあ武流っちなら、相手が百人くらいいても問題ないっしょ」

「……なんで知ってるのかしら」

「ま、まあいいじゃないか。あんまり深く考えなくても」

　雛代さんは怪け訝げんな顔をしたまま続けた。

「もうひとつ疑問があるんだけど。なんで武流が倒した連中の一部は素すっ裸ぱだかだったの？」

「え、ああ、それはえっと……」

　マリーが不敵な笑みを浮かべた。

「服だけ怪物に食べられたのかもしれませんね。くふふ」

「ま、またまたー、マリーはすぐ面白いこと言ってくるんだから！　わっはっは！」

　無理やり流してやった。雛代さんは険しい顔を作って、

「あれはちょっとやりすぎだったかもね。あいつらの恨み言、本気だったらどうするの？」

「大丈夫だって。あんなのただの脅しだろ」

　チームスパッツの連中をペンションで縛り上げていたとき、最初に雛代さんが能力で昏こん倒とうさせた男が目を覚ました。そいつがこんなことを言ったんだ。

『俺らは内ない藤とう組にデカい上納金を払ってんだ。俺らに上等かませば、その内藤組だって黙ってねえ。地の果てまで追い回して、テメェらの内臓を売り飛ばしちまうだろうぜ』

「うーん」葵が考えながら言った。「確かにチームスパッツは、指定暴力団の内藤組と関与してるって話だし、その内藤組は実際に臓器売買のブローカーをやってるって噂うわさもある。あながち脅しじゃないような気もするんだけど」

　なんだと……？

「えー、じゃあ私たち、これからヤクザにつけ狙われる羽目になるんですかぁ？」

　マリーが面倒くさそうに言った。

　それはマジで勘弁してほしい。俺は普通の高校生として、なにも起こらない日常をのんびり過ごしたいだけなのに。ヤクザなんかにマークされたら、安心して暮らせないだろ……！




　　　　◇




　武流たちは無事に下山した。

　しかし真の戦いはこれから始まる。

　ひょんなことから、暴力団の内藤組に目をつけられてしまった文芸部。この夏、両者は血で血を洗う大抗争に発展────────────────────するわけがなかった。




　内藤組は数日の間に消滅した。

　直参六団体、構成員二千人の組が、たったひとりの覆面をかぶった男子高校生によって壊滅させられたのだ。その覆面男の正体は、もちろんあの男。




「ヤクザお前らは、〝異世界転生者俺〟の敵じゃないんだ。だからそっとしといてくれ」




　異世界エルファランドにおいて、神話を超越した英雄と呼ばれた男、桐原武流。

　愛する日常を脅おびやかそうとする影には、容赦しない男だった。




　　　　◇




　ヤクザのひとりが、ひと気のない住宅街を必死で駆けていた。

「そこのキミ、内藤組の人だろう？」

　何者かに話しかけられた。街灯を背負った立ち位置なので、顔がうまく見えない。

「組事務所のほうが騒がしいけど、なにかあったのかな」

「た、たったひとりでカチコミに来たバカがいたんだよ！　若頭も組長もみんな一撃でやられて、警察にパクられちまったんだ！」

「へえ……たったひとりで。すごいね。相手はどんな奴だった？」

「覆面だったからわからねーよ！　さっさとどけ！　俺まで捕まりたくねーんだよ！」

「せっかくこっちが興味をもったのに、使えない奴だな」

　その人物は逃げようとしたヤクザの腹部に手を当てた。たったそれだけ。それだけで。




　ヤクザの腹に風穴が空いた。




「え？　あ、れ……？」

　大量の血を撒まき散ちらしながら、ヤクザはその場に崩れ落ちて、命の灯火を消した。皮肉にも臓器売買に関与していた男である。その男の内臓は、綺き麗れいさっぱり消えてなくなっていた。

「覆面の男か……ふふっ、一体何者なのかな。胸が踊るよ」




　能力者組織において『バージンスノウ』と呼ばれるその能力者は、自分が興味のあることでしか動かない。今その頭にあるのは、たったひとりで内藤組を壊滅させた覆面男のことのみ。




　だから物言わぬ死体に成り果てたヤクザには、もう一いち瞥べつもくれなかった。
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　俺が押している買い物カートは、すでに山積みだった。

「わ、武たけ流るくん、今日はお肉も特売日だって！　あれもまとめて買っとくね！」

　ボブカットの女の子に腕を引かれて、精肉コーナーに向かう。

　ああ、なんかこういうのっていいな……同どう棲せいしているカップルは、いつもこんな幸せを嚙かみ締しめてるんだろうか。周りからすれば、俺たちも同どう棲せい中ちゆうに見えてたりして。むふふ……。

　女の子は俺のカートに特売の肉を積みながら、

「なんで薄ら笑いなんか浮かべてるの？」

「ああ、ちょっと日常的なひとコマに浸っていてな」

「？？？？？」

　小首をかしげる仕草も小動物みたいで愛らしいこの女の子は、朝あさ倉くら奈な々な子こ。俺の幼おさな馴な染じみだ。

　奈々子は明るくて真面目で、誰とでも仲良くなれるタイプ。俺と違って友達も多いし、憧れている男だってたくさんいる。もちろん俺もそのなかのひとりな。

「ていうか、こんなにいっぱい買う必要あるのか？」

「うちのお父さんはよく食べるからね。料理のしがいもあるってもんだよ」

　料理好きで家庭的なところも奈々子の魅力のひとつだ。こいつは将来、どんな男と結婚するんだろ。それが俺だったら嬉うれしいけど、ただの幼おさな馴な染じみからまったく進展ないしな……。

「あ、そうだ。武流くんもジュースとかいらない？　夏休みなのにわざわざ付き合ってくれたんだし、なにかお礼させてよ」

　さっきまで俺は、学校で奈々子の生徒会業務を手伝っていた。その帰りに、こうして二人でスーパーに寄ったんだ。

「お礼なんかいらないって。バイトが終わったあとで暇だったから、ちょうどよかったんだ」

「え、じゃあ、疲れてるのに学校まで来てくれたの？　言ってくれたらよかったのに……」

「別に疲れてないぞ。今日のバイトは午前中で終わったからな」

　たとえ疲れていても、奈々子からの呼び出しだったら絶対に行く。

　奈々子は文芸部の面々と違って、本当にただの一般人。なにも起こらない日常を求める俺にとって、この幼おさな馴な染じみと過ごす時間は、心から安心できる大切なひとときなんだ。

「ふふ、相変わらず武流くんは優しいね。バイトってなにをやってるの？　やっぱり武流くんのことだから、本屋さんとか？」

「いや、引っ越しの派遣」

「え？」

「夏休みの間だけの短期バイトな。この前なんか、エレベーターのない五階建てのマンションの引っ越し作業で……って、どうした奈々子？」

　奈々子はぽかんと口を開けて、俺を見つめていた。

「いや、なんかすっごく意外だなって……武流くんって、あんまり体力なかったんじゃ……」

「あ、あー、そうそう。だから食器とかを梱こん包ぽうするだけの仕事なんだよ。ははは」

　実際は運搬係。もちろん体力面は問題ない。異世界エルファランドでミノタウロスの肉（百キロくらい？）の調達クエストをよくこなしていた俺にとって、引っ越しのバイトなんて楽勝すぎる。冷蔵庫をひとりで軽々と担かつぐ俺を見て、業者の連中もびっくりしてた。

　でも奈々子は俺が元異世界転生者だって知らないから、引っ越しのバイトなんて意外中の意外だったらしい。確かに昔の俺は、体育のジョギングさえ満足にこなせなかったもんな。

　雛ひな代しろさんたちにはもうバレてるけど、奈々子にだけは俺が超人だって知られるわけにはいかない。奈々子は『日常度』百パーセントの最後の砦とりでなんだ。なんとしてでも死守せねば。

　だから無理やり話題を変えた。

「あ、そうだ。この間、文芸部でハイキングに行ったんだよ。途中で道に迷ったりして大変だったんだぜ。あのすました雛代さんが、またひどい方向音痴でさ」

「いいなあ。私も生徒会がなかったら、武流くんがいる文芸部に入ってたのに……あれ？」

　ふと奈々子が、なにかを見つけた。俺もその視線をたどる。

「ねえ、あそこにいるのって、その雛代さんじゃない？」

　……ほんとだ。雛代さんがいる。ちょうどスーパーを出て行くところみたいだけど、なんで忍者みたいな歩き方をしてるんだろ。相変わらず変な奴だな。




　　　　◇




　雛代紗さ姫きは肩で息をしながら、家に向かってゆっくりと歩いていた。

　夏休みの真まっ只ただ中なかということもあって、街は大勢のカップルで溢あふれ返かえっている。みんな二人だけの世界を構築しており、咳せきを繰り返す紗姫の姿など視界にも入っていない。

　……楽しそうでなによりね。

　普通の女子高生なら、恋人たちを見て甘い恋愛に憧れを抱くのかもしれない。でも自分は普通の女子高生じゃないから、その感覚がない。今後も誰かに恋をすることはないだろう。恋人を作ってしまえば、能力者同士の戦いに巻き込んでしまう可能性だってあるのだから。

　それでも武流は、うまくやっているようだった。

　さっきスーパーで、武流と奈々子が二人で買い物をしているところを見かけた。邪魔をしては悪いと思った紗姫は、見つからないうちにそそくさと退散したのだ。

「あいつはすごいわね……私と同じで普通の人間じゃないのに、いつも前向きで……」

　そんなことを考えているうちに、寂しい一人暮らしの部屋まで戻ってきた。

　スーパーの袋を玄関脇に置いて、額に手を当てる。さっきよりも熱い。外出したことで、また熱が上がってしまったようだ。

「これ、本格的にだめなやつだわ……」

　こういうときの一人暮らしは難儀なものだ。ふらつく足取りでベッドに倒れこむ。

　スマートフォンで文芸部のグループチャットを開いた。『風邪でダウン中』と書こうとしたのだが、やはりやめておく。そんな弱音を吐いたところで、なんの意味もないのだから。

　それに文芸部のみんなとは友達になれたけど、紗姫はまだ、自分が能力者ということで孤独を感じるときがある。自分だけみんなと違うから。だから必要以上に連絡を取るのは、未いまだに少し抵抗があるのだ。

　……ひとりぼっちには慣れてるもの。今さらどうってことないわ。

　スマートフォンを放り出して、少し眠ることにした。服を着替える余力さえなかった。







　ピンポーン…………ピンポーン……。

　耳みみ障ざわりなインターフォンの音で目が覚めた。時計を確認すると夕方の五時前。眠っていたのは、一時間ほどだったらしい。

　ピンポーン……。

　インターフォンはまだ鳴り続けている。風邪で頭も痛いのに、これは鬱陶しい。

「うるさいわね……誰なのよ」

　覗のぞき穴あなから相手を確認した。営業の類なら無視を決め込もうと思ったのだが。

　予想外の人物が、ドアの向こうに立っていた。

　え、武流……!?　なんで武流が私の家に来るわけ……？

　もしかして向こうもスーパーでこっちに気づいていたとか。それで体調が悪そうだって思って、様子を見にきてくれたの……？

　きっとそうだ。武流が家まで訪ねてくるなんて、普段ならありえないことだから。

　紗姫は少しだけ。ほんの少しだけ嬉うれしくなって、ドアを開けた。

「な、なによ武流。べ、別に私のことは、心配なんていらな」

「悪い、スマホの充電器を貸してくれ」

「帰って」

　わずかでも喜んだ自分がバカだった。ドアを閉めようとしたのだが。

「待ってくれよ雛代さん！」

　手でドアを押さえつけられた。

「……充電なんて、帰ってからすればいいでしょ」

「急ぎじゃなかったら、そうしてるよ！」

　なんでも武流は引っ越しの派遣バイトに登録しており、さっきその派遣会社から連絡があったらしい。急きゆう遽きよ、夕方以降の引っ越し作業に欠員が出たから入れないか、と。

　武流は了承しようとしたのだが、ちょうどそこでスマートフォンの充電が切れた。たまたま紗姫の家の近くにいたので、こうして充電器を借りにきたそうだ。

「だから早く折り返さないと、仕事が別の人に回されるんだよ。ほら、今度みんなで海に行こうって話をしてただろ。その資金だって貯ためなきゃいけないし」

「……なるべく早く帰ってよね」

　紗姫は渋々と、武流を部屋に上げた。




　紗姫の部屋は六畳ワンルーム。能力者組織から逃亡を続ける毎日だったので、必要最低限のものしか置いてない。武流はその狭い部屋を見回しながら、

「……部屋に上がったのは初めてだけど、本当になにもないんだな。本棚もテレビも、ゲームすらないじゃないか。いつもなにしてんだ」

「定額の動画配信サイトに入ってるから、パソコンでそれ見てる」

「お、そうなんだ。ちょっと見せてくれよ」

「あんた、なにしに来たのよ……っ！」

「だからスマホの充電だって。二、三分は充電しないと電話もできないしさ」

　ため息をついた紗姫は、パソコンを立ち上げて動画配信サイトを開いた。

　それをすぐ隣で見つめていた武流が。

「ん？　雛代さん、なんか……（すんすん）」

「ちょ、ちょっと!?　なんで嗅ぐの!?」

「あ、ごめん。なんか汗かいてるみたいだったから。さてはスクワットでもしてたな？」

「こんなときにするわけないでしょ！　着替えてくるから待ってなさい！」

　紗姫は着替えを持って、ユニットバスに向かった。

　信じられないわ！　悪びれもせず女子の匂いを嗅ぐなんて！　どうして奈々子さんは、あんな男と仲良くしていられるのよ!?

　羞恥と怒りで頰を染めた紗姫は、ユニットバスで部屋着に着替えた。

　不思議と少しだけ、元気になっている自分がいた。眠ったおかげだろうと考えた。




「雛代さん、ありがとう。もう電話できそうだ」

　部屋に戻ると、武流が充電コードを刺したスマートフォンを掲げてきた。

「……じゃあ早く電話して帰って。ごほっ」

　なるべく我慢していたのだが、そこでつい咳せきが漏れてしまった。

　武流はもう一度紗姫を見たあと、派遣会社に電話をかけた。

「もしもし。そちらに登録している桐きり原はら武流ですが。はい、さっきの欠員の件です」

　……武流が帰ったあとは、もう少しだけ寝よう。さっさと元気になって、何事もなかったようにまた顔を合わせたらいい。弱っている自分なんて、あまり見せたくないから。

「ええ、そうなんですけど。ちょっと予定が入って、行けなくなりました。すいませんけど、今回の仕事はほかの人に回してください。はい、明日の朝は大丈夫です」

　え、バイトをキャンセル……!?　どうして急に？

　もしかして武流は、私が風邪ひいてることに気づいて……？

　通話を終えた武流に、紗姫は言った。

「……隠そうとしてたのに、気づかれちゃったのね。ごほごほ」

「ああ。わからないとでも思ったか。日常マニアの俺を舐なめんなよ」

「でも別に私の心配なんていらないわ。これまでも、ずっとひとりで治してき」

「ほら、始まるぞ。一緒に見ようぜ」

　武流は動画配信サイトで、日常系のアニメを再生した。

「これ今やってる深夜アニメだろ。ちょうど一話を見逃したところなんだよな」

「……まさかとは思うけど、それを見るために、バイトをキャンセルしたの？」

「おう。このサイト、すげーな。日常系のアニメがめっちゃ豊富じゃないか。ほら雛代さんも早く座って……あれ、なんか怒ってる？」

「当たり前でしょ！　こんなしんどいときに、なにがアニメ……ごほっごほっ！」

　怒鳴ったせいで、激しく咳せき込こんだ。

「もしかして雛代さん、風邪でもひいてるのか？」

「ぜんぜん気づいてなかったのね……っ！」

　武流は慌てて紗姫をベッドに座らせた。

「なんでゆっくり休んでなかったんだ!?」

「どの口が言ってるわけ……っ！　ごほっごほっ」

「くっ、夏休みはみんなでいっぱい遊ぼうと思ってたのに……！　早急に治せ！　一刻も早くだ！　ご飯はちゃんと食べられるか!?」

「作るつもりだったけど、その気力も食欲もないから寝とくわ……」

　一応心配してくれているらしい。紗姫としては、それだけで満足だった。

　それでも武流は。

「台所、借りるぞ」

　紗姫が玄関脇に置いていたスーパーの袋を漁あさって、食材を取り出す。どうやら動けない自分の代わりに、料理を作ろうとしているらしい。

「いや、気持ちは嬉うれしいけど、ガサツなあんたに料理なんて……」




　たんたんたんたんたんっ！

　ざっざっざっざっざっ！

　ぐつぐつぐつぐつ！




「できたぞ」

「う、うそ……？」

　武流特製の料理がテーブルにずらりと並んだ。

　豆腐と卵のあんかけご飯、生しよう姜が風味。

　鶏とり肉にくとネギのジンジャーポトフ。

　大根おろしたっぷりの豆腐のみぞれ煮。

「体を温めるために生しよう姜がはたっぷり使った。野菜はなるべく小さく切ってあるから消化にもいいぞ。大根には消化を助ける酵素も入ってるし、豆腐と鶏とり肉にくは高タンパクで──」

　驚きのあまり、紗姫は啞あ然ぜんと口を開くばかり。ぺらぺらと栄養を語り続ける武流の言葉は、まったく耳に入ってこない。

「──そんなわけで、風邪のときになにも食わないのは論外だ。胃腸をいたわりつつ、しっかり栄養もとれる消化のいいメニューが最適解で」

「なんで実家暮らしのあんたが、こんな料理を作れるわけ!?」

　やっと言葉が出た。武流はきょとんとして。

「え？　だって異世界ではずっと一人旅だったから。これくらいのサバイバルスキルは、身について当然だろ」

「……あそ」

　暖かい湯気に混じる生しよう姜がの香りが、弱った紗姫の食欲を刺激してくる。風邪のときに誰かに料理を作ってもらうなんて、一体何年ぶりだろうか。

「俺は今度みんなで行く海旅行をめちゃくちゃ楽しみにしているんだ。だから俺のためにも、無理やり栄養をとってもらわないと困る。雛代さんが不参加になったら、俺は泣くぞ」

「……泣くほどのことじゃないでしょ。別に私なんかいなくても、葵あおいたちと楽しんできたら」

「誰かが欠けてる状態で楽しめるか！　友達と海に行くなんて、今回が初めてなんだから！」

　以前もそうだった。武流はみんなの輪から外れようとする自分を、無理やり輪のなかに連れ戻してくれる。異能力者だろうと普通の日常を楽しむ権利はある、とか言って。

「ふふ」つい笑みがこぼれた。「……ほんと、いつも強引なんだから」

　紗姫は武流が作ってくれた料理に箸をつけた。

　それはプロも顔負けの出で来き栄ばえで。

　とても優しい味がした。




　　　　◇




　ついでに俺も雛代さんとメシを食った。

　食器を洗う俺の後ろでは、雛代さんがベッドで横になっている。ったく、こんなときに風邪なんかひきやがって。なんで俺が日常を楽しもうとすると、必ずなにかが起きるんだ……。

「ごめんね、武流。いろいろ面倒かけちゃって」

　ベッドから弱々しい声がした。

「むしろなんで今まで黙ってたんだ。雛代さんは一人暮らしなんだし、もっと頼ってくれよ」

「……迷惑はかけられないわよ」

「遠慮するなって。おたがい友達が少ないんだから」

　自分で言ってて悲しくなるぜ……はあ。

「友達が少ないから、遠慮するんじゃない」

「だったら荒あら垣がきさんに来てもらえばいいじゃないか。連絡はしたのか？」

　荒垣さんこと荒垣真ま尋ひろは、家族のいない雛代さんにとって、本当の兄のような存在だ。その荒垣さんも能力者で、ちょっと前の事件で俺が戦った相手だったりする。そのとき雛代さんの身を案じる気持ちは本物だって知ったんだ。

「義に兄いさんが来てくれるわけないでしょ。能力者組織の調査で忙しいんだから」

「でも事情を知ったら、来てくれると思うんだけど」

「いいのよ。私は今までもひとりで生きてきたんだから」

　荒垣さんたちと暮らしていた児童養護施設を焼かれて以来、ずっとひとりで能力者組織から逃げ続けてきた雛代さん。能力者同士の戦いに巻き込まないように、なるべく人を寄せ付けないようにして。「鉄仮面のヒナシロ姫」は彼女の決意表明にして、孤独の象徴なんだ。

　でも俺は知っている。本当は誰よりも孤独が嫌いで、寂しがり屋の女の子なんだって。

「……ずっと考えてるけど、未いまだにわからないの」

　雛代さんが消え入りそうな声で言った。

「どうして私は異能力なんてもっているのか。なんで世の中には、異能力者なんて存在がいるのか。こんな力さえなければ、私は普通の生活を送っていたはずなのに」

「そんなの、俺にもわからねーよ。でもだからって、普通の生活を送ったらだめってはずがない。異能力者だろうと異世界転生者だろうと、サイボーグだろうと吸血鬼だろうとな」

「なんでサイボーグとか吸血鬼なんて単語が出てくるのよ」

「たとえばの話だよ。とにかく普通の人間じゃなくても、平凡な日常を楽しむ権利はあるってこと。世間にバレないように、力を隠しながら生きていけばいいんだ」

　洗い物を終えた俺は、水を注いだコップと風邪薬をテーブルに持っていく。

　雛代さんはのろのろと身を起こして、薬を飲んだ。

「……でも、たまに不安になる。私は葵やマリーと違って普通の人間じゃないから、やっぱり本当の友達にはなれないんじゃないかって」

「気にしすぎだって」

　だいたいあの文芸部には、普通の人間なんていないんだから。

　なんてことは言えないけど。

「もし雛代さんが逆の立場だったらどうする？」

「私が一般人で、葵たちが能力者だったらってこと？　そんなの……気にするわけないじゃない。あの子たちは、友達、だもの……」

「だろ？　みんな同じように思うはずだよ」

「そうなのかな……でも、また能力者組織の連中が刺客を放ってきたらって考えると……」

「俺がいるじゃないか」

「……え」

「雛代さんの日常を脅おびやかす敵は、俺が全員ぶっ潰してやる。だからなにも心配するな。厄介なことは全部俺に任せて、雛代さんはただ普通の女子高生をやってたらいいんだよ」

　雛代さんはじっと俺を見つめたあと、

「な、なによそれ」さっとコップを取って風邪薬を飲んだ。「え、ええと、体温計はどこかな」

「ここにあるだろ」

　テーブルの上にあった体温計を手渡してやる。雛代さんはそれを部屋着の首元から入れて。

「────その、ありがとう……武流」

　うつむいたまま、そう言った。

「どうした急に」

「私のために、そこまで言ってくれるなんて……ちょっと嬉うれしかった」

「いや、別に雛代さんのためってわけじゃないけど」

「…………は？」

　なんか変な間が空いた。なんだこれ。

「えっと、雛代さんが普通の女子高生として生活してくれることが、俺の求める理想の日常なわけで。だから雛代さんの敵をぶっ潰すのは、あくまで俺のためっていうか」

「………………ふーん」

　あれ？　雛代さん、なんか怒ってる？

「で、でもそれで、おたがい静かな日常を過ごせるんだから、ウィンウィンの関係だろ？」

「そうかもしれないけど……！」奥歯を嚙かみ締しめながら、ゆっくりと。「もう少し、女子が喜びそうな言葉を選べないわけ……っ!?　なにがウィンウィンの関係よ……っ！」

「え、い、いや、だって、喜ばせようと思って言ったわけじゃ────あ」

　雛代さんが腋わきに挟んでいた体温計が、絨じゆう毯たんに落ちた。

　拾ってやろうと手を伸ばす。同時に雛代さんも手を伸ばしてきたんで、体温計の上でおたがいの手が重なり合ってしまった。

　俺の手の下には、雛代さんの体温が残る体温計。上から重ねられた雛代さんの温かい手。

　なぜか雛代さんは、そのまま動こうとしない。

「あのー、手、どかしてくれないかな？」

　俺がそう言っても、やっぱり動かなくて。

　そればかりか、俺の手をそっと握ってきた。

「…………ねえ武流。お願いが、あるんだけど」

「な、なんだよ」

　なんか変な雰囲気だ。なんだろ。やけにどきどきする。

　そして雛代さんは。

「このまま泊まっていってほしいって言ったら……どうする？」
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　は？

　はああああああああああああっ!?

　雛代さんは顔を伏せたままなんで、どんな表情をしているのかはわからない。ただ、その耳はものすごく真っ赤で、相当熱があるらしいことはわかった。

「……もう、ひとりぼっちは、いやなの。怖いの」

「な、なにが」

「迷惑だってわかってるけど……せめて今夜だけは、私の傍そばにいてくれないかな」

　一体どうしたんだ。怒ったと思ったら、急に変なこと言ってきて。

　雛代さんは俺の手をぎゅっと握りこんでくる。相変わらずうつむいたままで。

「私と一緒にいるのは、いや、かな……？」

「え、い、いやじゃないけど……でも、その……」

　俺だって健全な男子高校生なんだぞ。一人暮らしの女の子にそんなこと言われたら───。




「帰るに決まってるよな。桐原武流？」




　後ろから野太い男の声が飛んできた。慌てて手を離して振り返ると、

「あ、荒垣さん……!?」

　雛代さんの義理の兄、荒垣真尋がそこにいた。阿あ修しゆ羅らのような形相で立っていた。

「なんで義に兄いさんが、ここに……!?」

　雛代さんもびっくりして両目を見開いていた。

「近くに来たから寄ってみたんだ。なあ、桐原。確かに俺は以前、留守中に紗姫を頼むと言ったよ。だが部屋に上がり込んで一夜をともにしろとまでは、言ってなかったよな？」

「い、いや違う！　あんた誤解してるぞ！　別に俺と雛代さんはそんな関係じゃ……！」

「俺には数分先の世界が見える。もちろんお前がさっさと帰る世界だ。それとも今ここで、俺と決着をつける世界を選ぶか？」

　荒垣さんが両手の指をぽきぽきと鳴らした。

「わ、わかったわかった！　すぐ帰るってば！」




　　　　◇




　さっきの私、どうかしてたわ……武流にあんなこと言うなんて。

　ああ、もう！　次からどんな顔して会えばいいのよ!?　あれ絶対まずいって！

　紗姫は羞恥のあまり、何度も枕に顔を、うりうりとこすりつけていた。

「まったく、風邪なら風邪となぜ言わない。すぐにでも飛んできてやったのに」

　荒垣が近くのコンビニで買ってきたスポーツドリンクをテーブルに置いた。

「だって義に兄いさんは忙しいから、呼んでも来てくれないとばかり……」

「妹の心配をしない兄がどこにいる。お前はもっと頼ることを覚えろ」

　枕元のスマートフォンにメッセージが届く。それは文芸部のグループチャットで。




美み山やま樹ぎ葵〈紗姫ちん大丈夫？　武流っちから聞いたけど、風邪ひいたんだって？〉

マリー☆〈もし暇してるんなら、明日ボドゲ持っていってあげましょうか？〉

桐原武流〈だから雛代さんは風邪で動けないんだってば〉

マリー☆〈ぷくく！　ざっこ！　じゃあ元気になったら、からかいに行ってあげますね〉




　自分の身を案じてくれる人がいるとわかって。もうひとりぼっちじゃないとわかって。

　紗姫は本当に嬉うれしかった。

「しかしまさか、あの紗姫が部屋に男を連れ込むとはな。兄としては複雑な気分だぞ」

「だ、だからそういうのじゃないってば！」

　武流は偶然、部屋に来ただけ。そしてたまたま看病してくれる形になっただけ。

　いろいろと勘違いさせられたが、本当にそれだけだったのだ。

　でも、たくさん話せてよかったと思う。能力のことも、友達のことも、いろいろと。

　武流が紗姫を気にかけてくれるのは、あくまで自分のためだと言った。風邪を治してほしいのも、みんなで行く海を楽しみたいから。紗姫を付け狙う敵は全員倒すと言ってくれたのも、みんなと平穏に過ごす普通の高校生活を満喫したいから。

　なんて自分本意で、強引で。

　なんて素敵な理屈なんだろう。

　……あいつは絶対に理想の日常生活を諦めない。だからいつも全力で、私のことも守ってくれる────私はもう、武流の生活の一部になっているんだ。

　そう考えると、思わず頰が緩んでしまう。

　さっき傍そばにいてほしいと言ったあと、武流はどんな答えを出すつもりだったのか。気になった紗姫は、荒垣に尋ねてみた。

「義に兄いさんは数分後の平行世界を同列に観測できるのよね」

「ああ、それが俺の能力だからな」

「あのあと武流は……どうしようとしてたの？」

　荒垣は「なぜそんなことを気にする」と不満げな顔をしたのち。

「俺が横よこ槍やりを入れなくても、あいつは必ず帰宅する道を選んでいた」

「そっか……」

　そうよね。武流は恋人でもない女子の家に泊まるような、軽薄な男じゃないもんね。

「ただ」

　荒垣がぽつりと言う。

「俺が来なければ、あいつはどこかに電話して、『明日の予定もキャンセルでお願いします』と言っている未来が見えていた。翌日も早朝からここに来ようとしていたらしい」

　え、それって、また派遣のバイトをキャンセルして、明日も朝から私の看病に来てくれてたってこと？

「だが安心しろ紗姫。俺が来た以上、桐原に余計な真ま似ねは……ん、どうした？」

「……ふふっ、なんでもないわ」

　頭から布ふ団とんをかぶった。つい笑顔が漏れてしまう自分の顔を見られたくなかったのだ。

　ほんと、変な奴。自分勝手で強引で、日常だなんだと暑苦しくて。でも自分のためとか言いながらも、ちゃんと相手のことも考えてくれていて。それでいて……とても優しくて。

　やっぱりあいつは、私を勘違いさせる天才だわ。奈々子さんが仲良くしたくなる気持ちも、なんとなくわかるっていうか。あの二人が幸せになってくれたらいいけどね。

　そこで、ちくりと。胸が痛んだ。

「あれ……？」

　紗姫にはまだわからない。

　その感覚こそ、普通の女子高生が抱く、淡い恋心だということを。
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　夜風が吹き付けるビルの屋上に、その男は立っていた。

　シルクハットにマントという変わった風貌。その右手に掲げているのは、男の衣服や夜空よりも遥はるかに濃く、あらゆる闇を凝縮したような黒い水晶だった。

　事実、その黒水晶は、集めた闇の力を保存しておくための装置である。

　男のもとに数人がやってくる。全員が額にツノと、背に翼をもつ半裸の怪人だった。その翼で夜空を滑空してきた怪人たちは、男の後ろに降り立って膝をつく。

「マッドハッター様。こちらでも新たに『鏡』を撒まいて参りました」

　その男──マッドハッターと呼ばれた怪人の首しゆ魁かいは、振り向きもせずに言った。

「ご苦労様です。おかげでマイナスエナジーはずいぶん集まりました。我らが王の復活も、もはや秒読み段階でしょう」

　マッドハッターたちは素質ある人間に『鏡』を渡す。その人間が抱く負の想念を増幅させ、マイナスエナジーとして変換、抽出するために。それが彼らの崇あがめる闇の王復活の糧かてとなるのだ。

「しかし例の魔法少女が、おとなしくしているとは思えないのですが。我らが同胞も、すでに何人か消された模様です」

「確かに厄介ですね」マッドハッターは言葉とは裏腹に、白い歯を見せて笑った。「ですが、そこまで憂慮する必要もないでしょう。こちらには秘密兵器もあるのですから。ククク……」

「見つけたよ！　怪人マッドハッター！」

　月明かりを背負って、ひとりの少女が空を飛んできた。

　白と青を基調にしたガーリーなドレスには、二対の翼が備わっている。そして金色の長い髪と、金色の瞳をもつ彼女こそ、怪人たちの仇きゆう敵てき。魔法少女ファム・ファタールだった。

「噂うわさをすれば、ですね。みなさん、ここは一旦退ひきますよ」

　マッドハッターを筆頭に、怪人の群れは夜空に向かって飛ひ翔しようする。

「待ちなさい！」

　構える弓に魔法の矢を生成した魔法少女は、逃げゆく怪人の群れに矢を放つ────。
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　見よ、この照りつける太陽を！

　聞け、浜辺に打ち寄せるさざ波の音を！

　俺は今、人生最大のリア充じゆうというものを味わっている！

「でりゃあああああああッ！」

「甘いわよぉぉぉぉぉぉッ！」

　俺たち文芸部一同は、電車で二時間の距離にある海水浴場にきていた。

　本当は日帰りの予定だったんだけど、なんとマリーが偶然にも雑誌のハガキ投稿で、旅館の宿泊券を当てた。これをきっかけに、ただの海水浴がまさかの宿泊行事に進化したんだ。

　しかも二泊三日。マリーが当てたのはペアの宿泊券だったんで、残り二人分はみんなで割り勘することにした。だから俺たち四人は、格安で旅館に泊まれることになったのである！

「なんで紗さ姫きちんは、全部返せるわけ!?」

「あんたこそ、なんでプロ並みのコースを打てるのよ!?」

　じつは明日から両親と里帰りすることになってたんだけど、そっちはキャンセルした。さすがに友達と泊りがけで出かける魅力には抗あらがえまい。俺、今まで修学旅行とかにも全部行かなかったしな。失いかけた普通の高校生としての日常は、ここで取り戻し────。

「今度こそ絶対に決めてやるかんね！」

　宙を舞うビーチボールに向かって、葵あおいが飛ぶ。その両目に赤い文字列を宿して。サイボーグの演算処理能力で打球の角度や軌道を完璧に計算しながら、必殺のスパイクを放つ。

「おいおいおい!?」

「落としてたまるかあああああああ！」

　雛ひな代しろさんが打たれたボールに向かって飛び込む。ボールはそっと軌道を変えて、雛代さんの手に吸い寄せられた。それは明らかに引力を操る『黄金妃の誘引クレオパトラ』の能力で。

「おいおいおいおいおい!?」

　愚者二人の間に入って、常識はずれのビーチバレーを中断させた。

「つまらんことやってんじゃねえ！　俺たちは日常的な海水浴を楽しみに来てるんだぞ!?」

「だって紗姫ちん、レシーブめっちゃうまいし。つい……」

「葵も際きわどい球ばっかり打ってくるもんだから……」

　二人とも気のせいで済んでるみたいだけど、あとで個別で説教な。俺はあくまで普通の高校生として、普通の海水浴を楽しみたいんだ。そこに非日常な要素なんていらねーんだよ。

　ほら、現に周りの海水浴客たちからも、変な目で見られてるじゃないか。みんなスタイルのいい雛代さんや葵のビキニ姿に見とれているわけじゃない。今の白熱したビーチバレーを見て呆あつ気けにとられてるんだ。

「遊びなんだから、もっと軽くでいいんだよ。ビーチバレーくらいでムキになるな」

「だって軽くやっても、武たけ流るっちは下手くそすぎて、つまんないんだもん」

「くっ……もう一回俺にボールよこせ！　今度こそ打ち返してやる！」

「じゃあ行くよー？」

　葵が軽く、本当に軽く、ビーチボールをアンダーサーブでふわりと打ってきた。

　もちろん俺は────。

「もらったあああああ！」

　────簡単に落とした。

「ほら、こんなのも返せないじゃん」と葵。

「運動神経なさすぎ」と雛代さん。

　今までずっとぼっちだった俺は、友達と球技の類をやったことがない。だから攻撃魔法でビルを吹っ飛ばすことはできても、繊細な技術が必要なスポーツ全般、とくに球技は苦手だったりする。ちくしょう。

　後ろのほうまで転がっていったボールを拾いに行くと。

「……そんなボール遊びで大はしゃぎできるなんて、幼い愚民どもですね」

　パラソルの下でビーチベッドに寝そべっているマリーが話しかけてきた。大人っぽいビキニ姿でサングラスなんてかけてるけど、残念ながら体型が児童。だから違和感ありまくり。

「まあ、王たる私の慈悲で泊りがけの旅行に来られたんです。存分にはしゃいでくださいな」

　吸血鬼一族の次期王は、尊大な態度で読書を再開した。サングラスをしたままな。

「ところで武流先輩は、私になにか用ですか？」

「別にマリーに用事があるんじゃなくて、ボールを取りに」

「あー、理解しました。私とも遊びたいって言うんですね。まあ私、ゴムボート持ってきてますし？　四人乗れるやつですし？　それで沖のほうまで行ってみたいって言うわけですか。まあ、そういうことなら付き合ってあげますよ。民草の要望に応えるのも、王の仕事ですもん。面倒だけど、仕事ならしょうがないなぁ。だって私、次の王だし」

　みんなと遊びたかったんだな。だったら最初からこっちに来ればいいのに。

　マリーは読んでいた本を脇に置いて、うーんと伸びをする。

「あれ、よく見るとその本……『ぶっ壊れシリーズ』じゃないか！」

　それは俺も大好きなミステリー小説のシリーズだ。本格ミステリーでは意外と珍しい高校生探偵が主人公なんだよな。そのトリックは館ごと回転したり、一介の犯人が光学迷彩を使ったりと、かなりやりすぎなんで、ファンから『ぶっ壊れシリーズ』って呼ばれてるんだ。

「あ、先輩もこれ知ってます？　前作の空飛ぶ機械を使ったトリックには爆笑しましたよね」

「そうそう。マリーもわかってるじゃないか。ちょっと読ませてくれよ」

「……えー。遊んであげようとしている王を待たせる気ですかぁ？」

「ちょっとだけだって」

　最近ミステリーはあんまり読んでなかったからな。どれどれ……。




　　　　◇




　死体が深夜の車道を駆ける────。

　現場検証中の捜査員たちは、その光景を想像して一様に青ざめていた。

　陣頭指揮をとる警部の城じよう之の内うち理り香かは、倒木に腰掛けてスマートフォンをいじっている少年に視線を投げる。

「どうかな、明あけ智ちくん。この事件について、キミの見解を聞かせてくれないか」

　明智と呼ばれた少年は、面倒臭そうにため息をついて、傍かたわらに横たわる死体を見た。
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　死体は交番勤務の巡査部長だった。この巡査部長は昨晩、廃はい墟きよ化かしたクリニックで不審者の捜索をしていたところ、何者かに胸部を撃たれたのち行方不明となる。それが今朝方、廃はい墟きよのクリニックから十キロ以上も離れた、この森の中で発見されたのだ。

　鑑識課員によると、弾丸は心臓に達しているため、ほぼ即死で間違いないらしい。だからこの死体は、死んでいる状態で十キロ以上も走った、ということになる。

「城之内さんって、フォロワー何人ですか？」明智が言った。「僕ってロクにつぶやいてないのに、五万人もいるんですよね。すべての事件は霊の仕業です、なんて電波を投稿し続けたら、一気に減ると思いますか？」

「明智くん。私はくだらない冗談を聞くためにキミを呼んだわけじゃないんだが」

「この事件のほうが、よっぽどくだらないですよ。死体が走ったなんて聞いたから、大喜びで飛んできたのに。こんなことなら、家で『スマブロ』でもしておけばよかった」

「あの、城之内警部。私はそろそろ病院に戻っても……」

　簡単な事情聴取を受けていた山やま本もと巡査が、右の脇腹を押さえながら言った。彼は殺害された巡査部長の部下だった男だ。

「ああ、怪け我がしているのにすまないね。また連絡するから、ひとまずゆっくり休んでくれ」

「え、今日って『荒神転生』の発売日だったの!?」

　スマートフォンをいじっていた明智が、場違いな大声を出した。

「これは一大事だ……城之内さん、僕も帰っていいですか？　ゲームを買いに行きたいんで」

「この事件に対するキミの見解を聞いたらね」

「はあ……わかりましたよ。じゃあ、この山本巡査を逮捕してください。彼が犯人です」

「な、なにをばかな！」山本巡査が抗議した。「どうして俺が……っ!?」

「あー、そのやりとりも面白くないし時間もないんで、僕の質問にだけ答えてください。山本巡査は昨晩、巡査部長と二人で廃はい墟きよ化かしたクリニックの調査をしていたんですよね？」

　山本巡査は不満げに答える。

「ああ。あの廃はい墟きよは心霊スポットとか言われていてな。不法侵入者がいないか定期的に見回りに行くんだよ。そこで巡査部長が二階、俺が一階を調査していたとき、俺は急に現れた若い男に襲われた。しかも拳銃を奪われて右脇腹を撃たれたあと、気を失ってしまって……目が覚めたあと、すぐ二階に上がって巡査部長を探したけど、見つからない代わりに大量の血痕が」

「噓うそが下手すぎて、眠たくなってきました」

「な、なんだと!?」

「この巡査部長の死体をよく見てください。拳銃はホルスターに入ったまま、正面から撃たれているんですよ。あのクリニックは音がよく響く廃はい墟きよです。あなたが一階で撃たれたときの銃声は二階にも聞こえるはずですし、それを聞いたら、拳銃を抜いて身構えるのが普通でしょう。つまりその時点で銃声なんてなかったし、犯人は巡査部長が警戒しない相手、すなわち顔見知りだったことになる」

「な……っ！」山本巡査は狼ろう狽ばいしたあと、また吠ほえた。「い、言いがかりだ！　だいたい仮に俺が巡査部長を殺した犯人だったとして、なんでその死体は、廃はい墟きよから十キロ以上も離れたこの山中にあるんだ!?　俺がここまで担かついできたとでも言うつもりか!?　なんのために!?」

「死体を運んだのは、たぶんトラックですよ。こんなの古典的すぎるでしょう」

「トラック、だと……？」

「はいはい。もう面倒なんで一気にいきますよ。

　まず山本巡査と巡査部長は手分けなんてせず、一緒に廃はい墟きよを回っていた。理由は知りませんが、二人は途中で口論から揉もみ合あいに発展。そこで山本巡査は衝動的に発砲してしまう。

　銃弾を受けた巡査部長は、よろめいて窓から転落。窓の外は急な斜面になっていて、その下には山道の信号があります。ちょうどそこで信号待ちをしていたトラックの荷台に死体が落ちて、トラックは発進。カーブで振り落とされて、この森に放り込まれた。だから死体が走ったなんて妙な状況ができあがったわけです。これは山本巡査も意図していなかったはずです。

　ただ、弾頭から銃が特定されて、自分が巡査部長を射殺したことがバレるかもしれない。だから山本巡査は自分で自分の右脇腹を撃ち、存在しない犯人に拳銃を奪われたことにした。

　これはあくまで僕の推理なので、鑑識課員の方々には微物鑑定をお願いします。さっき殺害現場になった廃はい墟きよの病室を見てきましたが、コンクリートの破片を擦った直近の痕跡がありました。たぶん山本巡査と巡査部長が激しく揉もみ合あった跡です。だから巡査部長の手には、山本巡査の制服の繊維が付着しているかと。では僕はゲームを買いに行きます。お疲れ様でした」

　捜査員たちがぽかんと口を開けるなか、明智はさっさと帰り支度を始めた。すると、

「くっ……くくく……くきゃーっきゃっきゃっきゃ！」

　山本巡査が突如奇声を発して、明智に飛びかかった。

　城之内警部がすかさず間に入る。流れるような動作で、山本巡査を背負い投げ。腕の関節を極めた体勢で、本性を現した犯人を地に押さえつける。

「離せ！　離せぇぇぇッ！　そのガキも殺してやるぅぅぅッ！」

　口から泡を吹いて暴れまわる山本巡査は、やがてほかの捜査員たちに連行されていった。

　それを見届けた明智が、退屈そうにあくびをする。

「ふわあ、また僕のせいで、不可思議な現象をひとつ暴いてしまった。本当に死体が走ったら面白かったのに…………おや？」

　明智は地面に落ちていた小さな手鏡を拾った。さっき激しい抵抗を見せた山本巡査が落としたものらしい。

「城之内さん。この鏡を見てください。どうやら山本巡査も持っていたようです」

　最近の犯罪者たちは、なぜかみんなこれと同様の鏡を所持している。どこで手に入れたものか尋ねると、全員がこう回答するのだ。

　──シルクハットとマントを身につけた、青白い顔の怪人からもらった、と。

　捜査員のひとりが、おずおずと言った。

「あの、自分は山本巡査と同期なのでよく知っているのですが、あいつが殺人を犯すなんて、とても思えないのです。確かに巡査部長とは普段から折り合いが悪いと話していましたが、それでも衝動的に殺してしまうような奴では……」

「まさかその謎の怪人が、この鏡を使って強引に殺人衝動を呼び起こしている……なんてね」

「明智くん、それはさすがに」

　城之内警部にたしなめられた明智は、年相応の幼い笑みを見せた。

「すいません。不謹慎でしたね。でもシルクハットの怪人なんて、探偵としては憧れるじゃないですか。そんな奇怪な男が暗躍する、不可思議な事件に出会えないものかな」

　そこで別の捜査員が、城之内警部のもとにやってきた。

「城之内警部。別件ですが、ただいま近くの海水浴場で、サメが出たとの通報がありまして」

「サメ……？　それで、海水浴客の間で被害は出たのかい？」

「い、いえ。それがどうやら、高校生の少年が、パンチ一発で退治してしまったとか……」

　聞き耳を立てていた明智が、大声で叫んだ。

「不可思議すぎるぞ……ッ！　何者だそいつぁッ!?」




　　　　◇




　まあ、今までもいろいろあったわけだしさ。俺は非日常に巻き込まれる星の下に生まれたってことくらい、もう認めてるんだよ。でも、さすがにあれは予想外だった。

　まさかサメにまで襲われるなんてな。

　みんなで乗っていたゴムボートも、危うく食いちぎられるところだった。さすがの雛代さんたちも悲鳴をあげるなか、俺はサメが海面から顔を出した瞬間に、思いっきりぶん殴ってやった。ぶっ飛んでいったサメがその後どうなったのかは知らないけど、おかげで周りの海水浴客たちから大喝采を浴びて、なにかと大変だったんだぞ。

　ひょっとして、俺が静かに暮らせる毎日って、永遠に来ないんじゃ……？

「武流っち。このお肉、もう焼けてるよ。どーぞ」

　葵が焼きあがったカルビを、俺の紙皿に放り込む。せっかく夕暮れのビーチで楽しくパリピなバーベキューをしているのに、気分はいまいち晴れない。

「昼間は俺たち自身が食われそうだったのに、夕飯で牛を食うなんて皮肉なもんだな……」

「まーねぇ。サメって血の匂いにおびき寄せられるって聞くけど、誰か怪け我がでもしてた？」

「あるいは誰かが生理だったのかもね」

　雛代さんがいつものクール顔で、とんでもないことを言った。

「あのー、紗姫ちん。その発言はさすがにどうかと……」

　はっとする雛代さん。頰を真っ赤に染めたあとは、顔を覆ってしゃがみ込む。

「ち、違うの！　違うのよ！　葵が血の匂いがどうのって言うから！　ほんと違うの！」

　……こいつ、本当に天然だな。

「てか、あたしら二泊三日なのに、明日からどうすんの？　もう泳げないって話じゃん」

　そう。防護ネットすら食い破ってきたサメ騒動のせいで、しばらく遊泳禁止になっちまったんだ。神はそこまでして、俺から日常を奪い取りたいのか。めっちゃ楽しみにしてた海旅行なのに、それはあまりにも残酷すぎる仕打ちではありませんか、神様……。

「浜辺で遊ぶのはいいって話だし、近くには温泉もあるから、そっちに行くとかだね」

　奈な々な子こが野菜を焼きながら言った。

　神に感謝するなら、この一点に限る。サメ騒動のあと、浜辺に大勢の人が集まっていたなかに、まさかの奈々子の姿もあったんだ。なんで奈々子もここにいるんだって聞くと、この海の近くに田舎の家があって、親父おやじさんと二人で里帰り中だったんだと。

　──お父さんも親戚の人たちもお盆休みでね。みんなお酒ばかり飲んでて暇だったから、ひとりで海に来てみたの──

　だそうだ。この偶然の出会いに、俺はとても喜んだ。

　奈々子の家は、数年前に母親を事故で亡なくした父子家庭。当時は相当落ち込んでいたけど、それもすぐに持ち前の明るさで微み塵じんも見せなくなった。こういう芯の強いところも、奈々子の魅力だと思う。

「そういや奈々子ちゃんって、今日は日帰りなん？」

　葵がもしゃもしゃと肉を食べながら言った。ほんと、このギャルは行儀が悪い。

「うん。私の田舎は、ここからバスで三十分くらいだから」

「んじゃ、もうちょっと遊べる感じ？　マリーちゃんもＵＮＯとかボドゲとかやりたがってたし、あとであたしらの部屋においでよ」

「え、いいの？　じゃあ、ちょっとだけ、お邪魔しようかな」

「ところで」雛代さんがふいに言った。「そのマリーはどこに行ったの？」

　…………忘れてた。ごめん、マリー。

　着替えてからこのバーベキュー場に集合って伝えてたのに、マリーだけはなかなか来なかったんだ。それで仕方なく、残りのメンバーで先に始めたんだっけ。

　あいつ、なにしてんだ……？

　スマホで連絡を入れようとしたとき。

「お取り込み中に、失礼するよ」

　見知らぬ男がやってきた。たぶん年齢は俺たちと同じくらい。ひょろりとした体格にボサボサの頭だけど、切れ長の瞳をもつ整った顔立ちは、それなりのイケメンと言ってもいい。

「キミが桐きり原はら武流くんかな。昼間は素手でサメを退治したそうじゃないか」

「いや、あれは……」

「ああっ！」奈々子が大声をあげた。「私、この人、知ってるよ！　高校生探偵の明智公こう平へいさんだよね!?」

　高校生探偵の明智公平……？

「やれやれ。僕の知名度もずいぶん上がってしまったな。もうＳＮＳもやめようかって思ってるんだよ。五万人のフォロワー諸君には申し訳ないけどさ。だって五万人だからね」

　明智とやらは、五万人の部分をやけに強調して言った。まんざらでもない顔で。

「……この人、そんなに有名なのか？」

「うん。超常現象みたいな事件を好んで真相を突き止める探偵さん。自分で推理した事件内容を動画配信しているうちに、警察から捜査協力の声がかかるようになったんだって」

　奈々子の言葉に、明智は頷うなずいた。

「そう。僕は現代のハリー・フーディーニだ。本物の不可思議を追い求めてるんだけど、そのどれもが単純なトリックで解明できてしまうものばかり。世界はなんと退屈なんだろう」

　喋しやべり口く調ちようが演技っぽくてウザいけど、奈々子の話によると探偵としての力量は本物らしい。

「そうだ、桐原くん。キミが退治したサメの死骸が、さっき発見されたよ。すごいね。一介の高校生がワンパンで倒してしまうなんて」

　まさかこいつ、俺が普通の高校生じゃないって疑ってるのか？　あんまり探られたら、日常生活にも支障が……。

「でもそんな不可思議はありえない」明智は続けた。「実際はキミがたまたま伸ばした手にサメが当たって逃げただけ。サメの死因は別の硬いなにかにぶつかったこと。違うかな？」

　あ、都合よく解釈してくれた。ありがとう。

「はは、よくわかったな。高校生探偵ってのは伊達だてじゃないみたいだ」

「これくらい当然だよ。本物の不可思議には、なかなか出会えないって知っているからね」

　その不可思議は、今お前の目の前にたくさん転がってるんだけどな。

「それはそうと、僕は今、いろんな人に聞き込みをして回ってるんだけど」

　明智はもったいぶるような間を空けてから、

「キミたちは、シルクハットにマント姿の怪人を見てないかな？」

「え」

　奈々子がわずかに反応した。探偵はそれを見逃さない。

「なにか知っていることでも？」

「う、ううん。びっくりしただけ。だってシルクハットにマントの怪人なんて……」

「ああ。そんな古典的なコスプレをした奴は見たことがない。俺が会ってみたいくらいだ」

　すると明智はため息をついて、

「そうか……このあたりで目撃情報があったんだけどね。ああ、ちなみにさっき巡回中の警官が偶然怪しい奴を見かけたんだ。そのとき撮影してもらった写真がこれなんだけど」

「へえ。今時そんなコスプレをする奴が実際に…………なっ!?」

　明智がスマホに表示させた写真を見て、俺はびっくりした。

　遠巻きで後ろ姿が写っているだけだったけど。そいつはシルクハットこそかぶっていなかったけど。羽をモチーフにした赤いマントを羽織っていて。

　葵と雛代さんも、その写真を覗のぞき込こむ。

「んー、これが怪人なん？　なんか思ったよりチビっこくね？」

「確かにイメージと違うわね。弱そうな怪人」

　写真の人物は後ろ姿だし、普段からそんな格好をしているわけじゃないんで、さすがにこの二人も気づかなかったらしい。

「こいつが僕の追っている怪人かどうかはわからないけど、なにか知ってることはないかな」

　知ってるもなにも。

　これ、吸血鬼の格好をしたマリーじゃねえかっ!?







「はあ？　私が怪人？　私、吸血鬼なんですけど」

　ゴシックなドレスにマント姿のマリーは、不服そうに頰を膨らませた。

「……紛らわしい格好でうろつくなよ」

「だって他族の闇の眷けん属ぞくと戦うときは、吸血鬼の正装で挑むのが礼儀ですもん」

　明智が帰ったあと、俺はこっそりマリーに連絡を取って合流した。なにをしてたのか聞いてみると、このあたりを縄張りにしていた闇の眷けん属ぞくと戦っていたんだと。闇の眷けん属ぞくは別の一族が自分の縄張りに入ってくることを極端に嫌う。だから吸血鬼のマリーを見て襲ってきたそうだ。

　そいつはマリーと一戦交えて海に逃げたらしく、マリーはこれからゴムボートで追いかけるところだった。ちょうどそこで合流した俺も、その退治に付き合わされることになったんだ。

「私を襲ってきた闇の眷けん属ぞくは、海の魔物です。きっと昼間のサメもそいつがけしかけてきたんですよ。しかも漁船を襲って人間を食べることもあるそうです」

　非日常とは関わりたくないけど、知ってしまった以上は、さすがに看過できん。

「……俺たちの楽しい日常を邪魔する奴は、万死に値する」

　真っ暗な夜の海を頼りないゴムボートで進む。必死にオールを動かしているのは俺だけで、マリーはさっきから踏ん反り返っているだけ。

「ほら先輩、もっと必死で漕こいでください。敵はもっと沖のほうまで逃げたんですから」

「なんでマリーは漕こいでくれないんだ」

「怒ってるからですよ！」

　ぷいっと顔をそむけた。

「私が海の魔物と戦ってる間に、勝手にバーベキューしちゃって！　誰のおかげでこの旅行に来られたと思ってるんですか！」

「だから悪かったってば」

　マリーは俺たちに迷惑がかからないように、敵を引きつけてくれていたらしいからな。

「それはそうと、探偵だよ。吸血鬼の正装かなんか知らないけど、お前がそんな格好でうろついてるから、微妙に怪しまれてるんだぞ。どうするんだ」

「そんなの知りませんよ。その探偵が変に絡からんできたら、殺しちゃえばいいんです」

「冗談に聞こえないから怖いんだよな……」

「あっ！　見つけましたよ先輩！」マリーが近くの海面を指差した。「あれです！　あいつが私を襲ってきた海の魔物です！」

　海面から顔を出してこっちを見ている奴がいた。ぬらぬらした全身にウロコをもつ、半魚人みたいな奴で……っていうか、顔もウロコで覆われた半魚人そのものだった。

　もちろん俺は今さら驚かない。もう慣れたからな。

「お前が俺たちの日常を邪魔した奴か……ぶっ潰してやるから、そこで待ってろ！」

「ぎょっ!?」

　必死にオールを漕こいで猛追を始めた俺を見て、半魚人は近くの孤島まで逃げていった。

「待ちやがれコラアアアアアアッ！」




　孤島の桟橋にゴムボートを着けて上陸。俺とマリーは、陸の上でも人のような足で疾走する半魚人を追いかけた。

「お、おい吸血鬼！　そいつは何者だ!?」

　半魚人はマリーと同じように、人語を話せるらしい。

「将来、私の婿になる強力な助すけっ人とです！　この人に狙われたら、逃げても無駄ですよ！」

　婿になるなんて言った覚えはないんだけど。

　この孤島はそんなに広くない。半魚人は海辺の丘にある廃はい墟きよの灯台に逃げ込んだ。俺もその中に飛び込んだところで、すかさず右手から爆裂魔法の光弾を放つ。

「ぶっ飛べオラアアアアアアアッ！」

「ぎょわああああああああああッ！」

　直撃を受けた半魚人は断末魔の悲鳴をあげて、灯台の壁もろとも粉々に爆散した。

「半魚人お前など、〝異世界転生者俺〟の敵じゃない」

　今回も戦闘はあっさり終了。こうして俺たちはまた、いつもの日常に戻っていく。

「さっすが武流先輩！　これでこのあたり一帯も、私たち夜を統すべる一族の縄張りですね！」

　マリーが嬉うれしそうに、俺に腕を絡からませてきた。

「先輩がいれば、どんどん支配圏が広がっていきますよ。もう日本も滅ぼしちゃいます？」

「滅ぼしてたまるか」

　さて、さっさと旅館に帰ってみんなと遊ぼう────と踵きびすを返かえしたときだった。

「騒がしいと思ったら、誰ですか？」

　廃はい墟きよの灯台に、静かな声が反響する。

　そいつは薄い氷の上を歩くようにゆっくりと。でも大道芸人のように堂々とした立ち振る舞いで。大仰に両手を広げながら、二階に繫つながる階段から姿を現した。

「今日は来客が多い。勝手に人の寝床に上がり込むなんて、無粋とは思いませんか」

　そのシルクハットにマントを身につけた男は、病的なほど青白い顔で笑った。

　……もしかしてこいつ、明智が探している怪人か？　こんなアホみたいな格好をしてる奴なんて、ほかにいないだろうし。でも別にこいつが何者かなんて興味ないし、必要以上に関わるつもりだってない。

「ああ、ここはあんたの家だったのか。それは悪かった。知らなかったんだよ」

　じゃあな、と言って灯台から出て行こうとしたんだけど。

「……そちらのお嬢さん。私と似た匂いがしますね」

「え？」

　マリーがきょとんとする。

「まあ別段、興味はありませんが。もうこの寝床も放棄するつもりなので、二度と会うことはないでしょう。ではごきげんよう」

　そう言った怪人は、さっき俺が砕いた壁の穴から飛び出していった。

　残された俺とマリーは、首をかしげるばかり。

「あいつ、何者だったんですか……？」

「たぶん探偵が追っていたコスプレ犯罪者だろうな。お前も同類って思われたみたいだぞ」

　マリーの服装を一いち瞥べつする。ゴシックなドレスにマント。確かに今のコスプレ怪人と似たような匂いがするな。いかん、ちょっと笑ってしまいそうだ。

「わ、私のこの格好はコスプレじゃありません！　由ゆい緒しよ正しい吸血鬼の……！」

「はいはい、わかったから、さっさと帰ろうぜ」

「なんでにやにやしてるんですか！」




　ゴムボートを停とめていた桟橋まで戻ってきたら。

「やあ、桐原くん」

　探偵の明智公平と、制服警官が五人くらいいた。

「なんで明智がここにいるんだ？」

　明智は桟橋に停泊させているクルーザーを親指で指し示して。

「心配して来てあげたんじゃないか。キミが女の子と二人で、こんな遅い時間にゴムボートで海に出たっていう目撃情報があったからさ」

　心配して、という言葉とは裏腹に、明智の顔には不敵な笑みが張り付いている。

「でも桐原くんも隅に置けないね。そんなにかわいい怪人さんと知り合いだったなんて。僕にも紹介してくれよ」

「え、かわいいだなんて、そんな……うふ」

　とりあえず喜んでしまうマリーに代わって、言ってやった。

「違うんだ明智。こいつは怪人なんかじゃなくて、俺の友達の」

「わかってるよ」言葉を遮られた。「僕が追っている怪人は、青白い顔の男だからね。旅館の宿泊名簿を見せてもらったんだけど、そっちの女の子はマリーさん、でいいのかな」

　……なんで名前まで調べてるんだ。妙な言い回しもしてくるし、なんか鬱うつ陶とうしいぞ。

「ところで桐原くんたちは、この島でなにをしてたんだい？」

　鬱うつ陶とうしいと思ってしまったあとは、質問すべてが事情聴取みたいに聞こえてくる。

　どうしよう。半魚人を追ってきた──なんて言えないしな。

「えっと、その……デート、だよ」

「ええっ!?　武流先輩、わ、私とデートしてるつもりだったんですか!?」

　もうお前は黙ってろ。

「ふーん。陽も暮れているのに、頼りないゴムボートで暗い海に出ることがデートなんだ」

「べ、別にいいだろ」

「明智くん。ひとまずそのへんにしておこう」

　制服警官に混じって、ひとりだけ黒いスーツを着ている女性が言った。下はスカートじゃなくてスラックス。黒い髪はセミロングに切りそろえている。その落ち着いた立ち振る舞いからして、割と上の立場にある警察官っぽい。

「ああ、名乗るのが遅れたね。私は美み波なみ署しよ刑事課の城之内理香だ。明智くんから、こんな時間にキミがマント姿の女の子と二人で海に出たって聞いて、迎えに来たんだよ。夜の海は危ないし、昼間にはサメが出たばかりなんだ。こういうデートは控えたほうがいいね」

　城之内さんはその口調も静かで落ち着いている。いかにも仕事ができる人って感じ。顔立ちはちょっと幼いけど、なんか大人っぽくてかっこいいな。しかも美人だし。

「じゃあ本島まで送ろう。私たちのクルーザーに乗りなさい」

　城之内さんがそう促してくれたのに。

「待ってください。少し不可思議です」明智が俺に向き直って、「この島は無人島って聞いてるけど、桐原くんたちのほかに誰かいたのかい？」

「え？」

「だって、ほら」

　桟橋を指差す。俺とマリーが乗ってきたゴムボートと、明智たちのクルーザー。そのほかにもう一隻、小舟がロープで結ばれている。

「あの小舟は誰のものなんだろう？」

「ああ、そういえば言うの忘れてたけど、あんたが探してるシルクハットの怪人に会ったぞ。たぶんその小舟も怪人のじゃないか？」

　明智はぎょっと目を見開いた。

「なにぃッ!?　その怪人はどこにいたぁッ!?」

「向こうにある廃はい墟きよの灯台の中だけど」

「くっ……これは一大事だ！　城之内さん、僕は奴を追いますので！」

「では捜査員たちも置いていこう。私は桐原くんたちを本島まで送ったあとに合流するよ」

　城之内さんが言い終わる前に、明智はすでに駆け出していた。

「待ってろ、怪人んんんんんんんッ！」

　元気な奴だな……。




　　　　◇




　漆黒の闇を切り裂いて、その白く輝く矢は飛んできた。

　空を飛ひ翔しよう中ちゆうだったシルクハットの怪人は、マントを翻ひるがえして矢を払う。

「逃がさないよ、怪人マッドハッター！」

　後方から飛んできた翼をもつ女子、魔法少女ファム・ファタールが高速で肉薄する。魔法の矢を射うった弓を振り上げた瞬間、それはハンマーに変化。返す手で、怪人の頭に振り下ろす。

　頭を殴られた怪人は、シルクハットを片手で押さえながら地面に向かって落下。中空で身を反転させて、重力の支配から逃れる。ピアノの鍵盤をそっと叩たたくように、つま先からふわりと大地に着地した。ダメージの残ざん滓しが一切見えない、華麗で優雅な着地だった。

「やれやれ。本当にしつこい方だ」

　魔法少女ファム・ファタールも、怪人から距離をとって着地。今度はハンマーをステッキに変化させて、まっすぐに突きつける。

「邪悪な波動を感知したの。また誰かを殺したね。それもこの近くで」

「ほほう、お見通しでしたか。さすがは世界の調停者とされる魔法少女です」

　病的に青白い顔の怪人マッドハッターは、長い牙を見せて笑った。

「いえ、殺すつもりはなかったんですよ。彼は私が鏡を与えて狂化した強盗犯でしたからね。今後も犯罪を繰り返して、マイナスエナジーを供給し続けていただきたかった。ただ運が悪いことに、彼が逃げ込んできたのは、私が寝床にしていた灯台でして」

「やっぱりあなたの巣は、このあたりにあったんだね」

「ええ。他人が勝手に家に上がり込んできたら、どうします？　当然追い出すでしょう？　まさかあんな簡単に首が折れてしまうとは思いませんでしたが。本当に残念でなりません」

　大仰に両手を広げて、首を左右に振ってみせる。

「聞くに堪たえないよ。私があの世に送ってあげるから、今まで殺した人たちに謝ってきて」

[image: ]

　魔法少女ファム・ファタールが、再びステッキを弓の形に変化させた。

　マッドハッターはそれを見ても一切動じず、

「そういえばその強盗犯を殺したあと、また別の男女二人組がやってきましてね。女子のほうは、人間とは別の異質なオーラを放っていました。あなたのお仲間ですか？」

「……なにそれ？」首をかしげる。「このあたりを管轄する魔法少女は、私だけのはずだけど」

「ふむ。ということは────おや」

　マッドハッターが視線を切って、明後日あさつての方向を見た。

　魔法少女ファム・ファタールもつられて目を向ける。驚きのあまり、つい声が漏れた。

「え？　た、武流くん!?」




　　　　◇




「こっちに来たらだめ！　いますぐ離れて！」

　いや、離れろって言われてもさ。こんな場面を見て、すぐに動けるかっての。

　城之内さんにクルーザーで本島まで送ってもらったあと、マリーと旅館に向かって歩いていたら、また例のコスプレ怪人を見てしまった。二度と会うことはないって言われた直後に、また出会ってしまった。しかも今度は、アニメに出てきそうな魔法少女のおまけつきで。

　そんな奇抜なコスプレイヤー同士が並んでいるだけでも衝撃なのに、魔法少女の格好をした女の子は、なぜか俺の名前を口にした。なんなのこれ？　一体どういう状況？

「では私は、これにて失礼しますよ」

　青白い顔の怪人がマントを翻ひるがえして────え、と、飛んだ!?

「あ、待ちなさい！」

　続いて魔法少女も。背中の翼を使って、空に逃げた怪人を追いかけていった。

「………………」

　残された俺とマリーは啞あ然ぜんとしたまま、二人が消え去った夜空の彼方かなたを見つめるばかり。

「なんだったんだ、いまの。ヒーローショーの練習……かな？」

「……最近のヒーローショーって、空も飛ぶんですか？」

「うーん。ＣＧじゃないか？」

「とりあえずＣＧって言っとけば全部解決すると思ってません？」

「割とそう思ってる」

　だってほんとに意味わかんねーんだもん。いや、現実に異能力者やサイボーグや吸血鬼がいる時点で、意味わかんないんだけどさ。しかもそれ、異世界転生者の俺が言うことじゃないんだけどさ。でもまさか、今の魔法少女が本物で、空飛ぶ怪人と夜な夜な激闘を繰り広げているなんて、さすがに信じられないっていうか、信じたくないっていうか……。

「またお会いしましたね」

　背後から声が聞こえた。振り返ると、例の怪人がそこにいた。

「あ、あれ？　お前いま、空を飛んでいったんじゃ……やっぱあれは、ＣＧ？」

「ＣＧ？」怪人は首をかしげる。「飛んでいったのは私の分身ですよ。まだ魔法少女と戦うわけにはいかないので、ひとまず彼女にはその分身を追いかけてもらいました」

　よくわからんけど、この怪人はさっきの魔法少女を遠ざけたかったらしい。

　マリーが怪人に対して身構える。

「あなたといい、あの魔法少女といい、一体何者なんですか」

「答える必要はありません。まあ彼女と私は敵対関係にある、とだけ言っておきましょう」

「それはレイヤーさんとしてのライバル関係……なわけないよな？」

「質問するのはこちらです」

　怪人は有無を言わさない口調で、俺に鋭く投げかけてきた。

「あの魔法少女はあなたを『武流くん』と呼びました。彼女のことを知っているのですか？」

「知らん。むしろこっちが聞きたいくらいだ」

　声はなんとなく、奈々子に似てるような気がしなくもないけど、あんなに綺き麗れいな長い金髪と金色の瞳をもつ知り合いなんて、まったく思い当たらない。そもそも俺、友達少ないし。

　怪人は顎に手を当てて考え込み、

「……いずれにしろ、向こうはあなたを知っている様子でした。私はなんとしても、あの魔法少女の正体を突き止めなければならないのです」

　孔く雀じやくが羽を広げるように、ゆっくりと優雅に両手を広げた。

「あなたの死体をさらせば、またなんらかの反応を見せるかもしれませんね。灯台では逃がして差し上げましたが、予定変更です。あなたにはここで────死んでいただく」

　たとえるなら爆発。怪人の全身から立ちのぼった禍まが々まがしい邪気が、爆発的に放射された。

　それは水面に広がる波紋のように、周囲の景色をぐにゃりと歪ゆがませる。重力場にまで影響を及ぼし、車道上の小石や空き缶が振動と紫電を帯びながら、びりびりと宙に浮き上がった。

「せ、先輩！」マリーが緊張の面持ちで叫んだ。「あいつ、人間じゃありませんっ！」

「もうわかっとるわ！」

「しかも私たちのような闇の眷けん属ぞくですらありません！　まったく違う概念の存在です！」

「ようするに、新キャラってわけかぁ……ッ！」

　腹立たしいけど。本当に忌いま々いましいけど。この怪人も、さっきの魔法少女も、みんな本物らしい。つまり俺はまた普通じゃない連中と出会ってしまったわけだ。くっ、今日も俺の頭上では非日常の星がギラッギラに光りまくってやがる……！

　怪人を敵と認識したマリーは、マントの裏から『聖典』を取り出した。素早くページをめくって、聖句を唱え始める。

「大天使ラドエリエルよ！　其その聖句によりて────」

　それは吸血鬼と退魔師のハーフであるマリーの聖なる法術。しかし怪人はその術が発動するよりも早く、まさに瞬まばたきの速度よりも速く、俺だけに的を絞って一直線に飛ひ翔しようしてきた。

「死ねぇぇッ！」

　いつの間にか怪人の右手には、闇のように黒い鎌が握られていて。それが俺に向かって振り下ろされていて。ここまでコンマ数秒で。

　ただそれよりも疾はやく、俺は怪人の顔面に拳をねじ込んでいた。




「ぶぎょわあああああああああッ!?」




　怪人は地面と水平に飛び、横にある公園の松林に突っ込み、ピンボールみたいに、いろんな松の木にぶつかりまくって────どさりと落ちた。

「ええー……」

　きょとんとするマリーを置いて、俺は倒れた怪人のもとに駆け足で向かう。

「き、貴様一体、な、何者、だ……」

　怪人は虫みたいな息で俺を見上げたあと、がくりと首を落として。

　消滅しちゃった。

　シルクハットを胸に抱えたマリーが追いかけてきた。俺が怪人をぶん殴ったときに脱げ落ちたやつだ。

「た、倒しちゃったんですか!?」

「えっと……たぶん」

　逃げただけかもしれないけど、とにかく奴が消えたのは事実だった。

「相手が何者かわからないうちに、やっつけちゃうなんて……」

「だ、だって仕方ないだろ。向こうは本気で俺を殺そうとしてたんだから」

「それはそうですけど……強すぎるのも問題っていうか」

　怪人のことも、あの魔法少女のことも、結局はなにもわからないままだったけど、これでいいんだ。本格的な非日常が始まる前に、さっさと終わらせることができて俺は満足だった。

「先輩」

　マリーが不安そうな瞳で、俺を見上げてきた。

「世の中には普通の人間と退魔師、そして闇の眷けん属ぞくしかいないはずですよね……？」

　雛代さんや葵の顔が脳裏をよぎったけど、もちろん俺はなにも言わなかった。







　マリーはまだなにか引っかかる部分がありそうだったけど、ひとまず気にしないことにしたらしい。

「で、なんでそのシルクハットも持ってくるんだよ」

「だってあのまま放置っていうのも、ゴミ捨てたみたいで気になるじゃないですか」

「……まさか気に入ったわけじゃないよな？」

　そんな話をしながら旅館に戻ってきた。そこは静かな日常が待っている安息の宿だ。いろんなことがあったあとだから、帰ってくるとほっとする。

　フロントを抜けてエレベーターに乗った。俺たちの部屋がある三階で降りる。

「まだ寝るには早い時間ですね。武流先輩はこれからどうするんですか？」

「えっと、なんか葵が、奈々子も入れてボドゲしようとか言ってたような……」

「ボドゲ？」マリーの目の色が変わった。「へ、へえ。でも先輩たちだけだと、雑魚ざこすぎて勝負にならないんじゃないですか？　ああいうのは強い人がいたほうが盛り上がるんですよね。ちなみに私、めっちゃ強いですけど。あと不思議なことに、私のカバンにはボドゲいっぱいありますけど。あ、別に私はやりたくないんですけどね。でも先輩たちがどうしてもって言うならちょっとくらいは考えてあげますけど」

　一緒に遊びたいんだな。

「わかってるよ。マリーに教えてもらいながら、みんなで遊ぼうぜ」

　マリーはぷいっと顔をそむけて。

「ふ、ふーん。まあそこまで言うなら、別にやってあげてもいいですよ？」

　仕方なくって感じの声色だけど、お前の顔、廊下の窓に写ってるぞ。超にやけてるぞ。

「おーい、武流っち！」

　廊下の奥から葵がやってきた。マリーの姿を見て、きょとんとする。

「なにその格好？　噂うわさの怪人のコスプレとか？」

「違います！　えっとこれは、吸血鬼の正装っていうか……えっと」

「あー、そうそう！　最近マリーはコスプレにハマってるんだよな!?」

　大声で助け舟を出してやった。葵はにんまりと笑う。

「ほほー。マリーちゃんがコスプレにねぇ。じゃあ今度、演劇部からなんか衣装借りてくるから、撮影会しようよ。マリーちゃんにメイド服とか着せちゃおっかな～」

「……先輩」

　そんな泣きそうな目でこっちを見られても。

「てか今までどこ行ってたわけ？　部屋にも戻ってないから、ちょっち心配したんだよ」

「ああ、ちょっとマリーと散歩にな」

「こんな時間に、あんまりうろうろしないほうがいいよ。さっき旅館の人たちが話してるのを聞いたんだけど、なんか近くの島で殺人事件があったらしいし」

「殺人事件だあ？」

　これまたなんで、そんな非日常なワードが。

「ロビーでくつろいでる人たちを見た？　あれ一般の宿泊客を装よそおってるけど、たぶん私服警官だよ。もしかして、この旅館の宿泊客のなかに犯人がいて、それを見張っているのかも」

「……いやなこと言うなよ」

　葵を先頭にして、女子部屋にお邪魔した。

　作りは俺の部屋と同じ。和室の真ん中に座椅子と漆うるし塗ぬりの座卓があって、障子戸の奥にはソファーとテーブルが置かれた広縁がある。でも部屋には誰もいなかった。

「雛代さんと奈々子は、どこ行ったんだ？」

「二人とも旅館の垢あかすりマッサージに行ってる」

　へえ、なんか女子してるな。

「葵先輩は行かなかったんですか？」

　マリーがそう聞くと。

「え？　はは、あたしはほら、あんまり体さわられるの好きじゃないし」

　サイボーグだもんな。

　そこでどかどかと廊下を走る靴音が聞こえてきて。

　女子部屋のドアが勢いよく開かれた。雛代さんたちが帰ってきたのかと思ったんだけど。

「勝手に失礼するよ」

　相手は明智と城之内さん、そして数人の制服警官だった。

「なんだ、明智か。俺たちになにか用でもあるのか？」

　明智は一歩前に出て、やれやれと首を振った。

「僕は最初から、キミを怪しいと思っていたんだよ、桐原くん」

「なんの話だ」

「例の写真を見せたときの反応。明らかに妙だった。まあ写真の人物はキミと仲の良いいマリーさんだったんだから、それも当然だ。でもそのときキミは、なぜか黙っていたよね」

　なんで今さら、そんな話をしてくるんだよ……。

「あれは黙っていたっていうか、友達のマリーが怪人だと疑われてることにびっくりしたっていうか……」

「あの島でも言ったけど、僕もマリーさんが本物の怪人だなんて思ってないよ。怪人の目撃情報があった場所で、あえて怪しい格好で出歩く愉快犯くらいに考えていたんだけど、僕の認識も甘かったらしい。まさか桐原くんとマリーさんが────」

　明智はそこで鬱うつ陶とうしい溜ためを作ると、




「殺人犯だったなんてね」




　びしっと指を突きつけて、確かにそう言った。

「なっ!?」「はあ!?」

　俺とマリーが素っ頓狂な声をあげた。それだけびっくりした。

　だってこいつ、俺たちを指して殺人犯だなんて言ってのけたんだから。

　葵が眉根にしわを寄せる。

「どゆこと？　武流っちとマリーちゃんが、なんかしたって言いたいわけ？」

「さっき桐原くんたちがいた無人島。あそこには廃はい墟きよの灯台があるんだけど、その二階に死体があったんだ。指名手配中の強盗犯の死体がね」

「な、なんだと……？」

　あの廃はい墟きよの灯台は、シルクハットの怪人が寝床にしていた場所だ。

　待てよ。そういえばあのとき怪人は、確かこんなことを言ってたぞ。

　──今日は来客が多い。勝手に人の寝床に上がり込むなんて、無粋とは思いませんか──

　つまり俺たちの前に、その指名手配中の強盗犯とやらが、運悪くも怪人がいる灯台に逃げ込んだんじゃないか？　無人島の灯台なら、身を隠す場所にうってつけだと思って。

　そして怪人と出会って、殺されてしまった……あの怪人ならやりかねない。現に俺も殺されそうになったんだから。

「私たちは人殺しなんてしてません！」マリーが言った。「確かに灯台には入りましたけど、でも二階には行ってないんです！　だからそんな死体があったことさえ知らなかったんです！」

「へえ。じゃあ誰があの強盗犯を殺したって言うんだい？」

「例の怪人だよ！」

　真っ向から言い返してやった。

「あいつは灯台を寝床にしてるって言ってた！　だからそこに逃げ込んだ強盗犯は、その怪人に殺されてしまったんだよ！」

　城之内さんが訝いぶかしげな目を向けてきた。

「……それは本当なのかい？」

「本当だって！　俺たちは殺人なんてやってねーよ！」

「噓うそが下手すぎて、眠たくなってきたよ」

　明智はわざとらしく、あくびをかみ殺した。

「なにが噓うそだって言うんだ！　実際俺たちは……！」

「キミはこの僕、高校生探偵、明智公平の推理力を侮あなどっている」

　人差し指でこめかみをとんとん叩たたいて続ける。

「まず殺された強盗犯の死体だけど、まだ体温が残っていた。つまり殺された直後ということが窺うかがえる。そしてあの無人島は、切り立った崖に囲まれている。上陸できるのは、一箇所しかない桟橋だけなんだ。僕たちがそこで会ったときのことは覚えてるかな？　桟橋には僕たちのクルーザーと桐原くんたちのゴムボート、そして小舟が一隻あるだけだった」

「ああ。それがどうした」

「桟橋で桐原くんは、島に怪人がいたって教えてくれたよね。だから僕は、嬉き々きとして島中を探し回った。捜査員たちと隅々までね。でも怪人どころか、人っ子一人見つからなかった」

「なっ……！」

「僕たちが無人島の捜索を終えたあとも、まだ小舟は桟橋に残されたままだった。つまりあの小舟は、殺された強盗犯のものと見て間違いない。そしてキミたちのゴムボートは空気を抜いてクルーザーに積んだはず。さて、ここで問題だよ。もし本当にあの無人島に怪人がいたとすれば、その怪人はどうやって逃げたのかな？」

　空を飛んで逃げたんだよ。

「僕たちが無人島に着く前に、脱出したということもありえない。僕たちは桐原くんとマリーさんが海に出たから、それを追って無人島に向かったんだ。その途中で、船舶の類や泳いでいる人間とは、一切すれ違うことがなかった。わかるかい桐原くん？　実際に怪人がいたとしても、あの島から脱出することは不可能なんだよ。空でも飛ばない限りね！」

　だからあいつは飛べるんだってば。

　でもそんなこと言っても、さすがに信じないだろうし……。

　するとマリーが。

「あいつなら空を飛んで逃げたはずですよ。さっき飛ぶところを見ましたもん」

　あっさりと事実を述べた。

　明智は満足そうに何度も頷うなずいて、

「なるほど、なるほど。じゃあ犯人はやっぱり、神出鬼没で正体不明の怪人ってわけか。それはとても不可思議だ────って、そんなわけあるかぁッ！」

　いきなりブチギレた。

「明智くん。落ち着きなさい」

「あ、ああ、すいません」

　城之内さんにたしなめられた明智は、咳せき払ばらいをして仕切り直した。

「本当に空飛ぶ怪人の仕業だったら面白いけどね。でも無理なんだ。殺害現場の状況と、僕の卓越した推理力が、キミたちの仕業だって言っている。そんなの、あまりにも普通すぎるじゃないか！　ああ、不可思議のない世界はなんてつまらない！　できれば噓うそと言ってくれ！」

　……ほんとうざいな、こいつ。

「だから怪人はいたんですよ。これがその証拠です」

　マリーが胸に抱いていたシルクハットを明智に突きつけた。

「それは？」

「怪人がかぶっていたシルクハットです。この旅館の近くで会ったときに、落としたんです」

「へえ……じゃあその怪人はどこに行ったんだい？」

「武流先輩がぶん殴って、消えちゃいました」

　あ、そこまで言っちゃうの？

　明智は────哄こう笑しようした。

「あっはっは！　怪人は空を飛ぶだけじゃなくて、消えるのかい!?　そんな不可思議、僕の前では今まで一度も起きたことがないけどねぇ!?　ずいぶん都合のいい不可思議だねぇ!?」

　明智が羨ましいよ。こっちは望んでもないのに、周りは不可思議だらけなんだから。

「ううう～、先輩！　この人、まったく信じてませんよ!?」

　そうだ、吞のん気きに構えている場合じゃない。明智に怪人がいたっていう証拠を見せなければ、俺たちが殺人犯として捕まってしまうんだ。

　さて、ここで問題です。俺たちが平穏な日常を送るためには、どうすればいいでしょうか？

１、とにかく俺たちは犯人じゃねえ！　法廷で争ってやる！　→　逮捕。

２、空を飛べる奴はいるんだよ！　俺の飛ひ翔しよう魔ま法ほうを見ろ！　→　逮捕。

３、テメェはうざすぎるから、爆裂魔法で粉々にしてやる！　→　逮捕。

　え、これ詰んでない？

「やれやれ。また僕のせいで、超常現象をひとつ潰してしまったかな。さあ桐原くんにマリーさん。ひとまず一緒に警察署まで行こうか」

　明智が言ったのを合図に、城之内さんが近づいてきた。

「ちょっとちょっと！　武流っちたちが人殺しなんてするわけないし！」

　葵が食い下がっても、

「だから詳しく話を聞くために、署まで同行をお願いするんだよ」

　城之内さんにぴしゃりと切り捨てられる。絶体絶命と思ったそのとき。

「待ってください」

　静かに言ったマリーが、座卓の上に腰を下ろした。両足を組んで、右手の指先を自分の額にそっと当てる。それはあのミステリー小説『ぶっ壊れシリーズ』の探偵が真相を暴あばく際の決めポーズで────。

「あなたはこの名探偵、マリー＝ルイゼ（以下略）を犯人だと断言しましたね」

「なに？　僕を差し置いて、キミも名探偵だって？」

「質問しているのは私です」

　……なにこの展開？　とりあえずマリーは、小説の探偵になりきっているらしい。

「明智さんにお尋ねします。私と武流氏が犯人だという証拠はおありなのですか？」

「物的証拠はないよ。でもあの島で犯行を行おこなえるのは、キミたちだけだったからね」

「つまり状況証拠のみだと。ずいぶん弱い論拠ですね」

「弱いけど強い論拠だよ。僕たちが発見した死体は、殺された直後だった。そしてあの島にはキミたち以外誰もいなかった。別の犯人がいると言うなら、その人物はどうやって島から脱出したのか。それを示せない限り」

「だから真犯人は空を飛んで逃げたんですよ。証拠はここにあります」

　マリーはポケットから取り出したスマホを、こつこつと叩たたいた。

　こいつ、一体どうする気だ……？　まさか怪人が空を飛んだ瞬間を撮影した、なんてことはないだろうし……。

「ほほう、証拠!?　ぜひ見せてくれないか。そんな不可思議が本当にあるならね！」

　勝ち誇った笑みを浮かべる明智の前で、マリーはスマホになんらかの画像を表示させた。

　俺も明智と一緒にそれを覗のぞき込こむ。

「え、いや、これって……」




　ただ画像検索の結果画面を表示させただけ。

　ジェットパックで空を飛んでいる人たちの写真が、ずらりと並んでいた。




「これを使えば、誰だって空を飛べます。つまり私と武流氏以外の人物でも、犯行は可能というわけです。いかがでしょうか、高校生探偵さん？」

　確かにこれは、『ぶっ壊れシリーズ』のトリックにも使われてたやつだけど……。

「わっはっは！　なんだいこれ!?　さすがにこんなトリックは無理があるっていうか！」

　ほら、明智は馬鹿にしまくってる。いくらなんでも、こんなのが通用するわけない。

　すると一緒にスマホを覗のぞき込こんでいた葵が言った。

「あー、ヴァルター機関ね。いや、別の小型エンジンかな。うん、これを使う犯罪者は確かに実在するよ」

「は、はあ？　そんな不可思議な犯罪者がいるわけ……」

「いるよ。警察の上層部に問い合わせてみて。ＳＦＣって名前を出したらわかるから」

　葵が所属する秘匿の国家機関ＳＦＣでは、そんな犯罪者と戦ったりもするのか。

　でもそういうことなら、話は早い。

「なんでスーファミの話が出てくるんだよ!?　こんなわけのわからん機械を使う犯人なんて、さすがに不可思議すぎるっていうか……」

　明智が慌てふためくなか。

「諦めんじゃねえッ！」大声で怒鳴ってやった。「お前はその不可思議な事件を追い求める探偵なんだろ!?　相手は神出鬼没、正体不明の怪人だぞ!?　わけのわからん機械を使うなんて、怪人の専売特許だろうが！」

「し、しかしだね桐原くん。こんな大掛かりな機械を使う奴より、キミたちが犯人だって考えたほうがはるかに合理的で……！」

「怪人に合理的な理屈があるわけねーだろ！　お前も探偵ならもっと柔軟に考えやがれ！」

　いや、わかってるんだよ。今の俺がめちゃくちゃ言ってるってことくらい。

　でも怪人は不思議な力で空を飛ぶなんて言ったところで、さすがに信じないだろうし、だったらこういうトリック路線で強引に攻めるしかないじゃん。

「あの島には怪人がいた！　そして強盗犯を殺したあと飛んで逃げた！　これが真実だ！」

「くっ、た、確かに怪人はマントで身を覆っているから、背中にジェットパックを背負っていても目立たない……し、しかしそんなもので海を渡っている奴がいたら、クルーザーで無人島に向かっていた僕たちが気づかないわけが……」

「お前たちは本島から無人島まで、最短距離で向かってたんだろ！　空を飛ぶ怪人なら、どんなルートだろうと自由に飛んでいけるんだぞ!?」

「そ、それもそうだ……むしろ誰にも見つからないように、大きく迂う回かいするのが合理的だ」

　明智は陥落寸前になっている。

「そうだ明智！　不可思議を諦めるな！」

　指先をびしっと突きつけて。

「奴は空を飛べるんだ！　その正体が〝背中のジ飛ェットパ翔ックを使魔って飛ぶ法〟だ！」

　俺が放った弾丸のような言葉は、明智の脳細胞に鋭く突き刺さる。明智が憧れる不可思議とやらを激しく揺さぶる。だからその探偵は、大きくよろめいた。

「じゃ、じゃあキミが怪人を殴り飛ばしたあと、その怪人が消えたっていう状況は……？」

「わかりきったこと！　〝夜の景色に溶け透明込む光学迷化の彩を使用した魔法〟ってことだろ！」

　ぐらり。

　倒れそうになった明智は、「不可思議……」とつぶやいて、横の柱に手をついた。

　そして、うろたえている制服警官たちに向かって怒号を飛ばす。

「その時間に例の島付近を航行していたすべての船舶に連絡して、記録用の船載カメラの映像を全部チェック！　空を飛んでいる奴がいないか、隅々まで調べてください！」

「は、はい！」

　明智と城之内さんを残して、制服警官はみんな部屋から飛び出していった。

　まだ小説の探偵になりきっているマリーが、不敵に笑う。

「どうやらあなたの言う『弱いけど強い論拠』とやらは、覆くつがえりそうですね」

「いや、まだだ……」明智は真っ向からマリーを見つめた。「確かに不可思議な怪人は、実在するのかもって思えてきた。でも僕はこれまで、一見超常現象に見える難事件をいくつも解決してきた探偵なんだよ。確固たる証拠をこの目で見ない限り、まだ桐原くんたちの犯人説を覆くつがえすことは……できない……っ！」

　まあ、それも当然の話だ。今のところ俺たちは、ほかの奴でも犯行は可能だって言ってるだけ。いくら強引なトリックを突きつけたところで、証拠がない限りただの暴論でしか──。

「大変だよ！」

　部屋に奈々子が駆け込んできた。そして矢継ぎ早に告げる。

「向こうの窓の外に、シルクハットの怪人がいたの！」

「なっ……なんだと!?　ど、どこだ、その不可思議の権ごん化げは!?」

「ちょ、それまじで言ってんの、奈々子ちゃん!?」

　手招きする奈々子に続いて、まずは明智と葵と城之内さんが部屋から飛び出す。

「それ、本物なんでしょうか……？」

「わからん。とにかく俺たちも行くぞ！」

　最後に俺とマリーも部屋を出た。




「ほら、あそこ！」

　奈々子が廊下の窓の下を指差した。ちょうど旅館の玄関前にあたる位置に。

　シルクハットにマントの怪人が、こちらを見上げて立っていた。

「ほ、本当にいた……!?」

　明智も葵も啞あ然ぜんとして、その黒い装よそおいの怪人を見つめている。

　……怪人って、あんな顔だったっけ？

　もっと病的に青白い顔だったような。あそこにいる怪人の顔も白いんだけど、なんか人工的な白さっていうか。顔に白粉おしろいを塗っただけの能面みたいな感じがする。

　待てよ。ひょっとしてあれ、この場にいない雛代さんが俺たちを助けるために変装してるんじゃないか？　うん、きっとそうだ。だったら俺も乗っかるしかない！

「見ろ、明智！　怪人は本当にいただろ!?」

「し、しかし、あれは本物なのか？　マリーさんが持っているシルクハットも、奴はしっかりかぶってるじゃないか……！」

「馬鹿野郎。まだそんなこと言ってるのか。相手は怪人だぜ？」

「ど、どういうことだい？」

「〝ドンキで複新しいシル製クハットを魔買ってきた法〟に決まってるだろ」

「そ、そういうことか……！」明智は一度納得したが、「い、いや、しかし奴が空を飛ぶっていう証拠を見るまでは……！」

　地面に立っていた怪人が、大きく飛び上がった。そして俺たちが見守る三階の窓にぴたりと張り付く。

「と、飛んだ!?」

　怪人は窓ガラスに一枚の紙を貼り付けた。新聞の切り抜き文字で、こう書かれていた。




『さらばだ、明智くん。また会おう』




「怪人んんんんんんんんんんんんんッ！」

　怒っているような、でもどこか喜んでいるような絶叫をあげる明智。

　そしてその怪人は、夜闇の向こうに飛び去っていった。

「空飛ぶ怪人は確かにいた……しかも奴はこの名探偵、明智公平に挑戦状まで叩たたきつけていった……！　おのれ怪人め！　貴様のような不可思議は、この僕が必ず捕まえてやるからな！」

　明智はやたらと元気に走り去っていった。

　えっと、これってつまり、俺たちは無罪放免ってことか……？

　マリーは右手の指先を額に軽く当てて、ため息混じりに言った。




「やれやれ。しょせん高校生探偵あいつでは、この〝夜を統べる探偵私〟の敵になりませんでしたね」

　それ俺が言いたかったやつなんだけど……まあいいか。




　　　　◇




　あのあとすぐ、城之内さんのところに連絡があった。漁船の船載カメラの記録映像で、無人島から飛び出した黒い影が確認できたらしい。かなり小さくてジェットパックまでは確認できなかったけど、映っていたのは間違いなく人だったそうだ。

　城之内さんは言ってくれた。物的証拠はないし、怪しい人物の映像まで出てきたんだから、俺たちにかけていた嫌疑は取り下げるって。一応「そんなあっさりでいいんですか」って聞いてみた。そしたら城之内さんは「そもそも私は、最初からキミたちが犯人だとは思っていなかった」だってさ。それを聞いて本当に安心した。

　あと雛代さんにも感謝しなきゃな。明智の前で怪人のコスプレ姿を披露してくれたうえに、引力を操る『黄金妃の誘引クレオパトラ』の能力を使って、空を飛ぶ演出までしてくれたんだから。

　だから俺は、警察がみんな帰ったあと、雛代さんにお礼を言ったんだ。

「ありがとう雛代さん。おかげで助かったよ」

　でも────。

「なんの話？」

　雛代さんは要領を得ないって顔をするばかりなんだ。

「いやほら。さっき怪人の変装をしてくれただろ。顔に白粉おしろいまで塗っちゃってさ」

「だからなんの話よ。私ずっと、垢あかすりマッサージをしてもらってたんだけど」

「…………え？」

「だいたいお風呂に入ったあとで、白粉おしろいなんて塗るわけないじゃない。美容に悪いし」

　え、まじで言ってる？　じゃあ、あの明らかに偽にせ物ものだった怪人は、一体誰だったんだ……？




　　　　◇




　誰にも見つからないように旅館を出て、裏手に回って。

　奈々子は茂みに隠れていた『偽にせ物ものの怪人』に話しかけた。

「ありがとう。もう警察の人は行っちゃったし、疑いも晴れたみたいだから大丈夫だよ」

　偽にせ物ものの怪人は辺りを見渡したあと、茂みから出る。

「……ひどいよ奈々子ちゃん。私にこんな真ま似ねさせるなんて。私の変身能力って、魔法少女の代役をするとき以外に使っちゃいけないんだよ」

「だ、だって武流くんたちが犯人にされちゃうところだったしさ。悪いとは思ってるんだよ」

　奈々子はコットンを使って、偽にせ物ものの怪人に塗っていた白粉おしろいを丁寧に拭き落としていく。

　その下から見えた素顔は────奈々子と同じ顔だった。

　奈々子の顔をした偽にせ物ものの怪人は、不満げに言う。

「じゃあもう変身、解くからね？」

　その全身がまばゆい光に包まれる。それは徐々に収束していき─────白い毛並みをもつウサギのような小動物に変化した。身につけていたマントやシルクハットが、どさりと落ちる。

「ほらおいで、ソルちゃん」

　奈々子が両手を伸ばす。ソルちゃんと呼ばれたウサギのような小動物は、ぴょこんと飛びあがって、奈々子の胸に収まった。

　正式名称はソルフェージュ。魔法少女ファム・ファタールの活動を補佐するために光の国から派遣された、サポートコンパニオンである。魔法少女は長期間日常生活を離れることが多いため、その姿に変身して代役を務めたりするのだ。

「うう、まだ顔がかゆいよ。あんなにたっぷり白粉おしろいを塗るんだから」

　人語を話す小動物のソルフェージュは、前足で器用に顔を搔かいた。

「だいたい、このマントとかシルクハットは、どこで調達してきたの？」

「もちろん近くの量販店までひとっ飛びで」

　びゅーんと言いながら、人差し指で夜空をなぞる奈々子。ソルフェージュがため息をつく。

「魔法少女の力を買い物に使うなんて……光の女王様に怒られても知らないからね」

「もうしないってば。そんなに睨にらまないでよ」

　ふん、とそっぽを向いたソルフェージュは、呆あきれた口調で、

「で、今日はこれからどうするの？」

　奈々子は少し考えたあと。

「怪人の動向も気になるけど……せっかくの機会だし、少しくらいは武流くんたちと遊んでもバチは当たらないよね。だって私、もう何週間も会ってないんだしさ」




　朝倉奈々子こと、魔法少女ファム・ファタールは、世界の調停者である。

　その敵は怪人だけに留まらない。世界のバランスを崩しかねない『超人レイダー』すべてが、彼女の殲せん滅めつ対象となる。たとえば人語も話せない異形の怪物。たとえば不思議な力をもつ人間。これまでもいろんな超人レイダーたちを抹消して、地球のバランスを保ってきた。それが魔法少女の使命であり、奈々子の悲願でもあった。

　さまざまな超人レイダーたちと日夜戦い続ける奈々子は、久々に。わずか数時間だけ。普通の日常を楽しむことにした。

　……私だって、たまには普通の男の子と一緒にいたいもん。




　奈々子はまだ知らないのだ。その武流も普通の少年ではなく、超人レイダーだということを。
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　……なるほど。それはいい情報を得ました。

　本当に感謝しますよ。魔法少女ファム・ファタールの正体を摑つかむことは、我々の計画に必要不可欠でしたからね。あなたと友人になれて、本当によかった。

　お礼というわけではありませんが、こちらもあなたが探していた男を見つけましたよ。名前は確か……「武たけ流る」と呼ばれていましたね。ええ、ヤクザの事務所をひとりで潰したのは、彼で間違いないでしょう。

　根拠、ですか？

　その武流という少年が、私の分身を倒したからですよ。もちろん十分の一程度の力しか与えていませんでしたが、それでも彼は私の分身を倒したのです。しかも、たった一撃でね。

　あれは明らかに普通の人間ではない。魔法少女でもない人間に一発入れられたのは、あなたを含めて二人目ですよ。

　ふふ、あなたも普通の人間ではありませんでしたね。

　異能力者、とか言うんでしたっけ？

　まあ私のような別次元の生命体もいるのです。別に驚きはしませんが。どうもこの世界には我々や魔法少女のほかにも、妙な連中がたくさんいるようですね。武流という少年も、あなたのような異能力者とは違うなにかを感じました。

　ほら、ますます興味が出てきたでしょう？

　こちらもマイナスエナジーが順調に溜たまりつつあります。我らの王の復活は目前。もう少しで、あなたが望む面白い世界を見せてあげられますよ。難問だった魔法少女ファム・ファタールの正体も、あなたのおかげでようやく目星がついたことですしね。

　ですが、本当にいいのですか。あなたは異能力者とはいえ、一応人間でしょう。我らの王が復活すれば、人間の世界は滅んでしまうのですよ？

　……ははは、面白ければ構わない、と。

　その想おもいは子供のように純じゆん真しん無む垢くで、迷いや噓うそ、偽りなどの混じりっ気が一切ない。

　ゆえに『新雪バージンスノウ』と呼ばれているのですか？
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　明あけ智ちの騒動のあと、女子部屋で少しだけボドゲをしてから、みんなで奈な々な子こをバス停まで送った。

「わざわざ送ってくれてありがとう。今日はほんとに楽しかった！」

「おう、気をつけて帰れよ」

　バスが走り去ったあと、俺たちも旅館に向かって歩き出す。

「ボードゲームって初めてやったけど、意外と面白かったわね」

　雛ひな代しろさんが伸びをしながら言った。マリーが口元に手を当てる。

「ぷくく。紗さ姫き先輩は弱すぎましたけどね。いや、違うか。私が強すぎるだけか」

「……あんたも友達いなかったくせに、なんでそんなに強いのよ」

「説明書を読んでイメージトレーニングするのが、私の遊びだったんです」

　悲しい遊びだな。まあ俺も格ゲーのＣＰＵ相手に、「うわ、今日のお前、めっちゃ強いな！」とか友達みたいに接して遊んでたけどさ。

「旅館に帰ったらもう一戦しますか？　どうせ私が勝つんでしょうけど」

「ふふっ、上等よ。ねえ、葵あおい？」

　雛代さんが葵に目を向けた。そんな葵は。

「え、な、なにが？」

　やけにおどおどしていた。しかもさっきから俺のＴシャツの裾をずっと摑つかんでて離さない。

「……さっきからあんた、なんか怖がってない？」

「こ、怖がってないし！」食い気味で反論した。「た、ただ旅館までの近道だからって、わざわざこんな暗い松林を通る必要なくねって思ってただけだし！」

　確かにこの松林は街灯の明かりも届かないから、ほぼ真っ暗闇。しかも歩いているのは俺たちだけなんで、しんと静まり返っている。まるで幽霊でも出てきそうな雰囲気で……。

　あ、もしかして、こいつ。

　雛代さんも俺と同じ考えに至ったらしい。

「まさかあんた、幽霊が出てきたらどうしよう、とか思ってる？」

「は、はあ？　ゆゆ、幽霊なんているわけないし！　あんなのただの錯覚、シミュラクラ現象か、パレイドリア効果で説明つくし！」

　確実に怖がってるな。人一倍科学に精通してるサイボーグのくせに。そういやこの間、山で遭難したときも似た感じだったような……。

「ぷくくーっ！　うける～っ！」

　マリーが手を叩たたいて大笑いした。

「あの葵先輩が、まさか幽霊を怖がってるなんて！　私は全然平気なのに！　むしろ暗闇のほうが落ち着くくらいなのに！　ぷけらぷけら！」

　そりゃお前は吸血鬼だもんな。

「だ、だから怖がってなんかないし！」

「……これは友達から聞いた話なんですけどね」

　急にマリーは声のトーンを落として、真剣な表情で語り出した。

「昔、若い女がそこの海で入じゆ水すい自殺をしたんですって。それ以来、夜にこの松林を歩いていると、その入じゆ水すい自殺した女の霊が……」

「あー、聞こえなーい。あー、あーっ！」

「その霊はまず、そうやって耳を塞いでいる人にとり憑つくんですよ。ほら、葵先輩の耳、水がごぽりって入ってきてませんか……？　ごぽりって……」

「ないない！　てかそれ、まじの話!?」

「そもそも友達から聞いたって時点で噓うそ」

　俺がそう教えてやったとき。

　真っ暗な松林の上のほうで────なにかがきらりと光った。

　その謎の発光体は、深緑の葉の間を斜めに落下していき。

　少し離れたところに、どすんって落ちた。

「ひ、人ひと魂だま……!?」葵がパニックを起こした。「人ひと魂だまだ！　幽霊だぁっ！　あぎゃあああ！」

「落ち着けって。人ひと魂だまなんて本当にあるか知らんけど、今のはもっと重量感があっただろ」

「いいえ、ちゃんと質量のある幽霊の話だってあるんですよ。たとえば夜な夜な……」

「もうやめてやれ」

「とりあえず、今の光が落ちた場所に行ってみない？」

　雛代さんの提案で、俺たちはそっちに向かった。




　五十メートルも離れていない場所に、ちょっとしたクレーターができていた。

　クレーターの中心には謎の物体が鎮座している。つやつやと光沢がある黒い球だ。見た目といい、サイズといい、まるでボーリングの球みたいだな。

「あれって隕いん石せき……？」

　雛代さんのつぶやきに、俺の背中に隠れたままの葵が反応する。

「あ、あのサイズの隕いん石せきが落ちてきたら、もっと大きな被害が出るはずだし……」

「じゃあ、あれはなんだよ？」

「だ、だから人ひと魂だま……？」

　そんなわけないだろ、と言って俺はクレーターの中心にある謎の球体を拾った。重さまでボーリングの球だ。実際に、どこかのバカがぶん投げたボーリングの球……だったりして。

「こんな時間に、なにをしてるんだい？」

　ふいに声をかけられた。葵が「ひっ!?」と小さく悲鳴をあげる。

　振り返ると、刑事の城じよう之の内うち理り香かさんがこっちに歩いてくるところだった。

「友達をバス停まで送った帰りなんです。城之内さんは見回りですか？」

「ああ。明智くんが、まだこのあたりに例の怪人がいるかもしれないってうるさくてね。ところで、その球体はなんだい？　見た感じ、ボーリングの球みたいだけど」

「えっと、なんか光りながら、空から降ってきたんですよ」

「ほう……隕いん石せきの類かな？　少し見せてくれないかな」

　手を差し出されたんで、城之内さんにその球体を渡す。

「……いや、ただの隕いん石せきにしては、表面が研磨されすぎている。それにずっしりした重量もあるね。なんだろう、これは。じつに興味深い……」

　まじまじと眺めていた城之内さんは、やがて俺たちに向き直った。

「これは私が預かってもいいかな。責任をもって、然しかるべき研究機関に持って行こう」

　別に断る理由もないんで、城之内さんに球体を渡した。




　　　　◇




「うりゃ～～～っ」

　美み山やま樹ぎ葵は旅館の露ろ天てん風ぶ呂ろで、後ろから紗姫に抱きついた。

「ちょ、ちょっと、やめなさいよ葵！」

「いいじゃん、いいじゃん。紗姫ちんは美乳だねぇ。やらかーい」

「まったく。女子同士で胸さわって、なにが楽しいんですかね」

「だって、ぺったんこのマリーちゃんをさわっても楽しくないからさ」

「ブチ殺すぞくそがああああああ!?」

　旅行二日目。葵は朝食の前に、紗姫とマリーを誘って朝風呂に入っていた。

　女子同士で騒ぎながら入浴するなんて一体何年ぶりだろう。少なくとも自分がサイボーグに改造されてからは、初めてのことだった。

　葵にとって、今回の旅行はあまりにも楽しくて。

「ふんふふーん♪」

　お風呂上がりの脱衣所でも、つい鼻歌を口ずさんでしまうほどだった。

「……ひとりだけ、ごきげんですね」

「……ほんとよ。こっちの身にもなってほしいわ」

　バスタオルで体を拭いているマリーと紗姫が、恨みがましく睨にらんでくる。

「だってみんなといると、楽しいんだもん。にゃはは」

「あ」

　紗姫が脱衣所で体重計を見つけた。下着だけを身につけて、おそるおそるそれに乗る。

「ふ、増えてる……」

「どれどれ」マリーが遠慮なく数値を覗のぞき込こんだ。「別にこれくらい、いいじゃないですか」

「くふふ。あたしがいっぱい胸揉もんであげたから、大きくなったのかもねぇ」

　体重計から降りた紗姫は、葵にじっとりとした視線を向けた。

「葵。あんたも乗りなさい」

「え、い、いや、あたしはいいよ」

　マリーもそれに便乗する。

「葵先輩。誰のおかげで、この旅行が実現したんでしたっけ？」

「うっ、それは……マリーちゃんが旅館の宿泊券を当てたから……」

「ですよね。つまり私は、今回の旅行の王というわけです。王の命令は絶対なんですよ。そのでっかい胸がどれだけ体重に影響するのか、見てやります」

　葵はさっと青ざめた。

　だめ。体重計はだめ。

　なにしろ自分の体には、いろんな機械が埋め込まれているのだ。だから女子の平均をオーバーして、七十キロを超える体重がある。女子として、そんな数字は見せられない。

「無理無理！　体重計だけは、ほんと勘弁して！」

「だめです。さあ、潔いさぎよく真実の秤はかりに乗ってください」

「あれだけ私たちの胸を揉もんでおいて、断れると思ってるの？　ほら覚悟しなさい」

「やめてえええええええええ！」

　葵は紗姫とマリーに、ぐいぐいと引っ張られていく。

　ちょうどそこで、女性の従業員が脱衣所に入ってきた。

「あの、お客様。さきほどこちらの化粧ポーチを落とされませんでしたか？」

　女性従業員が葵にポーチを差し出す。それによって地獄への連行も中断された。

「あ、これあたしのだ。ありがとう」

　そして素早く衣服を身につけると、

「はは、あたしってよく物落としちゃうんだよねー。じゃあ二人とも、先行ってるから！」

　脱衣所を飛び出して行った。

「あ、ずるいですよ、葵先輩！」




　葵は逃げるように廊下を走って。角を曲がって。無人のリネン室に飛び込んだ。

「ふう、危ない危ない。紗姫ちんたちに、くそデブって思われるところだったよ」

　女性従業員から受け取った化粧ポーチを開く。

　それは葵が落としたものではない。そして今の女性も、ただの従業員ではない。旅館の従業員に扮ふんしたＳＦＣのエージェントと見て間違いないだろう。

　その証拠に、ポーチの中には化粧道具なんてひとつも入っていなかった。入っていたのは、複数の変装用マスクと、ＡＲグラス。ようはこれからまた、任務に駆り出されるわけだ。

「こっちは休暇中なのに、お構いなしってわけね」

　文句を垂れながらＡＲグラスを装着する。そこから伸びていたイヤホンを自分の耳に、接続コードをスマートフォンに差し込んだ。

　それだけで自動的に、葵のスマートフォンがＳＦＣ本部のボスに繫つながる。

『おはよう、ネオンくん。休暇は楽しんでいるかね』

　イヤホンからボスの声が聞こえてくる。それと同時に、ＡＲグラスにはプレジデントチェアに座ったボスの姿が投影された。

「ええ、おかげさまで。ボスも適度に休暇をとったほうがよろしいかと」

　葵は型式番号ＣＢＡ─07、コードネーム『ネオン』の口調で応対した。

『相変わらずの皮肉屋だな。申し訳ないが、新しいミッションだ。準備はいいか？』

「こっちの都合なんて関係ないでしょう。わざわざ伝言係までよこしてきたんですから」

『それだけキミの実力を買っているということだよ』

　ＡＲグラスに映るボスの姿が縮小して、どこかの施設の画像が大きく表示された。

『これは民間企業の如月きさらぎグループが所有する、如月きさらぎ海洋生物研究所だ』

「如月きさらぎグループ……確か真珠の生産や加工、販売を業務の中心とする傍かたわら、海洋生物の研究もしている企業ですね」

『そうだ。だがこの研究所は、以前から黒い噂うわさがあってね。本当に海洋生物の研究をしているのか疑わしいのだよ。ここに潜入して研究内容を探ることが、今回のキミの任務だ』

「具体的にどう疑わしいのですか？」

『たとえば昨晩のことだが、この研究所の職員たちが浜辺でなんらかの物体を回収した。ちょうどキミが今いる海の近くだ』

　浜辺で回収した物体って、もしかして……？

　葵は念のため、確認した。

「ボス、ひとつ報告があります。私は昨晩、海辺の松林でボーリングの球のような物体を発見しました。ちょうど現場に居合わせた美み波なみ署しよの刑事に預けたのですが」

『なるほど。それの可能性は高いな。如月きさらぎ海洋生物研究所が回収した物体も、やはり球状だったと聞く。その刑事が研究所に連絡を入れたのかもしれない』

　城之内刑事は然しかるべき研究機関に渡すと言っていたので、おそらく間違いないだろう。

『いずれにしろ、同研究所は物々しい護送車を出動させてまで、その球状の物体を回収した。そしてここからが驚きなのだがね。その護送車が海沿いの道を走っていたとき、突如、護送車の屋根を突き破って、球状の物体がどこかに飛んでいったそうだ。ちょうど近海で漁をしていた漁船が、それを確認している』

「球状の物体が……飛んだ？」

『そう、飛んだのだ。まるで意思をもった生物のようにな。そして如月きさらぎ海洋生物研究所は、護送中にそんな怪しい物体を遺失したにもかかわらず、なんの届け出も出していない。後ろめたい思惑があると見て、間違いないだろう』

　ＡＲグラスに投影されていた研究所の画像が消えて、またボスが大きく表示された。

『今回のキミの任務はその研究所を探ることだが、可能なら、飛び去って消えたその謎の物体の回収も頼みたい』

「わかりました。この付属のマスクは、研究所職員になりきるためのマスクですね」

　化粧ポーチの中から取り出した数枚のマスクを眺めた。

『ああ。研究所への潜入は、多くの職員が帰宅する日没後に合わせたほうがいいだろう』

「そうさせてもらいます。なにしろこっちは休暇中ですので」

　ＳＦＣのエージェントである以上、任務が最優先なのは重々承知だが、文芸部の面々と遊ぶ時間も大切にしたい。

『ところでネオンくん。これは余談なのだが』

　ボスはプレジデントデスクに肘をつきなおして言った。

『過去のキミの実務記録を拝見したところ、休暇申請は今回が初のようだ。友人でもできたのかね？』

「はい。おかげで私生活も充実しております」

『それは結構なことだが、ＳＦＣの上層部には、キミのミッションに支障が出ていると言う者もいてね。たとえば先日、武器密売組織のフィクサーを捕らえてもらったが、捕まえるまでに少し時間がかかっているね』

「そうでしょうか？　私はいつも通りだと考えますが」

『以前のキミなら、もっと素早く任務を達成できていたと言われているんだよ。ほかにも最近は着任がやや遅れ気味だという意見もある』

「それは──」

　ない、とは断言できなかった。ＳＦＣのミッションは今日のように、いつも急なタイミングで言い渡される。たとえば家でくつろいでいるとき。たとえば学校で授業を受けているとき。たとえば────武たけ流るたちと遊んでいるとき。

　もちろん連絡があればすぐに出動するが、文芸部の面々と一緒にいるときは、行動がわずかに遅れているのかもしれない。彼らと過ごす時間は、本当に、とても楽しいものだから。

　素直に謝ろうとした葵だが。

『じつはキミを転居させようという話もあがっている』

「えっ……？」

　ボスのそのひと言は、葵の背筋に氷柱を押し当てるようなものだった。

『友人知人がいない地区に異動させたら、ミッションに集中できるだろうと考える連中もいてね。もちろんキミは、ＳＦＣのエージェントである前に学生だ。私としては、友人と引き離すような真ま似ねなどしたくはない。しかし、キミの任務達成率が下降気味なのは事実で』

「わかりました」葵はボスの言葉を端的に打ち切った。「私が今まで以上に任務を完璧にこなせば、とくに問題はありませんよね」

『……そうしてくれると助かる。現状のままでは、私も上層部を抑えきれんからな』

「いつもお気遣いいただき、ありがとうございます。ではこれより、任務に入りますので」

　ボスは『健闘を祈る』と言って、通話を終了した。ＡＲグラスの映像もぷつりと消える。

　それを化粧ポーチに戻した葵は、大きく息を吐いた。

「転居なんて、絶対やだよ……」

　せっかく武流たちと友達になれたのに、ここで離れ離れになるなんて、絶対にごめんだ。

　武流は今までひとりぼっちで淡々と任務をこなしてきた葵に、手を差し伸べてくれた。自分が醜いサイボーグだと露見した今でも、普通の女子高生として接してくれている。

　そしてそんな武流のおかげで、文芸部のみんなと友達になれたのだ。こんなに楽しい旅行は初めてだったし、この幸せがずっと続けばいいと思っている。

　だが────ボスは葵の理解者だが、ＳＦＣの幹部のなかには、その幸せを取り上げようとしている連中がいるのだ。葵の任務達成率が下降線だという理由で。

「……気を引き締め直さないと」

　まずは今回のミッションを完璧にこなす。如月きさらぎ海洋生物研究所の潜入調査だけでなく、消えた球状の物体も必ず回収してみせる。自分は友達がいても、むしろ友達がいるからこそ、これまで以上に完璧に任務をこなせるのだ。それを証明しなければならない。

　拳をぎゅっと固く握り締めた。

　この小さな幸せだけは絶対に手放さないという、決意の表れだった。




　　　　◇




　この旅館の風呂が天然温泉で、しかも露天だなんて、ほんと最高だった。おかげで俺のＨＰも完全回復したぜ。

　隣の女子風呂からは葵たちの騒がしい声が聞こえてたけど、それがまた『日常度』も回復させてくれた。昨日は怪人や魔法少女に出会ったり、明智とかいう変な探偵に絡からまれたりで、ほんといろいろあったからな。これこそ普通の高校生の旅行って感じで、とてもいい。

　今日は昨日の分まで、たっぷり遊んでやる。近くの田舎に泊まってる奈々子も、あとで合流するって話だしな！

　朝風呂でさっぱりした俺は、男部屋の前まで戻ってきた。まあ男部屋って言っても、俺ひとりなんだけど。

　この旅館は古いんで、部屋の鍵もカードキーじゃなくて、アクリルの棒がついた昔ながらの鍵だ。でもそれを使うまでもなく、最初から俺の部屋のドアは開けっ放しになっていた。

　掃除の人でも来てるのかな？

　そう思って部屋に入ってみたんだけど、誰もいなかった。

「ん……？」

　妙な点がひとつ。俺は今回の旅行にも、バッグにいろんな本を詰めて持ってきていたんだけど、それが全部、敷きっぱなしの布ふ団とんの上にぶちまけられている。

『海辺のドストエフスキー』（純文学）

『広大な宇宙の深しん淵えんに迫る！』（雑学本）

『韻が織り成す召喚魔法』（ラノベ）

『どすけべ教師の童貞狩り』（恋愛小説）

　などなど。まあ、最後のは気にすんな。あくまでただの恋愛小説だからな。

　てか俺、出したままにはしてなかったはずだよな……え、じゃあ、もしかして……？

「まさかこれ、空き巣ってやつか!?」

「うろたえるな小僧」

　誰もいないはずなのに、声が聞こえた。あたりを見回しても、やっぱり誰もいなくて……。

　それでもその声は、まだ聞こえてくるんだ。

「貴様が所持していた本を読ませてもらったぞ。とくに宇宙に関する本は興味深かったのう」

「だ、誰だ!?　どこかに誰かいるのか!?」

「太陽系でいう地球のように、各恒星を中心とした系のなかには、ハビタブル・ゾーンという生物が生存可能な領域がある。この銀河だけでも二千億近い恒星があり、宇宙全体における銀河の数はおよそ千億。すなわちハビタブル・ゾーンの数も二千億×千億となり、宇宙人が存在する惑星は無数に存在する。そうは思わぬか？」

「だ、だからあんたは一体誰なんだ!?　どこにいるんだ!?」

「ここじゃ」

　声とともに、座卓の下からごろりとなにかが転がり出てきた。

「うわあっ!?」と、びっくりして後ずさる。

　それは昨晩、城之内さんに預けたはずのボーリングの球みたいな物体で────。

　な、なんでこれがここに……？　いや、もちろんそれも気になるんだけど。

「まさか、いましゃべってたのは、この球、なんて言わないよな……？」

「この惑星の知的生物は、外見にとらわれすぎているようじゃの」

　ボーリングの球が白く発光した。まともに見ていられないほどの光を放ちながら、その輪郭が徐々に変化していく。それは幼女のような姿を象かたどって──光が収束した。

　身長は俺の腰くらい。銀色の長い髪に、ぱっちり二重まぶたの銀色の瞳。肌は白くて、唇の赤さがやけに際きわ立だつ。シンプルなワンピースの裾をぱたぱたと払ったその幼女は。

「勝手に部屋に入って悪かったの。ま、このキュートな姿に免じて許すがよい」

「お、お前は一体……？」

「鈍い奴じゃのう。だからワシは────」

　幼女は呆あきれたようにため息をついて。

「宇宙人じゃ」

　はああああああああああああ!?

　せっかく回復したと思った『日常度』は、また急降下した。
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　頭の整理をすること数十分。

　まだ時間は全然足りないけど。納得はできないけど。ひとまず変な奴が来たっていう状況だけは受け入れた。俺、非日常には慣れてるからな。ははは……はあ。

「ええと……ユリシィズ……なんだっけ」

「ユリシィズ・マ・ヌヴァタルヴォ・ラシーラじゃ。貴様ら地球人は物覚えが悪そうじゃし、親愛の意を込めて『ゆりっぺ』でいいぞ」

　それが宇宙人を自称する幼女の名前らしい。ユリシィズ（略）は銀色の髪を手で薙ないだ。

「しかし貴様ら地球人の姿になってみたものの、このさら毛はうっとおしいのう。やはり全部剃そるべきか」

「その見た目でスキンヘッドは残念すぎるから、やめろ」

「で、タケルとやら。愚かな貴様でも、ワシが宇宙から来たという事実は理解したかの？」

「まだ半信半疑だけどな。とりあえずユリシィズは、宇宙船で……」

「ゆりっぺじゃ」

「……ゆりっぺは宇宙船で船外活動中、地球の引力に引っ張られて落ちてきたんだっけ」

「うむ。この星はなかなか綺き麗れいで見み惚とれてしまっての。少し近寄りすぎたようじゃ」

　それで大気圏に突入してしまい、昨晩あの松林に落下。落ちる直前、姿勢制御だけはできたけど、落下の衝撃で気を失ってしまったらしい。それを見つけたのが俺たちってわけだ。

　ゆりっぺの意識が戻ったときは、なんか移動中の車の中だったんだと。たぶん城之内さんが連絡した研究機関の車だろう。びっくりしたゆりっぺは、車の屋根を突き破って、空を飛んで逃げたそうだ。

　それからいろんなところに行って、地球に関する情報を集めたあと。

　俺のこの部屋にやってきたんだとさ。

「……仮にゆりっぺが、すごく文明の進んだ星から来たとして、だ」

「うむ。そしてワシは頭もいい。低レベルな地球人の言語など、すぐ身につけてやったわ」

　もうぺらぺらじゃぞ、と言いながら早口言葉まで唱える始末だ。

「東京特許許可局、東京特許許可局ッ！」

「いいから話を聞けって。仮にゆりっぺが宇宙人だとして、なんで俺のところに来たんだ。その理由がさっぱりわからん」

「それはの」

　つま先立ちになって背を伸ばしたゆりっぺは、俺の頰を人差し指でぷにっと押した。

「貴様から漏れていた不思議な波動に呼び寄せられたんじゃ」

「不思議な……波動？」

「うむ。その正体はワシにもよくわからん」

　……ようするに、あれね。俺が非日常に巻き込まれる星の下に生まれたってことね。どうせそれがいつもみたいに、宇宙人すらも呼び寄せたんだろ。あー、はいはい。理解しました。

「結果、貴様に会いにきて正解じゃったわ。貴様をひと目見たとき、ワシを宇宙に送り返してくれる存在だと確信できた」

「なんでそう断言できるんだよ」

「ワシらには未来を予知する力がある」

　ゆりっぺはいたずらっ子のように笑うと、座卓に置いていた俺のスマホを手に取った。

「しかし貴様ら地球人の生態は面白いのう。ワシらは母体からの分裂で繁殖する無性生殖なのに、貴様らは親が二匹必要な有性生殖だそうで。パートナーがいなければ繁殖できないなど、生物として不利ではないのか？」

　言いながら、スマホでエロ動画を再生させた。女優さんの「あんあん」という嬌きよう声せいが爆音で垂れ流される。

「なにやってんだコラ!?」

「タケルもこのような生殖行為は経験済みなのか？」

「まだに決まってんだろ！　スマホ返せ！」

　ゆりっぺと揉もみ合あっていたら。

「予知通りなら、そろそろじゃ」

　ゆりっぺはいきなり球体に戻って、座卓の下に潜り込んだ。スマホが布ふ団とんの上に、ぽとりと落ちる。

　ちょうどそのタイミングで、部屋に雛代さんが入ってきた。

「武流、まだ朝ごはんに行かないの？」

「あ、ああ、ごめん。行く行く」

　慌ててスマホを拾い上げて、エロ動画を停止させる。

　もちろん雛代さんは動画の音声を聞き逃してなかった。無表情で歩み寄ってくるなり、

「見せて」スマホを摑つかまれた。

「な、なんで？」

　俺は強引に引き剝がして、背中に隠したんだけど。

　引力が発生する。スマホは雛代さんの手元に飛んでいった。雛代さんの『黄金妃の誘引クレオパトラ』の能力だ。この能力、ほんとずるいぞ。

　しかもスマホを奪った雛代さんは、停止中の動画をわざわざ再生しやがった。

『あんっ、あんっ、ああんっ』

「……なんでこんな動画見てんの？」

「ち、違うんだ雛代さん！　それは俺が見てたんじゃなくて！」

「じゃあほかに誰が見てたっていうのよ!?　こっちは一緒に朝ごはんに行こうと思って待ってたのに、まさかそれがあんたの射精待ちだったなんて、ふざけんじゃないわよ！」

「ちょ、ちょっと、女子としてその言い方はどうかと……」

「隣の部屋に私たちがいるのに、××××できる神経がわからないわ！　そりゃあんたは毎朝、××××してるのかもだけど────ッ！」




　ブチ切れていた雛代さんは、自主規制が必要な罵ば詈り雑ぞう言ごんを散々浴びせたあと、軽蔑した目で先に食堂に行ってしまった。

　座卓の下から球体が転がり出てきて、また幼女ゆりっぺの姿に戻る。

「な？　な？　ワシはこの展開を予知していたんじゃよ。これ『大成功～』ってやつじゃろ？」

　……ああそう。だからわざわざ、スマホでエロ動画を検索したわけね。

「ゆりっぺのせいで、ちびるほど怒られた」

　俺が恨みがましく睨にらんでも、ゆりっぺはマイペースで続ける。

「地球人にも、虫の知らせという危機察知能力があるじゃろ。ワシらの予知は、それが進化したものと思ってよい。だから予知と言っても、『なんとなくそんな気がするな～』ってレベルなのじゃが、貴様がワシを宇宙に送り返す未来だけは、はっきりと見えた。貴様は本当に不思議な男じゃて」

「まあ俺が協力できることなら、いくらでも協力してやるけどさ……」

「さすがタケル！　貴様、いい奴じゃのう！」

　ゆりっぺがぴょこんと抱きついてきた。

「こんな薄汚い未開の惑星で、タケルのような奴に出会えたのは幸運じゃて！」

　うりうりと胸元に顔をこすりつけるゆりっぺを引っぺがして聞いた。

「なあ、ゆりっぺ。本当に予知能力があるなら、俺の将来も見てくれよ。俺はこの先、平穏な日常を送ることができるのか？」

「ふむ……」ゆりっぺは俺をじっと見つめて、「これまた不思議じゃな。普段の予知はぼんやりとしか見えんはずなのに、今回もはっきり見えた。貴様は今後も、さまざまな困難に巻き込まれる。百パーセント、いや二百パーセント絶対確実じゃ」

「ざけんじゃねぇッ！　そんな予知が当たってたまるか！」







　パラソルの下のビーチベッドで寝そべっていると、ついうとうとしていたらしい。

　旅行二日目の今日も、雲ひとつない晴れ渡った青空だった。砂遊びやビーチバレーに興じる海水浴客たちの楽しげな声が、俺の耳にも入ってくる。

「紗姫先輩、いきますよー」

「どんどん来なさい！」

　これはすぐ傍そばでビーチバレーをしている雛代さんとマリーの声だ。葵はというと……なんか朝ごはんを食べたあとから、ずっと部屋に引きこもって持参していたパソコンをいじってるんだと。

　雛代さんたちが遊びに行こうって声をかけても、「行かない。部屋でネット見とく」と返すだけで、振り返りもしなかったらしい。まあ昨日のサメ騒動のせいでまだ海には入れないし、わざわざクソ暑い浜辺で過ごす必要はないって考えたんだろ。

　ゆりっぺに関しては、もちろん俺の部屋に置いてきた。

　あいつを宇宙に送り返す方法は、もう相談して決めてある。ゆりっぺの宇宙船は一人乗りだけど、自動操縦で呼び寄せることができるらしい。ただ、条約かなんかで規制されているらしく、地球に着陸させる命令だけは受け付けない。近くに呼び寄せることが精一杯だそうだ。

　その宇宙船がもっとも地球に接近する時刻は、日本時間で今日の夕方六時頃。そのタイミングを見計らって、ゆりっぺを秒速11・２キロの速度で空に向かって押し出す。なんでもそれが地球の重力を振り切るために必要な速度なんだと。ゆりっぺは球状の姿だったら大抵の衝撃には耐えられるって話なんで、ちょっと荒っぽいけど俺の衝撃魔法をブチ込んで空に打ち上げるって寸法だ。

　そんなわけで、夕方まではとくにやることがない。もうちょっと寝とこうかな。この日陰のビーチベッドは海風が気持ちいいし、何度でもうとうとしてしまう。

　寝返りを打って、目を閉じた。雛代さんたちの日常的な遊び声が、子守唄代わりだ。

「あははっ、紗姫先輩、また落としましたね」

「くっ、こんなの『黄金妃の誘引クレオパトラ』の能力さえ使えば……」

　絶対使うなよ。

「まったく。下手じゃのう」

「こ、子供にまでバカにされるなんて……」

「それが紗姫先輩の実力ってわけです」

　あれ？　なんか三人いるような？

「ほらほら、ゆりっぺちゃん。次そっちにいきますよ」

「どんと来いじゃ！」

　がばっと飛び起きた。

　ビキニ姿の雛代さんとマリーに混じって、ワンピース姿の銀髪幼女、ゆりっぺも一緒になって遊んでいた。

「テメェ、なんでここにいるんだ!?」

　チビなゆりっぺの首根っこを摑つかんで持ち上げた。

「離せ離せ～っ！」じたばたする。「せっかく地球に来たんじゃし、もっと地球人の生態を知りたいと思ってなにが悪い!?」

「やめなさいよ武流。ゆりっぺがかわいそうでしょ」

　と、雛代さん。くっ、俺が寝てる間に、すでに自己紹介済みか！

「武流先輩に、こんなかわいい姪めいっ子こがいたなんて知りませんでした」

　しかも姪めいっ子こ設定なのか……！

　ゆりっぺを下ろして、耳打ちする。

「いいか、宇宙には送り返してやるから、これ以上余計な真ま似ねするんじゃねぇぞ……っ！」

「わかっとるわ。あの部屋にいても暇じゃったし、ちょっと遊びに来ただけじゃもん」

　そんなすねた顔で睨にらむな。

「でも姪めいっ子こさんが合流するならするで、早く言ってくれたらよかったのに」

　雛代さんがゆりっぺの頭を軽く撫なでる。

「私、こうして小さい子と遊ぶのが夢だったのよね。施設には私より小さい子がほとんどいなかったし」

「安い夢ですねぇ」

　マリーがやれやれと首を振った。

「べ、別にいいでしょ。ねえねえ、ゆりっぺにはもう夢ってあるの？」

「もちろんあるぞ。口にするのは恥ずかしいがのう」

　ゆりっぺは照れながら頭を搔かく。宇宙人の夢ってなんだろう。俺も気になってきた。

「なんだよ、教えろよ。別に恥ずかしがることじゃないだろ」

「だって言ったら、きっと笑うじゃろ」

「笑わないって。お前は子供だから、お菓子がいっぱい食べたいとか、そういう系か？」

「宇宙征服じゃ」

「ぎゃははははは！　お前みたいなちんちくりんに征服されてたまるか！」

「ほら笑った！　笑わないって言ったのに！」

　怒ったゆりっぺは、俺の海パンを─────ずりおろしやがった!?

「きゃあああああああああ!?」「せせ、せんぱいいいいいいい!?」

　雛代さんとマリーの悲鳴を受けて、周りの水着ギャルたちも一斉に振り返る。

「なにあれえええ!?」「へ、変態がいるわああああああ!?」

　これはたまらん。

「なにしやがるんだ、このクソガキァッ！」

「タケルなんか嫌いじゃ嫌いじゃ！」

　フル○ンで幼女を追い回す俺は、どこからどう見ても不審者だった。







　いたたまれなくなった俺は、もうビーチにも戻れず。

　はた迷惑な宇宙人と、土産物を売っている商店街を歩いていた。

「もっとあいつらとビーチバレーしたかったのう」

「誰のせいで戻れなくなったと思ってんだ」

　俺がビーチに戻ったら、今度こそ通報されるかもしれない。かと言って、ゆりっぺをひとりでビーチに残してくるのも不安だからな。

　時刻は昼の一時過ぎ。あと五時間足らずで、ゆりっぺの宇宙船が地球に最接近する。それまでこの商店街をぶらついて、時間を潰すのが吉だ。

「ついでに母さんたちのおみやげも買っとこうかな」

　土産物屋の軒先を覗のぞいて回っていると、ゆりっぺが短く息を吐いた。

「貴様はええのう」

「ん？　なんか言ったか？」

　ゆりっぺは軒先にあった休憩用のベンチに腰掛けて、

「……ワシ、本当に帰れるんじゃろうか」

　ぽつりと口にした。

　出会ってからまだ数時間だけど、初めて聞く弱音だった。

「なんだ、不安になってきたのか？　俺がゆりっぺを宇宙に送り返す未来は見えたんだろ？」

「そうじゃけど……もともとワシらの予知は、ぼんやりとしか見えんのじゃ。当たるときもあれば、当たらんときもある。だから……」

「予知が外れたらどうしようって思ってるんだな？」

「うん」

　こくりと頷うなずく。生意気な面が目立つけど、こうして見ると、やっぱり普通の子供だな。

　……いや、それも当然か。俺だって、ひとりでまったく知らない土地に行けば不安になるんだ。ゆりっぺの場合、知らない土地どころか、知らない星に落っこちたんだもんな。

「なあ、ゆりっぺにも親っているんだろ？」

「当たり前じゃろ。無性生殖のワシらにだって、母上はおる」

「じゃあその母上に、地球のおみやげを買ってやろうぜ」

「え」ゆりっぺは目を丸くした。「でもワシ、地球の貨幣を持ってないし……」

「それくらい俺が買ってやるよ。ええと、なにがいいかな」

　食べ物系は宇宙人の口に合わないかもだし、置物とかアクセサリーのほうがいいよな。

「……もしかして貴様、ワシに気を遣ってるのか？」

「ごめんな、ゆりっぺ。ひとりぼっちで不安だっただろ。でももう大丈夫だからな」

　するとゆりっぺは────高笑いした。

「ふ、ふははは！　簡単に騙だまされおって！　このワシが不安になるわけがなかろう！　今のは貴様の覚悟を試したブラフってやつじゃ！」

「変な日本語まで覚えやがって……」

　でもまあ、元気になったんなら、それでいいか。

「いいかタケル！　貴様は自分がやるべきことをしっかりやれ！　あと数時間後には、きちんとワシを宇宙に送り飛ばすのじゃぞ!?」

「ああ、任せとけ」

「うむ、いい覚悟じゃ。ではせっかくなんで、貴様の施しを受けよう」

　ゆりっぺは俺から受け取ったお金で、おもちゃのガラスの指輪を三つ買った。

　なんで三つなのかって聞いたら。

「母上の分と、ワシの分。それからタケルの分じゃ」

「え、俺にもくれるのか？」

「こうして出会えたことは、なにかの縁じゃしな。遠く離れた銀河にいる者同士が、同じものを持っているというのも、なかなかにロマンがあるじゃろ？」

　ゆりっぺは自分用と母親用の指輪をはめた手を見せて、いたずらっ子のように笑った。

　はは、そのサイズだったら、俺の指には入らないよ。

　俺に渡されたもうひとつの指輪は、友達の証あかしとして大切にポケットにしまった。







　商店街の露店でたこ焼きを買って、近くの松林公園にやってきた。昨晩、ゆりっぺが球体で落ちてきた場所だ。二人でそこのベンチに座って、一緒にたこ焼きを食う。

「ほむほむ」ゆりっぺは熱いたこ焼きを頰張りながら、「地球の食い物もなかなかいけるのう。保存が効くなら、これも母上の土産にしたいところじゃが」

「自分の星に帰ったら、似たような食材で作ってみたらどうだ？」

「ありじゃな。こう見えてもワシは、料理が得意なんじゃぞ」

　口元に青のりをつけた顔で笑った。さっきから帰ったあとの話ばかりしてくるのは、やっぱりまだ不安があるからだろう。

　俺の衝撃魔法でゆりっぺを宇宙船まで送り飛ばす計画なんだけど、責任重大だな。いまのうちに、ちょっと練習しておこうかな。

　ちょうどそこで、ベンチの後ろから声をかけられた。

「武流っち」

　振り返ると、葵だった。

「おう、葵か。なんか旅館に引きこもってたんだって？　雛代さんたちならビーチで遊んでるから、そっちに行ってきたらどうだ？」

「そんなことよりも」葵の目はやけに気迫がこもっていた。「その子、誰？」

「え、ああ、こいつは……俺の姪めいっ子こだよ」

　きょとんと葵を見上げているゆりっぺを見て、そう説明した。

　でも葵は。

「うそ。武流っちの家系は前に調べてある。姪めいっ子こなんていないはずだよ」

「べ、別にいいだろ。姪めいっ子こってことにしといてくれ」

「……ちょっとその子、調べさせてもらってもいい？」

　そこで、ゆりっぺが、びくっと両肩を震わせた。

　小さな唇を震わせて「た、タケル」とつぶやく。

　葵を怖がっているのかと思ったんだけど、違った。

「新しい予知が見えた……よくないことが起きる。ワシが、ワシが……っ！」

　自分で自分の身を抱きしめる。がたがたと震える。

「おい、どうした、ゆりっぺ？　新しい予知って、なんだ？　よくないことってなんだ!?」

　伸ばした手が払われる。ゆりっぺは膝にたこ焼きを乗せていたことも意に介さず、勢いよく立ち上がって駆け出した。

「やだ……いやじゃあああああ！」

「お、おい、待てよゆりっぺ！　急にどうしちゃったんだよ!?」

　その宇宙人を追いかけようとしたとき。

　松林公園の脇に、物々しい護送車が急ブレーキで停車した。黒スーツにサングラスの男たちが、どかどかと降りてくる。まるで見た目はメンインブラックだ。そいつらのひとりが、手にしていたスピードガンのような計測器を、逃げるゆりっぺに向けてかざす。

「ケイ素生命体反応を確認。地球外生物で間違いない」

「え!?」

　葵が短く反応した。別の黒スーツがライフル銃のようなものを構えた。

「なにする気だお前らぁッ！」

　すかさず衝撃魔法で、銃を構えた男を吹っ飛ばした。

「な、なんだあいつは!?」「構うな！　ターゲットの確保が先だ！」

　俺が衝撃魔法で吹っ飛ばした男は、直前に発砲していたらしい。逃げるゆりっぺが、がくりと膝をつく。

「ゆりっぺ！」

「確保！」

　黒スーツのひとりがゆりっぺを抱きかかえた。そのまま護送車に駆け込むなり、車を急発進させる。俺の衝撃魔法で気を失った男だけを残して、護送車は走り去った。

「ゆりっぺええええ！」

　俺の叫び声は、もうゆりっぺに届くことはなかった。

「くそっ、すぐに追いかけないと！」

「落ち着いて、武流っち」

　葵が俺の腕を摑つかんできた。

「離せよ！　ゆりっぺが銃で撃たれて連れ去られたんだぞ!?」

「あれは海洋生物の捕獲にも使われる麻酔銃だよ。あの黒スーツたちの素性もわかってるし、これから追跡する」

「どういうことだ!?」

「おーい、武流くーん！」

　走り去った護送車の向こう側にいた女の子が、大きく手を振って駆けてきた。

　奈々子だ。今日も遊ぶ約束をしていたんで、俺たちと合流するところだったんだろう。

「いまの子知り合いなの!?　黒スーツの人たちは、連れ去ったあの子を指して『宇宙人』とか言ってたのが聞こえたんだけど……!?」

「悪い奈々子！　雛代さんたちならビーチにいるから、そっちに行って遊んでてくれ！　警察には通報しなくていいぞ！」

　それだけ言うと、俺は葵を連れてその場を離れた。

「ちゃんと説明してもらうぞ！」

「それはこっちのセリフだし！」

　葵とのそんなやりとりと、ゆりっぺが拉致されたことで頭がいっぱいだった。

　だからこのときは気づかなかったんだ。




　奈々子が俺の後ろ姿をじっと見つめていたことに。




　　　　◇




「まさかとは思ったけど、あの子が宇宙人だったなんて……」

　葵が旅館に引きこもっていたのは、ネットで空飛ぶ球状の物体についての情報を漁あさっていたからなんだと。ＳＮＳには目撃情報がいくつかあり、なかにはそれが銀髪の女の子の姿に変化したという書き込みもあったそうだ。

　で、ネット調査に一区切りつけて、昨晩その球状の物体が落下した松林を再調査しているときに、俺とゆりっぺが一緒にいる現場を目撃してしまったそうだ。葵を含めて、まさかゆりっぺについて調べている連中がいたなんて……ほんと迂う闊かつだった。

「でもなんで武流っちは、その宇宙人と一緒にいたわけ!?」

「向こうが勝手に来たんだよ！」

　俺は葵が運転するバイクのリアシートに乗って、如月きさらぎ海洋生物研究所とかいう施設に向かっていた。なんでもゆりっぺを拉致したメンインブラックどもは、その研究所が有する私設部隊なんだと。葵はこれから戦闘が起こる可能性も考慮して、前にも見たＳＦＣの特殊戦闘スーツに着替えていた。黒いパイロットスーツみたいな服だ。

　バイクの風切り音に負けないように、大声で尋ねる。

「俺の質問にも答えろ！　なんでその研究所の連中が、ゆりっぺを拉致したんだ!?」

「それを調べるのが今回のミッションなんだよ！　こうなった以上、武流っちにも協力してもらうかんね！」

「当たり前だ！」

　待ってろよ、ゆりっぺ。お前は俺が必ず、お母さんのところに帰してやるからな！　お前のその予知だけは、百パーセント確実だってことを証明してやる！

　葵がバイクを飛ばすこと、一時間と少し。海を臨む山中に、近未来を彷ほう彿ふつさせるドーム型の建物がどっしりと構えているのが見えてきた。あれがその如月きさらぎ海洋生物研究所だそうだ。色はやけに白くて無機質で、なんだか清潔な牢ろう獄ごくって印象を受けてしまう。実際ゆりっぺが捕まっているなら、それは牢ろう獄ごく以外のなにものでもない。

　研究所を見下ろせる丘の上で、葵はバイクを停とめた。

「ここからは歩いて行くよ。その前に」

　バイクのシートの下から、ゴムみたいな素材のマスクを何枚か取り出す。

「はいこれ。研究所の職員に変装するためのマスク。特殊素材で表情の変化だってつけられるから」

「さすが諜ちよう報ほう部ぶ隊たいのＳＦＣ……もう完全に映画の世界だな」

「作るのは案外簡単なんだよ。変声器もついてるから、喉元までしっかりかぶって」

　俺は葵から渡された中年男性のマスクをかぶった。「あー、あー」って口にすると、俺の声は酒さけ灼やけした中年のそれになっていた。どうなってるのかわからんけど、ものすごい技術だ。

　葵も女性職員のマスクをかぶって、長い茶髪をゴムでまとめる。そして戦闘用スーツの上から、職員用のシャツと白衣を身につけた。

「じゃあ、行くよ武流っち。しっかりと私についてきてくださいまし」

　見た目も中身も女性職員になりきった葵は、先頭に立って歩き出した。







　職員用の偽造ＩＤパスを提示して、門の脇にあった守衛の詰所をなんなく通過。正面玄関から堂々と建物に入る。玄関ホールにある受付カウンターの前を横切ったところで。

「おや、野の田だ博士。いま退社されたばかりなのに、忘れ物ですか？」

　受付カウンターにいた男性職員に声をかけられた。野田博士というのは、俺が変装している中年男性の名前だ。

「ええ、研究室に大事な書類を忘れてしまって」

　答えたのは、野田博士の部下に扮ふんしている葵だ。俺のマスクにも変声器はついているけど、余計なことを言えばボロが出るかもしれないからな。あまりしゃべるなって言われている。

　それでも受付カウンターの男性は、また俺に話しかけてきた。

「はは、野田博士は意外と忘れっぽい方なんですね。まさかご自身の誕生日も覚えてない、なんて言いませんよね？」

「えっと……あはは、わ、忘れるわけが」

「ええ、博士の誕生日は八月三日。つい先日、私もお祝いしたところですわ」

　葵が穏やかな笑みでそう返した。普段のギャルな葵からは想像もつかないけど、やっぱりこいつ、ＳＦＣの一級エージェントなんだな。事前にそんな情報まで調べていたことにも驚きだけど、急な質問にも慌てず、しっかりとフォローしてくれる点がなによりもすごい。

　受付の男性職員に会え釈しやくして別れると、ホール奥のエレベーターに乗り込んだ。

「……ふう、ちょっと焦あせったぞ。どうも俺にはスパイの真ま似ね事ごとなんかできそうにない」

「だから武流っちは、余計なこと言わなきゃいいの」

　葵はエレベーターの階層ボタンを押した。ひとつじゃなくて複数。十五階、十階、七階って感じでランダムに押したと思ったら、パネルの下部が開いて、隠しボタンが現れた。

　迷うことなくその隠しボタンを押す。エレベーターは小さな稼か働どう音おんを立てて、地下に降下していく。

　エレベーターのデジタル表示が「Ｂ10」を示したところで止まった。

「この地下十階は、研究所のなかでも一部の職員にしか知らされてない秘密のフロアなの。さて、なにが出てくるか……」

　葵が先頭になって、エレベーターから降りる。

　そこは廊下の片面がガラス張りになった回廊だった。ガラスの向こう側は広大な吹き抜けの研究ホールになっている。大型のシリンダー容器がたくさん並んでいて、白衣の研究者たちがそれぞれ、シリンダーに接続された複雑な機械を操作していた。

　シリンダーの中には、なんらかの液体に浸された物体が入っていたけど、ここからではよく見えない。あれは海洋生物の研究をしているのか……？

　俺と並んで研究ホールを見下ろしていた葵が、ぽつりと言った。

「……あのシリンダーに入っているのは、人間の臓器だよ。あっちのＰＣには『クローン』の文字も見える」

　改造された葵の両目には、望遠機能もあるらしい。

「どうやらここは、海洋生物研究所の仮面をかぶったクローンの研究所みたいだね。宇宙人を拉致したのも、地球外生命体の遺伝子に興味があったからだと思う」

「クローンだって？　それってようするに、人間のコピーってことだよな」

「うん。優秀な遺伝子からクローンを生み出す研究は、世界中でも極秘裏に行おこなわれているんだよ。そしてその研究成果は、軍隊やテロ組織がつねに欲しがっている。強力な傭よう兵へい部ぶ隊たいになるからね。戦争中の国なんていくらでもあるし、需要は尽きないんだよ」

　マジかよ。いくらなんでも、そんなの非日常すぎ……いや、もうやめよう。

「下に降りる階段を探すよ。ここがクローンの研究をしていた証拠データを持って帰るから」

　葵が歩き出したところで。

　回廊の奥から、黒スーツたちがどかどかと駆けつけてきた。

　なんかあったのかな、と思うよりも早く。

　連中は警告もなしに、いきなり俺たちに向かって発砲してきた。

　葵の前に出た俺は、すかさず光翼防壁魔法フオス・フラグマを張って、銃弾を防ぐ。

「くっ、なんでいきなり!?」

　混乱する俺をよそに、葵はもう動いていた。回廊の壁や天井を蹴って、縦横無尽に飛び回っては、拳銃を構えた黒スーツたちに一いち撃げき昏こん倒とうの当て身を浴びせていく。それは文字通り、目にも止まらない速度で────。

　その場にいた十数人の黒スーツたちは、わずか五秒足らずの間に、全員が地に伏せていた。

　振り返った葵が、矢継ぎ早に言う。

「なんかわかんないけど、あたしらのことがバレてるっぽい！」

「え、一体どうして？　俺、なんかポカやらかしたか!?」

「だからわかんないってば！」

　回廊の反対側から、黒スーツたちの第二波がやってきた。どうやらあの黒スーツたちには、ここに侵入した俺たちの抹殺指令が下りているらしい。

「手分けするよ武流っち！　あたしはあいつらを倒して研究データを奪いに行くから、そっちは宇宙人の確保に向かって！」

「了解だ！」

　すでに葵は、迫り来る黒スーツの集団に向かって駆け出していた。







　それにしても、なんで俺たちが侵入したことがバレたんだろう。ここで出会ったのは、受付にいた男性職員くらいで、とくに怪しまれるような言動はしなかったはずだよな……？

　そんなことを考えながら廊下を走り、目につくドアを手当たり次第に開けて回る。電子錠でロックがかかっていようが、『解錠』のスキルを持っている俺には関係ない。

「ここか、ゆりっぺ!?」

　また適当な部屋のドアを開けた。そこは棚に無数のファイルやホルマリン漬けの容器が並んだ資料保管室だった。ゆりっぺどころか、誰もいない。ここもハズレかと踵きびすを返かえしたとき。

「あまりうろうろしてんじゃねーよ。野田博士の偽にせ物もの野や郎ろう」

　資料保管室に、タンクトップを着たスキンヘッドの男が入ってきた。

「……なんのことかね」

　俺はできるだけ平静に、野田博士になりきって答えたんだけど。

「もう裏は取れてるんだよ。お前が何者なのか、ゆっくり吐かせてやる」

　そう言ったスキンヘッドの全身から、身を焦がすような熱風が放たれた。同時に奴のタンクトップが一瞬で焼け落ちて灰になる。その筋骨隆々な上半身は、まるでマグマのような赤い光を放っていた。

「驚いたか？　俺にはちょっと不思議な能力があってね」

　スキンヘッドのマグマ野郎は、両手の指をぽきぽきと鳴らしながら歩み寄ってくる。その自慢のマッチョな肉体は超高温状態になっていて、近づかれるだけでものすごく暑い。資料保管室は奴が熱源のサウナになった。

「俺は体表の温度を、最大１０００度まで上昇させることができるんだ。今の俺に組みつかれたら、岩や鉄でも一瞬で溶けちまうぜ」

　熱風にあおられてバサバサと宙を舞った棚の書類が、マグマ野郎の赤い体に触れる。それだけで、書類は一瞬で燃えて消滅した。こんな人間離れした能力をもつ奴といったら────。

「……もしかしてあんた、例の能力者組織の人間か？」

　マグマ野郎のまぶたが、ぴくりと反応する。

「ほう？　俺らのことを知ってんのか」

　認めやがった。そして続ける。

「能力名、『溶岩の体メルトガード』。俺の超高温の体には、素手はもちろん銃弾や刀剣の類でさえ通用しねえ。このマグマの拳でサンドバッグにされたくなければ、素直に俺の質問に────ごふ!?」

　しゃべっている途中で悪いけど、マグマ野郎の腹部に俺の拳をねじ込んでやった。

　氷結魔法パゴスフイラで生み出した氷の即席ボクシンググローブで。

　マグマ野郎の頭は疑問符でいっぱいだろうな。でもそんなの知ったことじゃない。

「オラオラオラオラオラオラオラオラオラァッ！」

　両手にはめた氷のグローブで、マグマ野郎の高温の体をひたすら殴りまくる。もちろん氷のグローブなんて、普通なら一瞬で蒸発するところだ。でもこれは氷魔法のグローブ。俺の魔力でつねに氷を生成し続けている限り、消失することはない。

「オラアアアアアアアアアアッ！」

　とどめのアッパーカットをブチ込んで、マグマ野郎を天井まで吹っ飛ばした。そしてぐしゃりと床に落ちる。

「殴り合いがしたいみたいだから、付き合ってやったんだ。ありがたく思え」

「な、何者なんだ、お前……」

「質問するのは俺だ。これ以上、氷の拳でサンドバッグにされたくなければ、素直に答えろ。ここの連中が拉致した宇宙人はどこだ？　当然お前も知ってるんだろ？」

　息も絶え絶えなマグマ野郎から、無理やりゆりっぺの居場所を聞き出した。







「遅いぞタケル！　ワシ、もうちょっとで泣いちゃうところだったんじゃぞ!?」

　ゆりっぺは幼女姿のまま、実験室の手術台に拘束されていた。周りにいた白衣の研究者たちを全員ブチのめして、さっさと救出。背中に担かついで、廊下に出た。

　最初ゆりっぺは、野田博士のマスクをかぶったまま助け出そうとした俺を見て、「いやじゃ、いやじゃ！」と暴れまわった。少しだけマスクをめくって素顔を見せたら、安心してくれたんだけど。

　今度は担かつぎ上あげた俺の頭をぽかぽかと殴ってくる始末だ。

「遅いんじゃ！　遅いんじゃ！　怖かったんじゃ！」

「だからごめんってば。ちゃんと助けたんだから勘弁してくれ」

　ゆりっぺを背中に担かついで、回廊を駆ける。途中にあったエレベーターは止まっていたんで、地上に出られる階段を探す。別れた葵のことも気になるけど、まずはゆりっぺを安全な場所まで送ることが先決だ。

　……それにしても、まさかこの研究所に例の能力者組織の人間がいたなんて驚いた。いろんな場所に根を張っている連中だし、たぶんここも能力者組織の支部のひとつなんだろう。非合法な研究をしていたこともそうだけど、思った以上にやばい場所だぞ、ここは。

「そこで止まれ。侵入者」

　後ろから、さっきの受付職員がやってきた。拳銃を構えた黒スーツたちも従えている。

「うまく野田博士に化けたつもりだろうが、相手が悪かったな。俺に小細工は通用しない」

「……お前も組織の能力者ってわけか」

　受付職員は多少驚いたものの、すぐに冷静を取り戻して言った。

「俺は質問をした相手の心が、イエスかノーの二択で読み取れる。この能力、『審問法廷インクリー・コート』の前では、虚偽の発言も無駄だと知れ」

　だからさっき受付で俺に、『誕生日を覚えてるか』なんて妙な質問をしてきたわけか。それで偽にせ物ものだと判断して、警報を鳴らしたんだろう。

「さて質問を続けよう。お前も能力者か？　それは攻撃的な能力か？　武器の類は持ってい」

「うるせえええええええええええええええッ！」




　爆裂魔法で回廊をぶっ壊した。




　受付職員は後ろにいた黒スーツたちもろとも、回廊の崩落に巻き込まれて、悲鳴をあげながら階下に落ちていった。戦闘にもならなかった。

　思考を読み取れる能力者かなんか知らんが、その程度の奴は俺の敵じゃない。戦場の心得、一つ、無駄話をしている相手には全力で先制攻撃を放つべし、だ。

「す、すごいのう、タケル……」

「まあな」

　先を急ごうとしたんだけど。

「なにをしたの、いま……？」

　白衣の女性研究員に見られていた。

「き、キミには関係ない。急ぐので失礼する」

　野田博士になりきって、やり過ごそうとしたら。

「待ってください」回り込まれた。「博士はその宇宙人をどこに連れて行くのですか？」

「だ、だからキミには関係ないと言っただろう。いいから持ち場に戻りなさい」

　すると女性研究員は驚いた目をして。

「まさかとは思ったけど、本当に宇宙人なんだ……そしてあなたも、普通の人間じゃないね」

　そう言って、白衣の内側から。




　魔法少女のようなステッキを取り出した。




　その瞳は金色で、髪も綺き麗れいな長い金髪で。改めてよく見ると、こいつは────。

「あのときの魔法少女じゃないか!?」

　昨日の夜、シルクハットの怪人と対たい峙じしていた女の子。最初はコスプレかと思ったけど、そうじゃない。危険な怪人と敵対し、俺の前で空まで飛んで見せた本物の魔法少女だ。

「あのときの？　あなたとは初めて会ったはずだけど」

　ああ、俺は野田博士のマスクをかぶってるからな。気づかないのも無理ないか。

「……まあいいや。どうして魔法少女のことを知っているのかわからないけど、どうせ二人とも、ここで死んでもらうだけだから」

「タケル……」

　背中のゆりっぺが、不安そうに俺の頭をぎゅっと抱く。大丈夫。手出しはさせないよ。

「あんたもこの研究所の関係者なのか？」

「違う。私はその宇宙人を追って、こっそり侵入しただけ」

「だったらなんで、ゆりっぺを付け狙う？　俺たちを殺そうとする理由はなんだ？」

　魔法少女は俺にステッキを突きつけて、答えた。

「私たち魔法少女は、世界の調停者。世界のバランスを崩しかねない異質なもの、超人レイダーはすべて排除しなければならない」

「超人レイダー……？」

「あなたやその宇宙人のように、普通の人間じゃない生き物のことだよ」

「俺はともかく、ゆりっぺは宇宙人って言っても人畜無害な奴なんだぞ。それにこんなに小さいのに……」

「関係ない。超人レイダーの排除が魔法少女の使命で、私の悲願だから。この世界には魔法少女を除いて、普通の人間以上の力をもつ存在は、いてはいけないの。だから……ごめん」

　魔法少女の構えていたステッキが、突然バズーカのような形に変化した。問答無用ということらしい。その銃口から、いくつかの砲弾が俺の足元に向かって放たれる。

　飛び上がってかわす。それはただの砲弾じゃなかった。床に着弾するなり、白い煙がぶわっと噴出する。目くらましか、と思ったんだけど。

「あ、あれ？　なんで平気なの？」

　魔法少女は目を丸くしていた。

「この催眠弾は、大抵の相手を眠らせることができるのに……」

　催眠弾？

　背中に担かついでいるゆりっぺを見る。すやすやと気持ちよさそうに眠っていた。この煙を吸い込んでしまえば、寝落ちしてしまうらしい。まあ俺にはそんなもの、通用しないけどな。

　異世界エルファランドで習得した自動発動パツシブスキル、『催眠無効』があるから。

「……どうやらあなたは、思った以上に強力な力をもった人みたいだね」

　魔法少女が催眠弾のバズーカを細身の剣に変えた。それをきっかけに、彼女の全身からぼんやりとした黄金のオーラが立ち上る。

　昨晩の怪人が放っていたものが邪気なら、彼女のそれは「神気」だ。刺突に特化した鋭い剣は、細身なのに決して折れそうになく。立ちふさがる壁には穴を穿うがって破壊するという意思が見て取れて。それは間違いなく殺意だけど、不思議と神こう々ごうしい。まるで神の命に従って、地上世界を洗い流そうとする厳格な天使のような立ち姿だった。

「ま、待て待て！　俺はこの宇宙人を宇宙に送り返そうとしてるんだ！　地球からいなくなるんだから、なにも殺す必要はないだろ!?」

「それが事実なら、そうだね。でもあなたまで見逃すわけにはいかない」

　神気がより一層強くなる。あのマグマ野郎や受付職員とは、明らかに次元の違う気迫があった。魔法少女の宣言は、ただの自信過剰じゃないとわかる。本当にそれを実行できる力があるとわかる。俺も本気を出さなければ、やられるってわかる……！

　ちょうどそこで──。

「あそこだ！」

　廊下の奥から、また黒スーツたちがやってきた。

　魔法少女が一瞬、そちらに気を取られた隙を狙って。

「悪いな！　あんたと戦ってる暇はないんだ！」

　俺は電撃魔法ケラヴノスで、廊下の天井から無数の雷を落とした。即席で作った雷のカーテンが、魔法少女や黒スーツたちの足を止めて。

　その隙に俺は逃げ出した。

「くっ、待ちなさい！」

　待てるわけないだろ。

　それにしてもあの魔法少女の声、やっぱり奈々子に似てるんだよな……。




　　　　◇




　魔法少女ファム・ファタールこと朝あさ倉くら奈々子は、黒スーツの一団を催眠弾で眠らせたあと、ほっと一息つく。

「さっきの男は、何者だったんだろ……」

　顔と声は中年男性のものだったが、言動は若い男のそれだった。もしかすると、あれは変装なのかもしれない。いずれにしろ、催眠弾が通じないうえに雷まで落としてきたのだ。かなり強力で、かなり危険な超人レイダーであることは間違いない。

「怪人だけでも手一杯なのに、宇宙人に謎の男か……ほんと、どうなってるの、この世界は」

　今の男を抹殺対象『電撃男サンダー』と認定する。相手が何者かなんてどうでもいい。普通の人間ではないのなら、探し出して消し去るまで。それが魔法少女のやるべきことなのだ。

　ステッキを白衣の内側にしまって、歩き出そうとしたところで。

「これはなんの騒ぎだい？」

　眠らせた黒スーツたちの元に、別の黒スーツがやってきた。まだ催眠弾の煙はあたりに漂っているのに、そいつは眠ることもなく、床に伏せた同僚たちを平然と見つめていた。

「キミが彼らを眠らせたんだろう？　一体どうやって？　とても興味深い」

　奈々子はその黒スーツの人物に見覚えがあった。

　……昨日の女刑事さん？

　その黒スーツの女性──城之内理香は、奈々子をまじまじと見つめる。

「なあ、どうやって眠らせたんだ？　ぜひ教えてくれないか」

　見た目は大人なのに、その好奇心に満みち溢あふれた瞳は、まるで純じゆん粋すい無む垢くな子供だった。

　どうもおかしい。黒スーツの集団が十人以上も眠っている異常事態なのに、城之内理香はそれを見ても「どうやった」という疑問を静かに投げかけてくるだけ。

　なぜ慌てない。なぜ困惑しない。なぜ動揺しない。

　なぜ私なら、それができると確信している────？

「答えてくれないかな」

　城之内は笑った。口元を無理に釣り上げて作った人工的な笑みだった。そこに感情の起伏は一切感じられず、あるのはただ、純粋な好奇心のみ。

　全身が総毛立つ。幾多の敵との戦闘を経て培つちかってきた勘が、目の前のソレが普通の人間ではないと訴えかける。さきほど雷を落としてきた男よりも、はるかに危険だと警鐘を鳴らす。

　奈々子はステッキを出して身構えた。

「……ただの刑事じゃないね。私の催眠弾も効かないみたいだし、何者なの？」

「なるほど、催眠弾か。魔法少女はそんな技まで使えるんだね。じつに面白い」

　城之内まで魔法少女の存在を知っていた。自分の知らないところで、いろんな思惑が動いている。その事実に、言いようのない恐怖を覚える。

「魔法少女なんて存在とは、ぜひ戦ってみたいんだけどね。残念ながら、まだそういうわけにはいかないんだ。悪いね────朝倉奈々子」

「なっ……!?」

　心臓を摑つかまれたような気分だった。魔法少女ファム・ファタールの正体は、誰にも知られていないはず。変身中の今は、容姿も普段のそれと違うはずなのに。

　それなのに、どうして正体が見破られている？

「なんのこと……？」

　奈々子はなるべく平静を装よそおって、静かに聞いた。

「キミは昨晩、桐原武流のことを『武流くん』と呼んだそうだね。だから魔法少女の正体は、桐原武流に近しい人物。友人じゃないかと考えられる」

　どうしてそれを……？

「そして彼が明智くんに殺人容疑で詰め寄られていたとき、旅館の外に怪人の格好をした人物が現れた。本物の怪人にしては出てくるタイミングが良すぎたね。つまりあれは、桐原武流の友人が彼をかばうためにした扮ふん装そう。空まで飛んでみせたんだから、おそらく魔法少女の扮ふん装そうだと思われる。そして旅館にいた彼の友人のなかで、『武流くん』と呼ぶのは朝倉奈々子しかいない。どうかな？　私は明智くんほど頭が回らないんだけど、当たっているだろう？」

　後悔が頭を埋め尽くす。もちろん武流の殺人容疑を晴らしたことではない。怪人と対たい峙じしていたとき、つい武流の名を呼んでしまったことにだ。

「……ずいぶんと事情に詳しいね。もしかしてあなたは、怪人と繫つながっているの？」

「そうだよ」

　驚くほどあっさりと、肯定した。城之内理香は、怪人と繫つながっている事実を認めたのだ。

「おや、意外な顔をしているね」

「そりゃそうでしょ。だって……」

「私は面白ければなんでもいいんだよ。そうそう、キミの正体は、もう怪人も知っているよ」

「え……!?」

「じゃあね。せいぜい面白く立ち回って、私を楽しませてくれ」

　城之内は踵きびすを返かえすと、背中越しに片手を振って歩き出した。

「どこに行く気!?」

　超人レイダーの可能性がある人物を逃がすわけにはいかない。怪人と繫つながっているならなおさらだ。

　奈々子はステッキをバズーカ砲に変えた。撃ち出したのは催眠弾ではない。広範囲を爆発させる魔法弾だった。それを複数発放ったのに────。

　魔法弾は城之内に当たらなかった。その背に直撃する寸前で、爆散したのだ。まるでそこに見えない壁でもあったかのように。

　透明のシールドかなにかだろうか。だったらシールドごと貫くまで！

　バズーカを刺突剣に変えて、飛びかかった。その瞬間。

　天井、床、両サイドの壁。廊下の四面を削り取りながら、『なにか』が奈々子に向かって襲いかかってきた。まるで見えない電車でも走ってきたかのように。奈々子は『それ』に殴りつけられ、押し潰される形で、後ろに飛んだ。一度、二度、とバウンドして床を転がる。

「かはっ……く、な、なんなの、いまの……？」

　身を起こしたときには、すでに城之内の姿は見えなくなっていた。

　そこで施設内に、こんな警報が鳴り響いた。

『地下フロアにて有毒ガスが発生。有毒ガスが発生。各員はすみやかに退所してください』

　有毒ガスって……なんでこんなときに。

　気に掛かることだらけだが、ひとまず奈々子は超人レイダーの追跡を中止して脱出することにした。




　　　　◇




『地下フロアにて有毒ガスが発生。有毒ガスが発生。各員はすみやかに退所してください』

　ガス災害だと？　くそ、なんでそんな事故が。まだ階段が見つかってないっていうのに！

　眠ったままのゆりっぺを担かついでいる俺は、相変わらず地上に向かう階段を探し回っていた。

　この研究所はやたらと広くて、階段がまったく見つからない。テレビ局もテロ対策のために迷路みたいになってるって聞いたことがあるけど、ここもそうなのか。あ、待てよ。だったら階段は廊下に面しているんじゃなくて、どこかのドアの向こうにあるとか？

　また黒スーツや能力者たちに見つかるのは面倒だけど、怪しそうなドアを開けてみた。

　そこは部屋っていうより、ボイラーみたいなでっかい機械がいくつも並ぶ広い空間で。

「あ、武流っち！」

　奥にいた白衣の女性──に扮ふんした葵が駆けつけてきた。ほかには誰もいない。ほっと一安心する。

「超ナイスタイミングだったね。探しに行こうか迷っていたところなの。この機械室のダクトから地上に出られるみたい」

　結局は階段じゃなくて、ダクトから脱出することになるのか。まあ、ガス災害が起きてるらしいし、この際なんでもいい。

「で、そっちはどうだったんだ。クローンの研究データは、ちゃんと確保できたのか？」

「うん。証拠はばっちり抑えたよ。これでこの研究所も終わりだね。あとは武流っちが無事に見つけ出してくれたその宇宙人と一緒に、ＳＦＣに届けるだけ」

「は？」思わず変な声が漏れる。「ゆりっぺをＳＦＣに連れて行くって言うのか？」

　葵もきょとんとした顔で、俺と、俺の背中で寝ているゆりっぺを交互に見る。

「や、当たり前っしょ。だってその子、宇宙人なんだよ。放っておけるわけないし」

「待ってくれ。俺はこのあと、ゆりっぺを宇宙に送り返す約束があるんだよ」

　だからＳＦＣなんかに渡せるわけないだろ。

　暗にそう言ったつもりだった。ちゃんと読み取った葵は、悲しそうに目を伏せて。

「……最初からなんとなく、そんなことだろうとは思ってた」

「だったら」

「だめだよ、武流っち」

　悲しい顔のまま、首を左右に振る。

「忘れたの？　あたしは国家機関の人間なんだよ。今回のミッションは、この研究所が裏でなんの研究をしているのか探ること。そして────その宇宙人を確保すること」

　葵はそう言って、白衣とマスクを脱ぎ捨てた。

　その下に身につけていた、ＳＦＣのサイボーグ専用特殊戦闘スーツが露あらわになる。

　ここでその姿を見せたってことは、つまり……そういうことなのかよ、葵……？

「もう一度言うよ。その宇宙人をこっちに引き渡して。お願いだから……」

　任務に対する真剣な姿勢のなかに、悲痛な思いも見え隠れしている。

　俺はもちろん────頷うなずけない。こっちもマスクを剝がして、真っ向から言ってやった。

「……ゆりっぺは渡せない。こいつはすぐにでも、宇宙に送り返してやるんだ」

「……だよね。武流っちなら、きっとそう言うよね」

　葵は悲しい息をついた。

「でもこっちも任務だし、力づくでも奪ってみせるから」

　戦闘スーツに覆われた葵の左腕が、稼か働どう音おんを立てて変形していく。人工生体組織で覆われた柔らかそうな肌は、黒くろ鉄がねのボディと緑の燐りん光こうを放つ砲身に化けた。あの細腕の下に隠されていたことが信じられないほど、巨大で無機質で威圧的な砲身だった。

「武流っちの強さは、あたしが一番よく知ってる……でも、これは任務だから。あたしは任務に従うサイボーグだから。だから───────────────全力でいくよ武流っち！」

　その左腕の砲身から、高出力の荷電粒子砲を撃ってきた。

　俺までの距離を一直線に結ぶそのビーム兵器は、物理的な移動でかわせる代物じゃない。だから俺は、半径数メートルを飛ぶ瞬間移動魔法メタスタシーを使って、空間を跳躍した。

　葵の両目に赤い文字列が宿る。俺をターゲットに固定して、その移動先を確実に補足してくる。左腕の荷電粒子砲を放ちながら、自身も距離を詰めてくる。そして。

　大木すら刈り取るような回し蹴り。ゆりっぺを背負ったまま、後ろに飛びのいてかわす。葵は残心の姿勢をとることもなく、流れるような動作で膝をついて屈かがみ込こむ。その膝頭から追尾式のミサイルが射出される。

「くっ、お前、本気か!?　本気で俺と戦おうってのか!?」

　電撃魔法ケラヴノスを落として、ミサイルを爆散させる。葵は間髪を入れず飛びかかってきた。右のストレートから、肘打ち、横蹴り、後ろ回し蹴り。すべてを紙一重でかわしていく。

「なんで俺たちが戦わなきゃならないんだ!?　なんでそこまでして、ゆりっぺを!?」

「あたしの日常を守るためだよ！」

　葵は休むことなく連撃を繰り出しながら叫ぶ。

「あたしはＳＦＣの上層部に目をつけられてる！　任務達成率百パーセントを維持しないと、別の街に異動させられちゃうんだよ！　だからその宇宙人も、絶対に連れて帰らなきゃいけないの！」

「な、なんだって……！」

　じゃあ葵は、完璧に任務をこなさなければ、俺たちの前からいなくなるってことか？　そして今回の任務は、この研究所の調査とゆりっぺの確保。

　そんな……そんなことって。

「あたしは武流っちたちと離れ離れになりたくない！　武流っちと過ごす毎日が、もうあたしのなかで、すごく大切な日常になってしまってるんだよ！」

　蹴り飛ばされた俺の頰に、雫しずくが飛ぶ。葵の涙だ。葵は泣いていたんだ。

　俺は背中のゆりっぺをかばいつつ、中空で一回転して着地。両目を拭った葵が、その背から翼のような展開式ユニットを二対生み出す。

「お願いだから、あたしの日常を壊さないでッ！」

　鋼鉄の翼を生やしたその悲嘆の天使は、展開式ユニットの先端にあるエンドエフェクタから無数の熱線を放ってきた。

　曲線を描いて襲いかかるその熱線の群れを、俺は光翼防壁魔法フオス・フラグマですべて防ぐ。

「はあっ、はあっ……」

　興奮状態にある葵は、もう涙を拭うこともなく俺を睨にらみつけてくる。

　俺は、それを、真っ向から睨にらみ返かえした。

「……ごめんな葵。それでもやっぱり、ゆりっぺとの約束は破れない」

「なんで……なんでよ！　なんで武流っちは、あたしの邪魔をするの!?」

　葵がまた飛びかかってきた。

「あたしと一緒にいるのがいやなわけ!?　あたしがこんな醜いサイボーグだからッ!?」

　目にも止まらない速度の攻撃をかわしつつ、俺はできるだけ静かに言った。

「違うよ。俺だってみんなと一緒にいたい。だからお前の日常は、俺が絶対に守ってやる」

「だったら……ッ！」

「だからお前は、他人の日常を壊してまで、自分の日常に固執する必要はないんだ」

「言ってる意味がわかんないよ！　あたしが誰の日常を壊してるっていうの!?」

　葵と激しく格闘している最中なのに。

　俺の背中で静かに寝息を立てていたゆりっぺが。

　小さな寝言で。確かにこう告げた。




「お家うちに帰りたい」




「…………っ！」

　そのひと言で、葵がわずかに怯ひるんだ。反射的に攻撃を払いのけようとした俺の手が、葵の頰に当たってしまう。

「きゃっ」

　短い悲鳴をあげて、葵は床を転がった。

「ご、ごめん！　大丈夫か!?」

　俺が駆け寄ろうとしても、葵はこちらに手をかざして制止を訴えかけてくるだけで。

　うつむいたまま、もう俺に顔を見せなかった。







　それから葵はなにを言っても、うつむいたまま答えないし、動こうともしなかった。

　だから俺は仕方なく、ゆりっぺを連れて先に脱出することにした。

　機械室のダクトを抜けた先は地上階の廊下だった。ガス災害の影響か、人は誰もいなかったんで、そのままあっさりと研究所の外へ出る。

　そして葵がバイクを停とめていた丘の上まで戻ってきた。

「ふわあ、よく寝たわい」

　ちょうどゆりっぺが目を覚ました。時間を確認するまでもない。陽ひが落ち始めて、うっすら暗くなりかけた空を見れば、もう六時を回っているとわかる。自動操縦で呼び寄せたゆりっぺの宇宙船が、地球に限りなく近づいている頃だ。

「もう時間だぞ。ゆりっぺ」

　そう言って、銀髪の幼女をそっと下ろした。

　ゆりっぺは目をぐしぐしとこすったあと、にっこりと笑った。

「……そうか。じゃあこれで、タケルともお別れってわけじゃな」

　この笑顔のまま、宇宙に送り出すこと。それはゆりっぺの日常を取り戻してあげることだ。

　生意気な奴だったけど、一緒にいた数時間は結構楽しかった。だからこれでお別れってなると、ちょっと寂しいような気もする。

「なあ、ゆりっぺ。その……また地球に遊びに来てくれよな」

「よかろう。そのときはまた、大量のたこ焼きでもてなすがよい」

　ゆりっぺが球状の姿に戻ったら、俺の衝撃魔法で空に向かって打ち上げるだけ。名残惜しいけど、二度と会えないってわけじゃないもんな。だって今、ゆりっぺとまた会おうって約束をしたんだから。

　俺も約束を守ったんだから、お前だって守ってくれよ……。

「待って」

　そこに葵がやってきた。

　もしかして、まだゆりっぺのことを諦めていないんじゃ……なんて考えは、邪推だった。

「宇宙に送り返すなら、やっぱりロケットエンジンじゃね？」




　　　　◇




「なんじゃと？」

　武流が『ゆりっぺ』と呼んでいた宇宙人が、小首をかしげた。

「だからロケットエンジンだよ。武流っちの怪しげな術よりも、そっちのほうが確実だし」

「いやいや」武流が口を挟んでくる。「お前、状況わかってんのか？」

「うん。ようは第二宇宙速度、秒速11・２キロさえ出せたらいいんでしょ。普段は制御できなくなるから抑えてるけど、出力全開で撃ち出したあたしのミサイルなら、大気圏だって十分に突破できるはずだよ」

　武流は驚きよりも、呆あきれが勝った声を出した。

「まるで弾道ミサイルだな……ＳＦＣの技術って、超科学すぎるだろ……」

「いいから、さっさとしようよ。準備はいいかな？　ゆりっぺちゃん」

「うむ。ワシは帰れるなら、なんでもよい」

　ゆりっぺは、もう一度武流に向き直った。指にはめたガラスの指輪を見せつける。

「世話になったな、タケル」

「おう」

　武流もポケットから同じ指輪を取り出して、笑った。

　葵にはそれがなにを意味するのかわからないけど、二人の間に確かな絆きずなを感じた。

　……ほんと、武流っちはすごいよ。サイボーグの私だけじゃなくて、宇宙人とも仲良くなっちゃうんだから。

　葵はミサイルの射出手順を説明した。しっかりと頷うなずいたゆりっぺは、葵の曲げた膝の上に、ちょこんと座った。

　武流は少し離れた場所で見守っている。彼に聞こえないように、そっと告げた。

「ごめんね、ゆりっぺちゃん。本当はあたし、あなたを捕まえようとしてたんだ」

「よい。話はなんとなく聞こえておったわ」

「……本当にごめんね。ミサイルの細かい制御はできないから、大気圏を抜けたあとは自分のタイミングで飛び出して」

　サイボーグの演算能力を使って、ミサイルの軌道を計算する。レッドゾーンを振り切って、出力を最大で固定。射出台となる膝の駆動系は間違いなく壊れるだろうけど、別に構わない。これはせめてものお詫わびのつもりだった。

「じゃあ、カウント始めるよ。ミサイル射出、十秒前……」

「しかしタケルとは、不思議な男じゃのう」

　ゆりっぺが小さくつぶやいた。

「貴様も身に機械を宿している以上、ただの人間ではあるまい。奴から漏れる波動は、そんな変わった連中を呼び寄せるようじゃ」

「はは、そうみたいだね」

「しかもタケルは、やがてこの世界を救う存在になる」

「え」

　それは宇宙人が有する不思議な予知なのか。それともただの勘なのか。

　聞けないまま、カウントがゼロになった。

　ロケットエンジンを吹かして、圧倒的出力でミサイルが射出される。同時にゆりっぺも小さな手だけを残して球体になり。ミサイルにしがみついたまま、空の彼方かなたへ飛んで行った。

　その手にはめられていたガラスの指輪が、餞せん別べつのようにきらりと輝いた。

「またなーーーーーー！　ゆりっぺえええええええええっ！」

　両手でメガホンを作った武流が、宵口の空に大声を投げかける。別離ではなく、再会を誓う言葉で。

　葵もそれを見届けたあと、笑顔で振り返った。

「さてと、あたしたちも帰ろ。ＳＦＣに研究所のデータを渡さないといけないし」

「……ああ。でもお前」

「あの研究所には宇宙人なんていなかった。それでいいじゃん」

「はは。やっぱり葵は、いい奴だな……ぐす」

「え、ちょ、ちょっと武流っち、なんで泣くの!?」

「だってよ……せっかく友達になれたゆりっぺと別れたら、やっぱり寂しくて」

　ぐしぐしと目元をこする武流。鼻水まで垂らしている。そのゆりっぺも今頃は宇宙船で泣いているのかもしれない。

　──しかもタケルは、やがてこの世界を救う存在になる──

　ゆりっぺが最後に残した言葉が、葵の脳裏をよぎる。

　……こんな鼻水垂らした人が、世界を、ねえ。

　その発言の真意はわからない。でも葵は不思議と信じられた。

　危険な研究所に躊ちゆう躇ちよなく侵入した理由は、出会って間もない宇宙人の日常を守るため。武流は誰かの日常を守るためなら、命がけで行動を起こせる男なのだ。

　世界を救う英雄とは、そういう人物のことを指すのかもしれない。

　そんな人だからこそ、葵は武流と一緒にいたいのだ。

　そんな彼だからこそ……葵は武流が好きなのだった。




　　　　◇




　城之内理香は騒然としている研究所の裏口から脱出した。

「やれやれ……これだけの騒ぎになった以上、警察の介入も時間の問題だな。もうこの支部も終わりだね」

「よう、無事だったか」

　城之内に続いて、スキンヘッドの男が脱出してきた。その顔には、何発も殴おう打だされたアザが刻まれている。

「おや、ずいぶん殴られたみたいだね。確かキミは、全身をマグマみたいに高熱化できる能力者だったはずだけど、それも野田博士に扮ふんしていた男の仕業なのかい？」

　スキンヘッドが頷うなずく。

「あの野郎は、なぜか蒸発しない氷で拳を覆って、俺をタコ殴りにしてきやがった。ナメやがって、マジで許せねーぜ……」

「そんなことまでできるのか。ますます彼に会いたくなってきたよ」

「まあ、それも奴が無事だったらの話だけどな」

　薄ら笑いを浮かべるスキンヘッド。城之内はため息をつく。

「……なるほどね。地下の実験棟で有毒ガスを発生させたのはキミか」

　スキンヘッドは低俗な笑みのまま続けた。

「へへ、実験用の神経ガスをちょっとな。階段に繫つながる防火扉は全部閉めてやったし、今頃は奴が探していた宇宙人もろとも、永遠の眠りについてるだろうぜ。俺が短気な性格だってことは、知ってるだろ？」

「知らないよ。興味がないからね」城之内は無表情で言った。「聞けばその野田博士の偽にせ物ものは、廊下を爆破したり、雷を落としたりもできるらしい。そんな芸当をもつ男に、キミの短絡的な小細工が通用するわけがない。もうとっくに脱出しているはずだよ」

「なんだと……？」

「そろそろ警察や消防も到着する頃だろう。私はしれっとその捜査に加わったあと、ゆっくり彼を探すことにするよ。なんとなく目星はついているからね」

　スキンヘッドが城之内の胸ぐらを摑つかみ上あげた。

「だったら教えろ。奴は何者だ？　どこの誰だ!?」

「言うわけがないだろう？　キミもさっさと逃げたほうがいい」

「……またそれか。あの男は俺らの組織に楯たて突ついた敵だぞ。能力者は組織に服従か死。テメェも能力者なら組織の意向に従って、素直に奴の正体を……」

「せっかく忠告してやったのに、逃げないんだね」

　城之内はスキンヘッドの腹部に手をかざした。たったそれだけのことなのに。

　その腹部に風穴が空いた。まさか会話の途中で攻撃されるなんて思ってもいなかったスキンヘッドは、高熱化の能力を使う暇さえなく、

「な、なにを、しやがるんだ……」

　血しぶきをあげて倒れ伏した。

「野田博士の偽にせ物もの……彼が桐原武流だったらいいんだけどなぁ。ふふ」

　あっさりと絶命した能力者の男には、もう一切の興味も示さなかった。
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　まあ、あれはあれで、もちろん楽しかったんだけど。

　とにかくいろいろありすぎた海旅行から帰ってきて三日後。

　駅前のショッピングモールで買い物をしていた俺は、超ご機嫌だった。あの旅行で非日常に巻き込まれすぎたことの反動なのか、ラッキーが立て続けに起こったんだ。

　ラッキーその１。

　たまたま入った本屋で、開店何周年かの福引フェアをやっていた。俺がそのガチャを回したら、なんと一発で遊園地のペアチケットを引き当てたんだ。これ「星５」に相当する景品な。

　そして、ラッキーその２。

『え、遊園地!?　行きたい行きたい！』

　奈な々な子こに電話を入れて、遊園地に誘うことに成功した。

　その遊園地は、夏休み期間中なら毎週末に、でっかいナイトパレードをやっている。それを狙って、次の土曜日に奈々子とデートの約束を取り付けることができたんだよ！

　マジで勇気を出してよかった。だって幼おさな馴な染じみの男女が遊園地デートだぞ？　しかもそれ、ナイトパレード付きだぞ？　そんなの日常系アニメの世界じゃん！　きっと「うわあ、綺き麗れいだね武たけ流るくん」「でも奈々子の目のほうが綺き麗れいじゃん」なんて会話もあったりするんだろうな……って、これ青春青春！　いよいよ運は俺に味方を始めやがったな!?

　ショッピングモールのベンチで、ひとりはしゃいでいるところに。

「待たせたな、桐きり原はら」

　サマージャケットを着こなした男がやってきた。雛ひな代しろさんの義理の兄、荒あら垣がき真ま尋ひろさんだ。

　……ああ、そうだった。ラッキー続きで忘れてたよ。

　福引をする前、荒垣さんから電話があったんだ。なんでも「直接会って話しておきたいことがある」とか言われて。それでショッピングモールにいることを伝えたんだけど、来るの早すぎないか？

　荒垣さんはベンチに座っている俺の隣に、腰を下ろした。

「急に機嫌が悪そうになったな」

　だって荒垣さんから話があるなんて、アンラッキーな気配しかしないもん。

「で、話ってなんですか？」

「先日、お前が紗さ姫きたちと行った海の近くで、如月きさらぎ海洋生物研究所という施設がガス災害にあったニュースは知っているか？　そこは俺が追っている能力者組織の支部も兼ねていた」

　知ってるよ。だって俺もその研究所にいたし。

「その支部には、『バージンスノウ』と呼ばれる能力者が籍を置いていてな。奴は災害時に施設に侵入していた人物を探しているとの情報がある」

「バージンスノウ？　なんだそりゃ？」

　あの研究所に能力者がいた時点で、嫌な予感はしてたんだよな。でも俺も葵あおいも、あのときはマスクで変装していたから、素性はバレてない……と思うんだけど。

　俺のその反応で察したらしい。荒垣さんはため息をついた。

「……やはりあの災害には、お前も関わっていたんだな」

「い、いや、確かにそうですけど、別に俺がやったわけじゃ……」

「事情はどうでもいい。今日はバージンスノウのことで警告に来たんだよ」

「一体どんな奴なんですか、そいつは」

「容姿や能力までは知らないが、組織の格付けで最高ランクの『ダブルＡ』に認定されている危険な能力者だ。なにより危険なのは奴の姿勢だな。能力者は組織に服従か死という鉄の掟おきてがあるにもかかわらず、バージンスノウは組織のなかで唯一それに縛られない。自分の興味でのみ動き、それを邪魔する者は同じ組織の仲間だろうと、容赦なく殺す。ただ好奇心に突き動かされるまま、目先の興味にのみ固執するんだ」

　唾をゴクリと飲み込んだ。なんだか聞いているだけで、やばそうな奴だぞ。

　荒垣さんは真剣な顔で俺を見つめた。

「そしてバージンスノウに目をつけられた者は、悲惨な末路しかない。子供のおもちゃのように壊れるまで執しつ拗ように弄ばれて─────みんな殺されるか、自害の道を選んでいる」

　自害だって？　そいつに狙われたら、死ぬまで追い詰められるっていうのか……？

　なんだか怖くなってきた。自分に言い聞かせるように、あえて口にする。

「で、でも向こうはまだ、俺の存在に気づいてないはずなんだ。だから」

「だったらそれでいい。だが、もし奴がお前のもとに現れたら、すぐにこの街を離れろ。奴の興味がほかに向くまで、逃げ続けるんだ。お前が無敵なのは知っているが、バージンスノウには強い弱いなど関係ない。たとえ退けたとしても、奴は興味がある限りいつまでも執着して、追いかけてくるだろう」

　なんて迷惑なストーカー野郎なんだ……。

「はは、街を離れろなんて、そんな大げさな」

「これは誇張じゃない。バージンスノウは、それだけ危険な────」

　そこでふと、荒垣さんは言葉を止めた。そしてベンチから立ち上がると、

「なあ桐原。屋上に行かないか」

「え、なんですか急に？　まだ話の途中でしょ」

「いいから行くぞ」

　やけに強引に、俺はベンチを立たされた。




　　　　◇




　ショッピングモールの屋上は、空が開けた屋外駐車場になっている。

　荒垣真尋がそこに佇たたずんでいると、屋上につながる階段室の自動ドアが開いた。

　ひとりの女が姿を見せる。黒いスーツにスラックス。小柄で、隙のない立ち姿だった。

　女はあたりを見渡しながら言う。

「……桐原武流も屋上に向かったはずだが？」

「あいつなら階段でここまで上がったあと、エレベーターで帰らせたよ」

　荒垣はなるべく落ち着いた口調でそう返す。

「ふむ……まるで私のやろうとしていたことが、最初からわかっていたような対応だね」

「わかっていたんだよ、俺にはな」

　荒垣の能力、『確定されるフエイタル・蝶の扉バタフライ』。その能力は、数分先の並行世界を同列に観測する。武流と二人で下のフロアのベンチに座っていたとき、ひとつの恐ろしい世界が見えてしまった。

　大勢の買い物客がいる前で、この女が武流に襲いかかっていた世界が。

　それだけではない。逃げる武流を追いかけ、邪魔な子供や老婆を蹴り飛ばし、止めに駆けつけた警備員を謎の能力で殺していた。そんな可能性世界は確かに存在したのだ。

　だから荒垣は、その世界を回避するために、武流を連れてさっさと屋上に上がった。女が階段で追ってくることも観測していたので、その前にエレベーターで武流を逃がしたのだ。

「お前は噂うわさ以上に危険な奴だな────バージンスノウ」

「……なるほどね。キミも能力者か」

　スーツの女──バージンスノウは、得心したように笑った。人工的な笑みだった。

「桐原を付け狙う理由はなんだ？」

「興味があるからだよ。彼はたったひとりで構成員二千人のヤクザの事務所を壊滅させて、さらには某研究施設で暴れまわった可能性が高い。それも魔法のような力を使ってね」

　その言い方からして、どうやらバージンスノウは、まだそれが武流の仕業だと断定するまでには至っていないらしい。

　それでも荒垣がさきほど観測したのは、衆目など気にせずに、容赦なく武流に襲いかかる可能性世界だった。確証を得ていない状況であんなことをするのかと考えると、ぞっとする。

「人違いじゃないのか？　俺が知る限り、桐原はどこにでもいる普通の高校生だが」

　武流をかばうために、あえてそう言ってみた。だが。

「そうかもしれないし、違うかもしれない。いずれにしても、私は桐原武流に興味がある」

　バージンスノウの好奇心は、武流に狙いをしぼったまま外れそうになかった。

　だったら仕方がない。

　荒垣はサマージャケットの内側から、伸縮型の警棒を取り出して身構えた。

「桐原は俺の友人でな。お前のような危険な能力者と関わらせるわけにはいかないんだ」

「つまり私の邪魔をすると言うんだね」

　バージンスノウの目が、すっと細くなった。明確な殺意と敵てき愾がい心しんも細く凝縮される。

　荒垣の『確定されるフエイタル・蝶の扉バタフライ』が、これから分岐する無数の並行世界を観測する。そのほとんどが────自分の胴体に風穴を空けられた未来だった。

　バージンスノウがゆらりと動く。その右手が荒垣の体に押し付けられた時点で、風穴が空いて死ぬ。回避できる未来を瞬時に探す。

　左に動く。　→　詰め寄ったバージンスノウの能力で風穴を空けられる。

　右に動く。　→　同じ。

　後ろに下がる。　→　バージンスノウの能力で吹き飛ぶ。

　……吹き飛ぶ？　こいつの能力は、触れた場所に風穴を空けるだけの能力じゃないのか。

　荒垣は後ろに下がる分岐を選び取った。瞬時に間を詰めてきたバージンスノウが、右手を突き出す。同時に見えない『なにか』が荒垣の腹部を殴りつけた。

「ぐふ……っ!?」

　地面とまっすぐ平行に飛び、端のフェンスに身を叩たたきつけられた。フェンスがぐにゃりと曲がる。風穴こそ空かなかったが、腹部には透明の鉄骨を突き刺されたような衝撃があった。

　呼吸が整わないうちに、荒垣は右手を振り下ろす。世界に亀裂が走り、そこから両開きの扉が出現する。

　これが『確定されるフエイタル・蝶の扉バタフライ』の真骨頂。無数に存在する並行世界のなかから、望む未来を確実に選び取る。荒垣が攻撃を仕掛けても、バージンスノウには高確率で当たらない。それでもこの扉さえ出現させていれば、どんなに低い確率だろうと『必ず』当たる世界に到達する。

　荒垣は警棒で殴りかかった。バージンスノウがそれを避けようとする。そこで彼女は、転がっていたペットボトルに足を取られる。警棒の一撃がバージンスノウの頭部をとらえた。上から脳天に直撃させたあと、さらに荒垣は下から鋭い膝蹴りを叩たたき込こむ。

　バージンスノウは、たまらず距離をとった。

「……妙だな。キミが攻撃を仕掛けるタイミングで、ちょうど私の足元が狂うなんて」

「天にでも見放されたんじゃないか？」

「いや、違う。こんな偶然、起こるはずがない。これもキミの能力か」

「どうだろうな」

「未来予知のようなものだとばかり思っていたが、どうもそれだけじゃないらしい。その扉がなにか関係し──────」

　バージンスノウは話をぶつ切りにして、いきなり突進してきた。

「なっ!?」

　もちろん荒垣は向き合っていた今でも、数分先までの並行世界をつねに観測していた。そのほとんどは、バージンスノウが荒垣の能力を冷静に分析し続ける世界だった。このように会話の途中で突進してくる世界は、ごく低確率でしか起こり得ないはずだった。

　だからこそ、わずかな油断があった。その油断を読み取ったのか、幾多の戦いで培つちかわれてきた本能なのかはわからないが。

　バージンスノウは、もっとも低確率で分岐する可能性世界を、自らの意思で選び取った。

　荒垣に体ごとぶつかる。その真後ろにはフェンスがある。フェンスはあまり高くないうえ、さきほどのバージンスノウの攻撃によって奥に向かって倒れている。バージンスノウは荒垣に抱きついたまま、自分の体ごと、ひしゃげたフェンスの向こう側に躍り出た。

「な、なんだとぉ……ッ!?」

　そのショッピングモールの屋上は、五階に相当する高さがある。バージンスノウに抱きかかえられて落下する荒垣は、もう並行世界を観測するどころではない。たとえ観測したところで落ちる未来は確定しており────グシャァッ！

　……運がいいのか悪いのか、わからなかった。

　いいと思えた点は、落下先が荷物の搬入に来ていたアルミバンのトラックだったこと。

　悪いと思えた点は、荒垣をクッションにしたバージンスノウが、ほぼ無傷だったこと。

　身を起こしたバージンスノウは、無表情のまま髪を後ろに払った。

「キミの能力は怖そうだったからね。話の途中だったけど、一緒に落ちてもらったよ」

　落下先がコンクリートの地面だった場合は、どうするつもりだったのか。バージンスノウも無事では済まなかったはず。むしろその可能性のほうが高いはずだった。

　それでもバージンスノウは、一切の躊ちゆう躇ちよも見せず、確実に荒垣を倒せる方法を選んだ。能力を使う時間さえ惜しみ、自分もろとも屋上から飛び降りるという狂気の選択をしたのだ。

　理性を失った人間、あるいは────戦闘の天才。

　感情のない瞳で荒垣を見下ろしている、その不気味な能力者を見て。

　荒垣は意識を手放した。




　　　　◇




　夜空を飛んで街の巡回をしていた魔法少女ファム・ファタールこと、朝あさ倉くら奈々子は、近くのビルの屋上にふわりと降り立った。

　ドレスの胸元から、ウサギのような小動物、ソルフェージュが顔を覗のぞかせる。

「お疲れ、奈々子ちゃん。今日もたくさんの怪人をやっつけたね」

　世界の調停者である魔法少女にとって、もちろん『やっつける』とは『消滅させる』ことを意味する。ステッキを変化させた弓矢で、十体を超える低級怪人たちの眉間をそれぞれ一撃で射抜き、この世界から完全に消し去ったのだ。

　シルクハットの怪人、マッドハッターを首しゆ魁かいとした怪人たちの目的はわかっている。

　人間から奪ったマイナスエナジーを糧かてにして、異世界の破壊神を復活させること。

　奈々子に魔法少女の力を与えた光の女王の話によると、その破壊神は山を砕いて海を割るという。そんなものが喚よび出だされたら、地球は間違いなく滅んでしまう。

「ほかの超人レイダーたちも無視できないけど、とりあえずは怪人を全滅させることが優先かな」

「えっと、宇宙人に、不思議な力を使う女刑事、それから電撃男サンダーだったっけ。女刑事はともかく、電撃男サンダーは攻撃してこなかったんでしょ？　もう放置でもいいんじゃないかなぁ」

　ソルフェージュに対して、奈々子はしっかりと首を左右に振る。

「だめだよ。超人レイダーは超人レイダーを呼び寄せるんだから。そのうち絶対に始末しないと」

　その決意は握りしめた拳よりも固かった。




　すべてのきっかけは、中学三年生の夏休み。

　それは蟬せみの声がまるで聞こえない、静かな夏だった。

　奈々子は大好きだった母と一緒に、高速バスで海辺の田舎に向かっていた。父は仕事の都合であとから合流することになっていたので、道中は母と二人旅。バスの車内では、父の前だと聞きにくい話をいろいろと聞いた。母と父との出会いから、まだ付き合っていた頃の話。そして少し恥ずかしいけど、プロポーズの言葉なんてものまで。

　そんな初うい々ういしい話を聞くたびに、奈々子はこの両親のもとに生まれてよかったと心から思った。奈々子にはもともと、人を惹ひきつける朗らかさがある。母と楽しそうに会話する奈々子を見て、隣の席に座っていた老夫婦が声をかけてきた。さらに前の席にいた子供たちも。初対面の人とすぐに打ち解けられるのは、奈々子の才能なのだ。

　高速バスでいろんな人たちと仲良くなり、お菓子を分け合いながら楽しくおしゃべりをしていた時間は、神が与えてくれた最後の至福だったのかもしれない。

　山中を走る高速バスの横には、バイクに乗った男が並走していた。

　その男めがけて、前方から炎の塊が飛んでくる。バイクの男は仏門の僧が持つ杖つえのようなものを振り抜いて、その炎をかき消した。

　映画の撮影かなにかだと思った。それだけ非現実的な光景だった。前方に目を向けると。

　曲がりくねったカーブの先に、八本の腕と三つの顔をもつ、異形の怪物が佇たたずんでいた。その怪物が、それぞれの口から炎を吐き続けていたのだ。

　バイクの男は杖つえでその炎をかき消していくが、そのうち一発が奈々子たちの乗る高速バスの側面にぶつかる。爆発音を立てて、バスは大きく揺れた。

「な、なんだあの化け物!?」「きゃあああああああ！」

　車内は阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれる。

　このときの奈々子は知る由よしもなかったが、その異形の怪物は、一部で「闇の眷けん属ぞく」と呼ばれる人外の存在で、バイクの男はそれを滅する「退魔師」だった。

　いずれも魔法少女にとって、超人レイダーに分類される相手である。

　異形の怪物がバイクの男に向かって飛ひ翔しようする。バイクの男はブレーキをかけて減速した。それは自分たちの戦いに、高速バスを巻き込まないための措置だったのだろうが。

　バスの運転手は、猛スピードで飛んでくる異形の怪物を避けるため、大きくハンドルを切った。そこに怪物が強きよう靭じんな脚で蹴りを入れる。バスはより大きく傾く。そして────。

　崖下に落下した。

　一瞬だけ気を失っていた奈々子が、目を覚ましたとき。

　奇跡的にも自分だけがバスの窓を突き破って、外に投げ出されていた。目の前には横転した状態で、激しい炎に包まれているバスがある。

　母はその下敷きになっていた。わずかに身を出した状態で、奈々子に向かって叫ぶ。

「行きなさい奈々子！」

「やだ……いやだよお母さん！」

　必死で母を助け出そうとしても、バスの下敷きになっている以上、動かすことはできない。

　やがてバスを焼き尽くす炎は、母の身すらも包み込んだ。それでも母は最さい期ごの力を振り絞って叫び続ける。

「あなただけでも生きて！　お父さんをお願」

「やだやだ！　お母さん！　お母さああああん！」

　肩、髪、顔。母は奈々子の目の前で徐々に焼かれていき───やがて炭になって死んだ。

　高速バスで仲良くなった老夫婦も、子供たちも、みんな炭になって死んだ。

　まだ中学三年生の奈々子が目にしたその光景は、あまりにも壮絶すぎて。もうなにも考えられず、なにも見えず、なにも聞こえなくなって。目の前がブラックアウトした。

　蟬せみの声がまるで聞こえない、静かな夏だった。




「…………っ」

　思い返すと、また涙が滲にじんできた。

　奈々子のもとに、光の女王を名乗る存在が現れたのは、あの事故の直後だった。そして世界の調停者としての力を与えられ、奈々子は魔法少女に任命されたのだ。

　その仕事内容は、地球のバランスを崩しかねない超人レイダーをすべて消すこと。

　願ってもないことだった。超人レイダーは超人レイダーを呼ぶ。意図せずとも呼び寄せてしまう。あの退魔師もそうだった。怪物を狩り取る側の存在なのだろうが、そもそもあの退魔師がいたからこそ、怪物は自分たちのバスの前だろうと襲ってきたのだ。

　だったら最初から、どちらもいなければいい。すべての超人レイダーがいなくなれば、無関係だった母たち一般人を巻き込むような戦いだって、そもそも起こらない。正義も悪も関係ない。力をもっている存在は、すべて排除する。そして最後には、魔法少女もその力を手放すのだ。

　それが地球のバランスを保つために必要なこと。この世界には、普通の人間以上の力をもつ存在など、いてはいけないのだ。

「……奈々子ちゃん。恐こわい顔してるよ？」

　ソルフェージュが小首をかしげた。奈々子は固い笑顔を作って取り繕う。

「あは、最近は怪人だけじゃなくて、いろんな超人レイダーが出てきたからね。ちょっと疲れてる」

　辛気臭い空気を払うように、ソルフェージュはあえて吞のん気きな声を出した。

「なーんか大変だね。せっかく武流くんと遊園地に行く約束をしたのに、大丈夫なの？」

　武流くん。日々、超人レイダーとの戦いに明け暮れる奈々子にとって、数少ない心の拠より所どころ。昔から大好きだった幼おさな馴な染じみの少年だ。

「……今回も行けないかな。またソルちゃんに代役をお願いすることになると思う」

「えー、またー？　それでいいの奈々子ちゃん？」

「しょうがないよ。やることがたくさんあるんだもん。でも……会いたいな。武流くんに」

　いろいろなことがありすぎて、少し精神的に参っていた。だからこそ会いたい。一時でもいいから武流に会って、一時でもいいから普通の女子高生、朝倉奈々子に戻りたい。

「そんなに会いたいなら、明日会いに行ってみれば？」

「……うん。そうだね。それもいいかもね。じゃあもうちょっとだけ、巡回してくる」

　奈々子は背中の翼を使って、もう一度夜空に飛び上がった。

　明日、武流くんに会いに行こう。そう考えるだけで、驚くほど身は軽くなっていた。




　　　　◇




「大丈夫かよ、荒垣さん!?」

　病室に飛び込んだ俺を待ち受けていたのは、ベッドから睨にらみつけてくる荒垣さんだった。

「……なんで紗姫にも話したんだ」

　ベッドに寝かされている荒垣さんは、足にギプスが巻かれていた。ほかにも全身のいたるところに痛々しい包帯が目立つ。その傍かたわらに、心配そうな顔で佇たたずんでいる雛代さんがいた。

「いや、話したっていうか……」

　今日は俺たち文芸部の部活動がある日だった。部活動っていっても、マリーが部室でＵＮＯをやりたいって言っただけなんだけど。でも夏休み中に登校するのも青春的だなって思った俺は、雛代さんと一緒に学校に向かっていたんだ。

　そこで荒垣さんから電話があった。

　──え、そいつのせいで入院したんですか!?　で、入院先はどこに!?──

　そう口にした俺の隣で、雛代さんは先に駆け出してしまったんだよ。

「……私の知らないところで、いろいろあったみたいね」

　俺より早く病室に到着していた雛代さんは、もう荒垣さんから事情を聞いたらしい。

「バージンスノウだかなんだか知らないけど、義に兄いさんをこんな目にあわせた能力者は、絶対に許さない。私が後悔させてやるわ……っ！」

「やめておけ紗姫」

　荒垣さんが静かに言った。

「バージンスノウは能力者組織で、『ダブルＡ』に認定されている危険な能力者だ。お前はひいき目に見ても、まだ『Ｂ』といったところだろう。到底敵かなう相手じゃない」

「組織の格付けなんて関係ない！　私は……っ！」

「あいつは本当に危険なんだよ。実際に戦ってみて、よくわかった。奴は俺を確実に倒すために、自分が死ぬことさえ恐れず、俺を連れて屋上から飛び降りたんだぞ。それも顔色ひとつ変えずにな。あんな不気味な奴には、これまで会ったことがない」

　その話はさっき電話でもちょっと聞いたけど、マジで頭おかしいぞ、そのバージンスノウって能力者は。

　荒垣さんは俺に顔を向けた。

「奴はお前を探しているが、まだお前が未知の力をもっているという確証までは摑つかんでいない様子だった。いいか桐原。もしバージンスノウと出会っても、絶対に力を見せるな。あくまでも普通の人間を装よそおえ。そうすれば、あの女の興味も自おのずと失うせるはずだ」

「女？　バージンスノウって女なのかよ？」

「ああ。あの女は興味がないと動かない。だからその興味がなくなるまで、うまくやり過ごすんだ。獰どう猛もうなライオンの前をそっと歩くように。でも堂々と舞台にあがる役者のように。静かに平然と、普通の高校生として振る舞うんだ」

「そ、そんなに脅さないでくれよ」

「俺は心配して言ってやってるんだ。昨日も言ったが、もしバージンスノウに力をもっていることが悟られたら、すぐにこの街を離れろ。わかったな？」







　荒垣さんからバージンスノウの外見的特徴を聞いたあと、俺と雛代さんは病院を出た。

「じゃあ私、義に兄いさんの着替えとか取ってくるから。武流は先に学校に行ってて」

「ああ」と一応答えたけど、ほとんど上の空だった。

　くそ、めちゃくちゃ厄介な奴に目をつけられた。やばそうな能力をもっているうえに、荒垣さんもろとも、ショッピングモールの屋上からフリーダイビングをかますクレイジー野郎だぞ。そんな奴に狙われ続けたら、確実に日常どころじゃなくなってしまう。

　普通の高校生のふりを続けたら興味を失うって話だけど……大丈夫かな。俺の演技力うんぬんの前に、すぐ非日常に巻き込まれてしまうこの体質が心配だ。

　雛代さんと別れたあと、重い足取りで学校に向かう。あたりにやばそうな奴がいないか確認しながらな。ああもう。こんな気分だと、みんなと楽しく遊べないじゃないか。

　そこで俺の隣に、一台のセダンが停車した。咄とつ嗟さに身構えたんだけど。

「やあ、桐原くん」

　運転席から顔を出してきたのは、刑事の城じよう之の内うち理り香かさんだった。ほっとひと息つく。

「夏休み中なのに、学校に行くのかい？」

　制服姿の俺を見て、そう察したらしい。

「はい。部活があるんですよ」

「そうか……よかったら送ろうか？」

　バージンスノウとやらに狙われている以上、ひとりで歩いていたら目立つしな。

　ここは城之内さんの好意に甘えるとするか。




　俺を助手席に乗せた城之内さんのセダンが、軽快に街を走る。

「この街って、城之内さんの管轄じゃないですよね？」

「ああ、今日はオフでね。ちょっと遊びにきていたんだよ」

　オフとはいっても城之内さんの格好は、いつものビシッと決まった黒スーツだった。軽やかにハンドルを操る姿も、凛り々りしくてかっこいい。助手席から見るこの横顔も美人なんだよな。

　あれ。待てよ。

　さっき荒垣さんから聞いたバージンスノウの外見的特徴って、確か……。

　年齢は二十代後半くらい。黒のスーツにスラックス。髪は黒のセミロングで大人っぽいが、やや童顔。二重まぶたに、きりっと結ばれた唇。落ち着いた仕事人間という印象。

　……なんか城之内さん、それ全部当てはまってるんだけど。

　いや、さすがにそれはないか。殺気だって一切ないし。そもそもこんな綺き麗れいな刑事さんが、クレイジー野郎のバージンスノウなわけがない。

「ところで桐原くんは、如月きさらぎ海洋生物研究所って知ってるかな」

　城之内さんが前に目を向けたまま言った。

「え、はい。あの海の近くにあった研究所ですよね。この間、ガス災害があったっていう」

「ああ。キミはそのとき旅館にいなかったみたいだけど、なにをしていたんだい？」

　城之内さんはあの事件の捜査でもしているのか？　どっちにしても、警察相手に本当のことは言えないよな。

「えっと……旅館の近くを散歩してました」

「そうか」

　端的に言った城之内さんは、次にこんなことを聞いてきた。

「じゃあ能力者という存在は知ってるかな」

「えっ？」

「あの研究所には、能力者の人間が何人かいてね。そのうちのひとりが、こう言っていたんだよ。野の田だ博士の変装をした人物が、不思議な力で廊下を爆破したって」

　なんで城之内さんの口から、『能力者』なんて単語が出てくる？

　なんで俺に、わざわざそんな話をしてくる……!?

「ほかにも雷を落とすところを見たとか、氷のグローブでサンドバッグにされたなんて報告もある。私はね、もしかするとキミが────」

　城之内さんはそこで言葉を区切ると、運転席のサイドガラスを見た。

　一台のセダンが並走している。その助手席から黒スーツの男が身を乗り出してきて。

　拳銃を向けやがった!?

　スーツの男が次々と発砲してくる。城之内さん側のサイドガラスに、いくつもの銃痕を刻みつけていく。俺は咄とつ嗟さに頭を下げていた。

「な、なんですか、あいつら!?」

「私を狙っている能力者たちだね。あの研究所にいた連中の残党だよ」

「は、はあ!?」

　城之内さんはまるで動じないばかりか、鋭くハンドルを切って、並走する敵のセダンに自分のセダンをぶつけた。

　向こうは発砲してきてるのに、なんで自分からぶつかりにいく!?

　敵のセダンが前に出る。そしてまた発砲。俺たちが乗るセダンのフロントガラスにも、無数の銃痕が刻みつけられていく。

「なんで城之内さんが、能力者に狙われてるんですか!?」

「たぶん報復かな？　私はあの研究所で、うるさい能力者の男をひとり殺したからね」

「なっ……!?」

　まるで天気の話でもしているかのように、平然と。日常的に。

　城之内さんは殺人を告白した。しかも殺した相手は、能力者の男だと言った。

　銃痕が刻まれたフロントガラスに、城之内さんが右手をかざす。それだけでフロントガラスは、粉々に砕け散った。俺たちの前面が外気にさらされて、無防備になる。

「安心していいよ。ガラスなんてなくても、奴らの弾丸は車内に一切入ってこないから」

　前を走る敵のセダンは、次々と発砲を続けてくる。それでも城之内さんが言ったとおり、なぜか弾丸は、俺たちに一発も当たらない。それどころか、強風さえ吹きつけてこない。まるで砕けたフロントガラスの代わりに、透明の壁でも出現したみたいで────。

　もしかしてこれ、城之内さんがなんらかの能力を使っている……？

　まさか。じゃあ……やっぱり。




　城之内さんが、バージンスノウだってか!?




　城之内さんはアクセルを踏んで、敵のセダンに体当たりを仕掛けた。敵はスピードをあげて逃げ去ろうとする。

「悪いね、桐原くん。学校へ送る前に、ちょっと寄り道するよ」

　せっかく敵が逃げていこうとしているのに、城之内さんはわざわざそれを追いかけた。

　その瞳には、わずかな好奇心が映り込んでいた。







　逃げ続ける敵のセダンを、ひと気のない港まで追い詰めた。

　そこで最後の体当たり。敵のセダンは大きくスピンして、後輪が港の岸壁の向こう側に投げ出される。海に落下するぎりぎりで踏みとどまって、停車した。

　際きわどい体勢のセダンから、スーツを着た二人の男が慎重に降りてくる。

　城之内さんも車から降りて、その二人のスーツと対たい峙じした。

　助手席に残された俺は、息を潜めて成り行きを見守ることしかできない。

　……きっと城之内さんは、バージンスノウで間違いない。でも向こうはまだ、俺が異常な力をもつ存在だって確証をもっていない……らしいけど。

　どうする。いまのうちにこっそり逃げるか？　いや、余計な真ま似ねをするのは、かえって危険な気も……うう、どうしよう。今一番関わりたくない奴に関わっちまった……。

　頭を抱える俺を他所に、城之内さんがスーツの男たちに言った。

「今のカーチェイスはなかなか面白かったよ。礼を言わせてくれ。ありがとう」

　そして頭を下げた。本心から言っているんだとしたら、噂うわさ通どおりのクレイジー野郎だ。

　黒スーツの片割れが、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

「……前から思っていたが、本当に狂ってやがるな。お前は仲間を殺したうえに、組織に服従もしてねえ。そんな不穏分子は、最初からさっさと殺しておくべきだったよ」

　そう言っている間に、もうひとりの黒スーツが城之内さんに素早く接近する。そいつは拳銃を向けているにもかかわらず────城之内さんは一歩も動かなかった。いや、どちらかというと、動けない様子だった。

「なるほど。キミの能力は確か、影を踏んだ相手の動きを封じる、だったかな？　一度受けてみたかったんだよ。なかなかに興味深い」

「能力名『影踏み鬼シヤドウスタンプ』。身動きひとつとれないまま、恐怖して死ね」

　影の能力者が拳銃の撃鉄をカチリと起こす。

「あいにくだけど、私は恐怖なんて感情も持ち合わせていないんだよ」

　城之内さんは指一本動かさず、いきなり宙に浮き上がった。

「なっ!?」

　目を丸くした影の能力者は、上から見えない『なにか』に押し潰されるような形で。

　グシャァッ！　って、地面に倒れ伏した。

　宙に浮いていた城之内さんが、その横に着地する。

「キミの能力は面白いけど、キミ自身はつまらない男だね」

　な、なんだ今の？　城之内さんの能力は、見えない壁を作り出すことじゃないのか？　どうやって空を飛んで、どうやって影の能力者を押し潰したんだ？

「く……」

　あっさりやられた仲間を見て、もうひとりのスーツがじりじりと後ずさる。

「さてと」

　城之内さんはそいつに目もくれない。気絶した影の能力者の腕を摑つかみ上あげると、その手首に手錠の輪をひとつかけた。

　そのままずるずると引きずって、連中が乗っていたセダンに向かう。その車は後輪が岸壁の向こう側に投げ出され、今にも海に落ちそうな状態だ。その運転席のドアを開き、ハンドルにもう片方の手錠の輪をかける。影の能力者とハンドルが、手錠で繫つながれた形だ。

　なんのためにそんな真ま似ねをしたのかはわからないし、別にわかりたくもない。

　じりじりと後ずさっていたスーツの男が、くるりと背を向けて一気に駆け出した。

　城之内さんは逃がさない。逃げる男に向かって右手をかざす。

　すると見えない『なにか』が男の後頭部に当たって、前につんのめる。城之内さんはそこに素早く駆けつける。見た目以上に強い力で、男の首根っこを摑つかみ上あげる。そして影の能力者を手錠で繫つないだ車のほうに連れて行く。

　その車のバンパー部分に、男の背中を押し付けた。さらに男の口元を右手で覆って言う。

「このまま私が能力を使えば、キミの喉の奥が突き破られる。嫌なら後ろに逃げるしかない」

「な、なにを……」

　あの状態で男が後ろに下がったら、今にも海に落ちそうな車を背中で押すことになる。そしたら手錠で繫つながれた影の能力者も、車と一緒に海に落下して、確実に溺れ死ぬ……！

「キミは私が仲間を殺したことを咎とがめたね。その仲間意識は素晴らしいと思うんだ」

「お……ご……」

　城之内さんは男の口内に、見えない『なにか』をゆっくりと差し入れているらしい。大きく開かれた男の口から、苦く悶もんの声が漏れる。

「でも、いいのかい？　このままだと本当に喉を突き破ってしまうよ。咽頭は空気の通り道にあるんだ。そこを突き破られたら、大量の血で気管が塞がれて呼吸ができなくなる。即死もできず、息もできないまま、もがき苦しんで死ぬことになるよ。それが嫌なら、車ごと彼を海に突き落として逃げたらいい。でもキミは仲間を殺せない男なんだろう？　困ったね」

　あ、あれは本当に城之内さんなのか？　そんな残酷な二択を突きつけるなんて、マジでやばすぎる……！　マジでネジがぶっ飛んでやがる……！

　あれが城之内さんの本性、危険度マックスのバージンスノウなのかよ……っ!?

「ご……が……っ」

　涙目になっていた男は、苦渋の決断を下した。城之内さんの能力から逃のがれるために、身をよじりながら、じりじりと後ろに下がる。車がゆっくりと海側に押し出される。そのハンドルに繫つながれている影の能力者も、一緒に海に落ちそうになる……っ！

「やめろおおおおおおおおお！」

　城之内さんの車から飛び出した俺は、指先から電撃魔法を放った。手錠の鎖に直撃させて、一瞬で焼き切る。拘束が解けた影の能力者を残して、敵の車はどぼんと海に落下した。

「はあっ、はあっ……」

　緊張のあまり、息が荒くなる。

　そんな俺に、城之内さんは──バージンスノウは振り返って。




　身の毛がよだつような、恐ろしい笑みを見せた。
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「やっぱりキミだったのか……！」

　待ちわびた玩具が届いたような顔。待ち望んだ料理を前にしたような顔。

　とにかくバージンスノウは、白い歯を見せて笑ったんだ。沼に潜む怪物が水面から顔を出したような、残忍で醜悪で無む垢くな笑みだった。

　スーツの男が、影の能力者を連れて足早に逃げ出す。バージンスノウはもうそちらに一いち瞥べつもくれない。その興味は俺だけに注がれていた。たぶん逃げたことにも気づいてないだろう。

　くそっ、仕方ないとはいえ、自分から普通の高校生じゃないことをバラしちまった……！

　バージンスノウが、ゆっくり近づいてくる。

「ずっと会いたかった恋人に出会えた気分だよ。こんなに胸がドキドキするのは、初めてだ」

「……悪いけど、俺には好きな人がいるんだ」

　バージンスノウは無む垢くに笑って、続けた。

「構成員二千人の内ない藤とう組をひとりで壊滅させたのはキミなんだろう？　野田博士に扮ふん装そうして、如月きさらぎ海洋生物研究所に忍び込んだのもキミだな？　廊下を爆発させ、雷を放ち、氷の拳を作れる男。そういえば、シルクハットの怪人にも一発浴びせたそうだね。ただの分身だったとはいえ、彼も驚いていたよ」

　あのとき俺が殴り飛ばした怪人は、あくまで分身だったのか。それもびっくりだけど。

「……まるで怪人と知り合いみたいな言い方だな」

「そうだよ。彼は友人なんだ」

　あっさり認めやがった。

「警察内部で怪人の噂うわさが広がり始めたころから興味があってね。明あけ智ちくんよりも先に見つけて親しくなったんだよ」

「あんたも一応警察官なら、なんで捕まえなかったんだ？」

「詳しくは言えないけど、彼は非常に興味深い計画を立てているからね。だから自由に動いてもらい、必要なときは私も友人として協力することになっている」

　なんの計画か知らないけど、あの怪人と共謀してるなら、どうせロクでもないことだろ。

「あの松林で会った夜のことを覚えているかな。もちろんあのときの私は、怪人を探していたんじゃなくて、キミを探していたのさ。そのあとすぐ宇宙人騒ぎがあったから、そっちに興味が向いてしまったけどね」

「おたがいのためにも、そのまま興味をなくしてくれたらよかったのに」

「ははっ、なにを言ってるんだ。桐原くんみたいな面白い子を私が放っておくとでも」

「ほっとけやあああああああああッ！」

　俺は突き出した両手から衝撃魔法をぶっ放して。




　直撃を浴びたバージンスノウは、倉庫のほうまでぶっ飛んでいった。




　そして鉄てつ扉ぴに身を強くぶつけたあと、ずるずるとへたり込んで────動かなくなった。

「こんなことしたくなかったから、おたがいのためって言ったんだ」

　今回もあっさりと戦闘は終了。バージスノウは気持ち悪いクレイジー野郎だったけど、やっぱり俺の敵じゃなかった。

「さて、日常に戻るとするか」




　　　　◇




「おい、大丈夫か？」

　港の作業員たちに囲まれていたバージンスノウは、身を揺すられて目を覚ました。

　……そうか。私は桐原くんにやられたんだったな。ふふ、あれはどんな力だったんだろう。

　身を起こしたバージンスノウは、全身の関節を動かして、ダメージの度合いを確認する。まだ多少の痛みは残っているが、動けないほどではない。武流が手心を加えたのだろう。

　作業員たちが話しかけてくる。

「さっき高校生くらいの少年が港から出て行ったけど、あいつがなにかやったのか？」

「向こうにあるのは、あんたの車？　カーチェイスでもしたみたいに、ボロボロじゃないか」

　バージンスノウはそれらに一切答えず歩き出した。頭にあるのは、武流に対してさらに膨れ上がった興味のみ。

「おい待てよ。さっきまで気絶してたんだから、まだ動かないほうがいいって」

「お気になさらず」

　面倒なので、そのひと言だけ残してやったのだが。

「なあ、病院に連れて行ってやろうか？」

　作業員たちはまだ声をかけてきた。

「……二度も同じことを言わせないでくれないか。キミたちには興味がないんだよ」

　バージンスノウは鋭く睨にらみつけて、その場を立ち去った。

　残された作業員たちは、全員ぽかんと口を開けるばかり。

「な、なんだよ今の……？　あれ、人間の顔じゃねーだろ……」




　　　　◇




　バージンスノウをぶっ飛ばした俺は、晴れやかな気持ちで学校に向かっていたんだけど。

　──退けたとしても、奴は興味がある限りいつまでも執着して、追いかけてくるだろう──

　荒垣さんのそんな言葉を思い返すと、やっぱりどこか不安になるわけで。

　大丈夫……だよな？　経験上、あれだけの力の差を見せつけてやった相手は、もうビビって襲ってこないはずなんだ。うん、きっと大丈夫。そうに決まってる。

　……でも、まだ諦めてなかったら……どうしよ。

　荒垣さんは、俺が力をもっていることが悟られた時点で街を出ろ、なんて言ってたけど、そんなのいやだし。じゃあ今の俺にできることっていったら。

　戦場の心得。一つ、不慮の事態に備えて、敵の情報を入手しておくべし。

　たとえばバージンスノウがどこに住んでいて、普段はどんな生活をしているのか。その行動範囲や、一日の基本スケジュールなどなど。それらを把握しておけば、いざというときの役に立つ。あんまり考えたくないけど、今後の襲撃にだって備えられる。

　あいつは組織の能力者っていっても、一応は警察官だ。素性がわかってるんだから、調べることはそんなに難しくないはず。親しい人間から話を聞くだけでもいい。

　そうだな。バージンスノウこと、城之内理香と親しい人間っていえば。

　……高校生探偵の明智公こう平へいか。

　明智の前では当然、普通の刑事ヅラをしているんだろうけど、むしろそれでいい。明智なら城之内理香警部のプライベートをよく知ってそうだからな。

　よし、明智に電話して、なんでもいいから城之内理香の情報を聞き出そう。

　そう思ってスマホを取り出したんだけど……連絡先がわからん。前に電話番号を聞いておけばよかった。

　ちょうどそこで、スマホに着信があった。相手は葵だった。電話に出る。

『はろ～、武流っち。今日の部活には顔出せるかなって思ったんだけど、やっぱまだ行けそうにないわ。そっちに帰るの夜になりそう』

　葵は例の研究所騒動の事後処理で、ここしばらくＳＦＣの本部勤めになっていた。

　……待てよ。葵をうまく使えば、バージンスノウの情報も効率よく得られるんじゃないか？

『でさでさ、その事後処理が超大変なわけよ。上層部もまじうるさくてさ～』

　ぺらぺらと愚痴をこぼしまくる葵の話を遮って。

「なあ葵。お前、俺に貸しがあったよな？」

『え？　うん、まあ』

「あのさ、無理を承知でお願いするんだけど────」

　静かに聞いていた葵だったけど。

『や、だめに決まってんじゃん。国家権力をなんだと思ってんの？』

　俺の頼みは、あっさりと却下された。

「じゃあ明智の住所を教えろとまでは言わない！　ちょっとあいつの電話番号を調べて、俺に教えてくれるだけでもいいんだよ！」

『あのね、個人情報の流出は法律で禁止されてるんだよ？　そんなに明智くんとコンタクトが取りたいなら、ＳＮＳを使えばいいじゃん。彼はフォロワーが五万人いるとか言ってたし』

「返信がないかもしれないだろ！　こっちは急いでるから直接電話したいんだって！」

『そもそもなんで、そんなお願いをしてくるわけ？』

　うぐ。あんまり余計なことは言いたくないんだけどな。

「……ちょっと城之内さんのことを探りたいと思って」

『城之内って、あの刑事？　まさか武流っち……あの人が好きなの？』

「なわけあるかぁッ！」

　今年で一番笑えない冗談だよ。

『城之内さんの素性調査がしたいだけなら、あたしがやってあげてもいいけど。普段よく行くお店とか、彼氏はいるのかってレベルでよければ』

「いや、それはいい。あの人には近づくな」

『ん？』

　誰かに城之内理香を直接探らせるのは危険すぎる。葵はもちろん、明智もだ。だから明智には、電話で遠回しに話を聞くだけがベターなんだけど。でも。

『とにかく武流っちのお願いは、さすがに聞いてあげられない。悪いけど』

「そこをなんとか！　俺の命がかかってるんだよ！」

『あー、ごめん。もう切らなきゃ。んじゃね』

「お、おい葵!?」

　通話は一方的に切られてしまった。

　……ちくしょう、やっぱりだめか。葵から明智の連絡先を教えてもらうことは難しそうだ。こうなったら、城之内理香が勤める警察署に行って聞き込みでもしてみるか？　いや、そんなの自分から危険に飛び込むようなものだよな……。

　そこでスマホにメッセージが届いた。文芸部のグループチャットだ。確認すると。




マリー☆〈いつになったら部室に来るんですか!?　まだ私ひとりだけなんですけど!?〉




　ああ、部活のことをすっかり忘れてた。

　ひとまずバージンスノウについては後回し。俺は平穏な日常が待つ学校に向かった。







　ひと気のない校舎の昇降口を抜けて。静かな廊下を歩いて。

　文芸部という日常のドアを開けた俺は、凍りつくことになる。

「あー、もう！　遅いですよ、先輩！」

　むすっと頰を膨らませていたマリーが、カードゲームで遊んでいた。

　ほかの部員は、まだ誰も来ていない。マリーと遊んでいたのは、信じられない相手。

「やあ、桐原くん」

　なんでバージンスノウが、ここにいるんだ……っ!?

　その本性を知らないマリーは、ため息混じりで言う。

「たまたま城之内さんが見回りで来てくれたんで、相手してもらってたんですよ。先輩たちは誰も来ないんですもん。言っときますけど私、怒ってます」

「さて、桐原くん。さっきの続きといこうか」

　椅子に座っていたバージンスノウは、ゆっくりと立ち上がって俺に歩み寄る。

　マリーはきょとんとした顔で、俺とバージンスノウを交互に見つめていた。

「ま、待て待て！　お前、ここでやる気か!?」

「なにか問題でも？」

　心底わからないって顔をしやがる。マリーの前で戦うことが問題なんじゃない。学校で戦うってことが問題なんだ。夏休み中でも学校には登校中の生徒が少なからずいる。その敷しき地ち内ないで大立ち回りを繰り広げたら、騒ぎになるのは明白だ。

「くっ、どうしてもやりたいって言うなら、ついてこい！」

　今にも攻撃を仕掛けようとしていたバージンスノウに背を向けて、俺は部室を飛び出した。

「ああっ！　ほら、またどっか行った!?　私、もう帰っちゃいますよ!?」

　マリーに返している余裕なんてなかった。




　ちくしょう、なんであいつは学校にいる!?　なんで俺の日常に入り込んでくる!?

　ひとまず学校から離れるために、俺は廊下を走り、階段で一階まで駆け下りた。もうこのまま戦わずに逃げたいくらいだった。

　そこで妙な放送が飛び込んできた。

『家庭科室でガス漏れ警報器が鳴りました。校内にいる生徒は避難訓練に従って、すみやかにグラウンドまで移動してください。繰り返します────』

　え、あの研究所に続いて、ここでもガス漏れ……？

　そのデジャブすぎる放送を聞いて、思わず足を止めたところで。

「桐原くんは走るのも速いんだな。追いかけるのがやっとだよ」

　バージンスノウが追いついてきた。やや遅れて、何人かの男子生徒たちが俺たちの脇を駆け抜けていく。今の放送を聞いて、慌ててグラウンドに向かっているんだ。それでもバージンスノウは、周りなんて一切気にせず、平然と話を続ける。

「改めて自己紹介しようか。私は城之内理香。一応は組織の能力者だ。組織の連中からは、私の能力名をとって『絶対の聖域バージンスノウ』と呼ばれている。その能力は透明の『箱』を作ること。とてもシンプルだろう？」

「おい、今はそれどころじゃ……」

　バージンスノウは自分の真横にそっと手をかざすと。

「ぎゃっ!?」「ぐえっ!?」

　その脇を駆け抜けようとした後続の生徒たちが、見えない『なにか』にぶつかって、ひっくり返った。

「な、なにやってんだお前!?　おい、大丈夫か!?」

「うう、い、いてえ……」

　バージンスノウから意識を切らさないようにしつつ、見えない『なにか』に額を強打してうずくまる生徒たちに駆け寄った。額から血を流している奴もいた。

　困惑するそいつらを後ろの非常口に向かわせる。その間もバージンスノウは話をやめない。

「私が生み出す『箱』のサイズは、縦、横、高さの長さが最大で七メートル。そのサイズ内なら自由な形を作ることができるんだ。細長い棒状にすることも、今みたいに薄く高く伸ばして壁状にすることも可能だよ」

　廊下はまた俺たち二人だけになった。改めてバージンスノウを睨にらみつける。

「……一般生徒の前で能力を見せるなんて、どうかしてるぞ、お前」

「私はキミに敬意を評して、自分の能力を明かしてやってるんだよ。なにが不満なんだい？」

　また心底わからないって顔をしやがる。本当に不気味な奴だ。

「……お前は危険すぎる。今度こそ完璧に叩たたきのめしてやるから、表に出ろ」

「いや、せっかく人払いをしてやったんだから、ここで戦えばいいじゃないか」

　人払いを──してやった？

「ガス漏れがあった家庭科室は、この校舎の四階。ここでキミが電撃や爆発系の能力を使っても、さほど問題はないだろう。さあ、存分に戦おう」

　ちょっと待て。待ってくれ。

「まさか、家庭科室のガス漏れ騒ぎは……お前の仕業なのか……？」

「そうだけど？」

　まるで普段の会話のように。バージンスノウは一切悪びれることもなく、平然と肯定した。

「キミが学校に来る前に家庭科室に行って、こっそりガス栓を開いておいたんだよ。人払いができたほうが、キミも全力で戦えるかと思ってね」

「ば、馬鹿かお前!?　夏休み中でも、部活で学校に来てる生徒は大勢いるんだぞ!?」

「わかってるよ。家庭科室にも女子生徒たちが何人かいたしね。みんな部外者の私にも挨拶してくれるいい子たちだったよ」

　料理研究部の連中だ。だったらこいつ、家庭科室に生徒がいたにもかかわらず、こっそりとガス栓を開いたっていうのかよ!?

「そいつらがガス漏れに気づかず火を使っていたら、大変なことになっていたんだぞ……」

「だから？」

「なっ……」

　俺の言葉の意味がわかってないのか。いや、たぶんわかっているけど、興味がないんだ。

　今こいつの頭にあるのは、俺と戦うことだけ。ガス栓を開いたのはそのための準備でしかなく、料理研究部の連中がどうなろうと知ったことじゃない。バージンスノウは、そういう奴なんだ。

「ガス漏れ警報器が鳴ってから、消防が到着するまでの平均は約五分。ひとまずはその時間を存分に楽しもうじゃないか」

「こんなことがバレたら、警察をクビになるぞ……」

「そうだね。まあ試験はそれなりに勉強して合格したんだけど、仕方ないだろう」

　もはや仕事よりも、俺に対する興味のほうが勝っている。

「な、なんだよそれ……お前、警察のくせに躊ちゆう躇ちよなく人を殺して、学校のみんなを危険にさらして。それでも、なにも思わないっていうのかよ!?」

「思わないね。私は生まれたときから、感情が一部欠落しているんだから」

「なんだって……？」

「警察官になったのも、凶悪犯罪を目まの当あたりにすれば、少しは義憤に駆られるかと期待したからなんだけどね。でもどんなに凄惨な殺害現場を見ても、興味以上の感情はまったく生まれなかった。どうやら私にあるのは好奇心だけらしい」

　バージンスノウはその好奇心が宿る目で、俺の全身をじっくり見つめた。

「今は警察の仕事より、キミのことで頭がいっぱいなんだ。なあ桐原くん、これが『楽しい』って感情なのかい？　そしてキミが死んだら、私は『悲しい』って感情を抱くのかい？　とても興味があるんだよ」

　それは一応笑顔と呼べるものだけど、感情の含蓄はなにもなく。

「キミと心ゆくまで戦ってみたい。殺してみたい。楽しんでみたい。悲しんでみたい」

　ソレは一応人間だけど、緻密に描画された画面の向こうのゲームキャラみたいで。

　一応の笑顔がすっと消えて、能面のような顔になった。

「ぜひ教えてくれ」

「う、うあ……うあああああああああああ!?」

　爆裂魔法を撃ち込んだ。粉ふん塵じんが舞っている間に、廊下の窓から外に飛び出す。

　悲鳴と一緒に吐き出した感情は恐怖。バージンスノウが持ち合わせていないモノだった。




　廊下の窓の向こうは、静まり返った中庭だ。適当な木の幹に背中を預けてひと息つく。

「なんなんだ、あいつは……あんなクレイジー野郎は見たことがねーよ……」

　爆裂魔法は一応手加減して撃ったけど、あの直撃を浴びれば病院送りは確実だ。ひとまずはこれで静かな日常を取り戻せたはず。もう二度と会いたくは────なっ!?

　窓から出てきたその二度と会いたくない奴は、俺を見て一応の笑みを浮かべる。

「今の爆撃で二階の天井も崩落してきたよ。すごい破壊力だね」

「な、なんで無傷なんだ……？」

「あれ、せっかく能力の説明をしてあげたのに、聞いてなかったのかい？　『絶対の聖域バージンスノウ』の能力で作り出す透明の『箱』は、壁状に広げることもできると言っただろう」

　それは聞いた。でもそんなの簡単に砕けると思っていた。

「だ、だったら、これはどうだああああああああああッ！」

　両手の先から無数の火球を放つ。複数の敵を殲せん滅めつする範囲攻撃魔法、連弾火フオテイア球魔法・バレイズだ。それを一点に集中させて撃ち込んだんだけど。

　すべて、バージンスノウの前方に出現した透明の壁に防がれた。

「私の『箱』は決して砕けず、あらゆる物質の侵入を拒絶する。誰も踏み込めず、誰にも荒らされない絶対の空間。それが『絶対の聖域バージンスノウ』なのさ」

「そ、そんな馬鹿な……」

　今の連弾火フオテイア球魔法・バレイズは全力で撃ち込んだ。どんなに分厚いコンクリートでも簡単に穿うがつ威力だったはず。それでも奴には通用しなかった。おそらく威力なんて関係ないんだ。バージンスノウの能力は、本当にあらゆるものを拒絶するらしい。

「さあ、次はどんな技を見せてくれるのかな。興味が尽きないよ」

「く、くそ……」

　遠距離からの攻撃は一切通用しない。だったら、接近戦に持ち込むまでだッ！

　大地を蹴って、瞬時に間合いを詰める。相手が女だろうと知ったことじゃない。そのこめかみに拳を叩たたきつけて、一撃で眠らせてやる！

「病院で寝てろぉッ！」

　バージンスノウは『箱』で防御するかと思ったけど、屈かがんでかわす道を選んだ。体術の心得もあるらしく、右手で掌底を打ち返してきた。サイボーグの攻撃にも耐えられる俺の防御力の前に、人間の掌底なんて効くわけがない。だからかわすまでも────。

　その掌底が俺の腹に触れた瞬間、脳内に警告文が浮かぶ。

　──即死攻撃──

　一撃死になる攻撃を報しらせてくれる自動発動パツシブスキル、『即死警戒』が発動した。

「ッ!?」

　身をよじりながらバージンスノウを蹴りつける。同時にバックステップで距離を取った。

　そこで脇腹の激痛に気づく。見ると、制服が破れて肉が少し抉えぐり取とられていた。

「キミは本当にすごいね。この攻撃をかわしたのは、桐原くんが初めてだよ」

「今、なにをした……？」

　こいつの能力は、透明の『箱』を生み出すだけじゃないのか？　それなのに、どうして即死効果のある攻撃手段なんてもっている？

「私の『箱』は右手の先から生まれるんだ。無の状態から素粒子レベルで生成される『箱』を好きなサイズまで押し広げているんだよ。つまりだね」

　バージンスノウは校舎の壁に右手を当てた。

　ボゴッと鈍い音がして、そこに立方体の穴が空いた。

「直接手で触れた状態から『箱』を出現させて広げると、対象物に風穴が空くんだよ」

　決して砕けず、あらゆる物質の侵入を拒絶する『箱』だからこそ可能な必殺の一撃。あれをまともに食らえば、どんなに頑強な体の持ち主でも、風穴が空けられて死んでしまうだろう。

　冷たい汗が流れる。こいつは相当やばい。もう手加減なんて、できる相手じゃない……っ！

「ああ、いい目だね桐原くん。こうして対たい峙じしているだけで、ぞくぞくする。キミとはずっと戦っていたいよ」

「俺はそんなの、望んでねええええええええ！」

　バージンスノウに電撃魔法ケラヴノスを放つ。当たる直前に透明の壁でかき消される。

「恋とは相手に執着することらしいね。だったらこれは、恋と呼んでいい感情なのかな？」

「知るかコラアアアアアアアアアッ！」

　右手に光属性の魔法剣、光刃皇剣メルシルドソードを生み出してバージンスノウに斬りかかる。でも、それさえも奴の透明の壁によって防がれた。

　こ、これも効かねーのか!?　あの破壊神でさえぶった斬った最強の剣なのに!?

「桐原くんは本当に多才だね」

　透明の壁を消したバージンスノウが、右手を突き出してくる。例の必殺の一撃だ。浮遊魔法フロテイーアを使って、空に飛び上がってかわす。それでも。

　バージンスノウも同じように飛んできた。右手の先に出現させた透明の『箱』を、地面に向かって伸ばして土台にした。その伸縮自在の『箱』で、自分の体を持ち上げているんだ。

　中空の俺に肉薄してきたバージンスノウが、右手を伸ばしてくる。少し距離があったんで、直接さわられたりはしなかった。それでも『箱』はリーチの長い拳となって、俺のみぞおちを強く打つ。息が止まって落下した。

「かはっ……あ……」

　なんとか着地したものの、まだうまく呼吸ができない。離れたところに、バージンスノウも降り立った。

　以前荒垣さんは、能力をいかに応用するかが能力者の優劣をわけると言っていた。だとしたらバージンスノウは、天才の域に達している。右手の先に透明の『箱』を作るだけのシンプルな能力なのに、それを防御の壁として使ったり、空に浮き上がる土台として使ったり、対象物に風穴を空ける必殺の武器として使ったりする。俺が出会ってきた能力者のなかでは、間違いなく最強の部類だ。

　攻める方法がわからない。光刃皇剣メルシルドソードを両手で握ったまま、考えあぐねていると。

「おい、なにをしている桐原？」

　担任の先生がやってきた。その後ろには生徒たちも何人かいる。慌てて光刃皇剣メルシルドソードを消した。

「さっきの放送を聞いただろう。生徒は全員グラウンドに集合だぞ。そっちの女性は誰だ」

「え、ああ、それはですね……」

　どう答えるべきか迷っていたら、いきなり吹っ飛ばされた。バージンスノウが透明の『箱』を棒状に突き伸ばしてきたんだ。

「どうして剣を消したんだい？　敵の前で隙を見せるなんて、キミらしくもない」

「な、なに言ってやがる……」

　地面を転がった俺は、バージンスノウを睨にらんだ。

「お、おい、どうしたんだ桐原？　遊んでいるのか？」

　先生が俺を介抱してくれた。それでもバージンスノウは、気にせず歩み寄ってくる。

「さあ、武器を構えてくれ。それともまた火球か雷を撃つのかい？」

　こ、こいつ、正気か？　周りに人がいるのに、まだ続行だっていうのか……？

「こないなら、こっちから行くよ」

　理解の範はん疇ちゆうを超えている。バージンスノウには周囲なんて見えていない。俺と戦うことしか眼中にないんだ。衆目のなかで戦えば、おたがいの日常が崩れ去るっていうのに……！

「ふ、ふざけるな！　も、もう付き合ってられるか！」

　俺は先生を押しのけて、逃げ出すことにした。

「おや、どこに行くんだい？」

「お、お前のいないところだよ！　もう俺に……構うんじゃねえッ！」

　バージンスノウから離れることしか考えてなかったんで、まったく気づいていなかった。

　先生が来るよりも前から、校舎の影で俺とバージンスノウの戦いの一部始終を。




　奈々子が見ていたことに。
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　武流を追いかけていたバージンスノウは、駅前の交差点に差し掛かった。

　そこは繁華街なので、交通量も多い。それでも武流は信号を無視して駆け抜けた。バージンスノウもそれに続く。迫る車に対して右手をかざす。透明の箱を出現させて壁状に広げる。

　その決して砕かれない箱にぶつかった車は、派手な音を立てて大破した。後続の車と玉突き事故が発生する。

「も、もう来るんじゃねえッ！」

　武流は近くのゲームセンターに飛び込んだ。当然バージンスノウも続く。クレーンゲームに興じるカップルたちを突き飛ばしていくが、そちらには目もくれない。その意識は、ただ奥に逃げていく武流にだけ注がれていた。

　武流が店内の男子トイレに駆け込む。もちろんバージンスノウも躊ちゆう躇ちよなく入る。

「おや……？」

　武流の姿はなかった。すべての個室を開いて回るが、やはり誰もいない。窓から逃げたのかとも思ったが、格こう子しがあったのでそれも不可能。武流は密室状態から煙のように消えた。

「もしかして彼は、瞬間移動なんて真ま似ねもできるのかな。ふふ、掟おきて破やぶりのミステリー殺しだ」

　バージンスノウはゲームセンターを出て、その裏手に回ってみた。

　そこはひと気のない裏路地だったが、やはり武流の姿は影も形もなかった。

「逃げられたってわけか……まあ、絶対に探し出してみせるけどね」

　そうつぶやいたとき。

「どうして武流先輩を追い回すんですか？」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女がやってきた。武流と同じ文芸部に所属するマリーだ。

「さっき城之内さんが交差点で変な力を使っているところを見ました。武流先輩は城之内さんのせいで、部活を放り出して逃げたんですね」

　マリーは通つう学がく鞄かばんから分厚い洋書を取り出した。それを左手で持ち、右手をフリーにする。

「私、先輩たちと過ごす日常が気に入っているんですよ。城之内さんが何者かは知りませんけど、それを邪魔するなら────私が殺します」

　自分とカードゲームをしていたときの無邪気な目ではない。本物の殺意が宿る目だった。その隙のない立ち姿と相まって、小さな少女が巨大で獰どう猛もうな肉食獣に見えてくる。

「……なるほど。キミも『普通』じゃないのか」

　バージンスノウはマリーの全身を興味深く観察する。その視線が足元に向けられた隙を、マリーは見逃さない。

「炎の堕天使ゼフォンよ！　その灼やける翼をもって、この不敬なる者に粛清を与えよ！」

　その聖句に応じて、開かれた洋書のページから青白い火柱が立ち上る。蛇のようにのたうつ火柱は、バージンスノウの身を包み込む────はずだった。

　あらゆる物質の侵入を許さない『箱』が、その炎すらも防ぎきった。

　正確に言えば、マリーが生み出した炎は物質ではない。本来なら具現化するはずのない生命エネルギー、物質を超えた精神の概念だ。それでも『絶対の聖域バージンスノウ』の能力は、その概念の侵入すらも拒んでみせた。

「あ、あれ？　私の術が効かない……？」

　小首をかしげているマリーに、バージンスノウは言った。

「どうやらキミは、私たち能力者とはまったく別の存在らしいね」

「能力者？」

「ああ。能力者は瞬間的に異能の力を行使できるけど、キミの場合は手順が必要らしい」

「術式もなく力を発動できるわけがないじゃないですか。そんなことができるのは、私の知る限りひとりだけで」

「能力者にはそれができるんだよ」

　バージンスノウは右手の先から『箱』を棒状に伸ばして、マリーを吹っ飛ばした。

「え、かは……っ!?」

　転がっていくマリーを見て、バージンスノウは一瞬だけ迷う。

　桐原くんも面白いけど、この少女も面白い。だが。

「……どうも彼の周りには、不思議な連中が集まってくるみたいだね。やはり私は、彼が一番興味深いよ」

　マリーへの興味を手放して、武流を追うことにした。

「そうだね。彼の家にでもお邪魔してみようかな」
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「はあっ、はあっ……」

　ゲーセンのトイレから瞬間移動魔法メタスタシーを使って逃げた俺は、閑静な住宅街を走っていた。

　もうゲーセンからだいぶ離れたはずなのに。きっとバージンスノウも俺を見失ったはずなのに。不安は一向に拭えなかった。すぐ後ろにいるかもしれないし、そこの角から出てくるかもしれない。通行人たちを見ても、一瞬バージンスノウかと思って身構えてしまうほどで。

　俺はそれだけ、バージンスノウにびびっていた。

　普通は一般人に能力を見られることは避けるはず。今まで出会った能力者たちは、みんなそうだった。でもバージンスノウは違う。周りに誰がいようと、まるで気にしない。それはつまり、最低限の日常を守ることにも興味がないってことだ。

　だから学校の生徒たちを巻き添えにすることも厭いとわない。交差点で玉突き事故を起こしても我関せず。警察をクビになろうと関係ない。ただ自分の好奇心に従って、俺が築き上げてきた大切な日常を無む垢くな好奇心で蹂じゆう躙りんしてくる。それが奴の能力よりもはるかに怖かった。

「どうしたらいいんだ……」

　こちらの攻撃が一切通じない以上、退けるのは簡単なことじゃない。そもそも退けたとしても、俺に執着している以上、あいつはまた何度でも襲ってくるだろう。なにしろ奴には感情がないんだ。だから恐怖を植え付けて諦めさせることもできない。そんなバージンスノウを完全に止めるためには────。

　……暗殺？

「いやいや、アホか俺は。それこそ日常が崩壊するじゃないか」

　荒垣さんが「狙われたら街を出ろ」と言っていた意味が、今ならよくわかる。目をつけられた以上、もう俺に普通の生活は残されていない。平穏な日常なんてもうどこにも……。

「武流くん」

　電柱の影から女の子が姿を見せた。その見慣れた幼おさな馴な染じみの顔すら、一瞬バージンスノウかと思ってしまったけど。

「よかった……奈々子か」

　まだここに残っていた。俺にとって平穏な日常の代名詞が。どんな状況に陥っても、奈々子に会えば、普通の生活を思い出せる。普通の高校生に戻ることができる。

　現にさっきまでの不安が、噓うそのように晴れ渡ってきた。

　……はは、そうだよ。なんで俺は日常を諦めようとしていたんだ。俺は決して諦めない心で異世界エルファランドを救った男だぞ？　バージンスノウがまた襲ってきても、奴が諦めるまで何度でもぶっ飛ばしてやればいいじゃないか。誰にも力を見られないようにしてな！

「やっぱ奈々子は日常矯正器だな。大切な日常が、ガリガリと削られていくみたいで怖かったけど、お前に会った瞬間に」

　すると奈々子は。

「私も同じだよ。大切な日常が踏み荒らされた気分」

　バージンスノウみたいに感情のない声でそう言って。

　その全身がまばゆい光で包まれた。

「え……え？」

　な、なんだよこれ。なんで奈々子が光ってる？　学校の制服を着てたのに、なんで急に服装まで変わった？　なんで髪も金色になって伸びた？　なんで目も金色になって……。

　なんでお前が、あの魔法少女の姿に変身してんだよっ!?

「さっき学校でね。武流くんがあの女刑事と戦っているところを見たの」

　白と青を基調にしたドレスに身を包んだ奈々子は、容姿こそ別人だけど、口調はいつものまま。少し悲しそうな声色で、俺に言った。

「なんで武流くんが火球なんて撃てるの？　なんで空を飛べるの？　なんで電撃なんて出せるのっ!?　なんで私にそんな力を見られてしまったのっ!?」

「待ってくれよ……意味わかんねーって。まさかお前が、あのときの魔法少女だなんて、言わないよな……？」

「あのときって、いつのこと!?　私が旅館の近くで怪人と戦っていたときのこと!?　それとも如月きさらぎ海洋生物研究所で私が催眠弾を撃ち込んだときのことっ!?」

　うそだよな……違うよな、奈々子？　お前まで『普通』じゃないなんて、絶対違うよな？

「奈々子ちゃん！」

　ウサギみたいな小動物が駆けつけてきた。信じられないことに人語をしゃべりながら。

「だめだよ奈々子ちゃん！　戦ったらだめ！　武流くんは大切な人なんでしょ!?」

　奈々子の足元にすり寄った小動物が、必死に叫ぶ。それでも奈々子は一いち瞥べつもくれない。

「ごめんソルちゃん。どこかに行ってて」

「でも……っ！」

「お願いだから」

　冷たく突き放された小動物は、しばらく俺と奈々子を交互に見つめていたけど。

　やがて無言のまま、どこかに飛び去っていった。

「武流くんが超人レイダーだったなんて、考えたこともなかった。私、本当に、武流くんのこと……」

　魔法少女の格好をした奈々子は、目元をそっと拭うと。

　その手に光の粒子を収束させていった。光はやがて、前にも見たステッキの形になる。

「あの研究所にいたのも武流くんなんでしょ？　だったらもう、言わなくてもわかるよね」

　──私たち魔法少女は、世界の調停者。世界のバランスを崩しかねない異質なもの、超人レイダーはすべて排除しなければならない──

　あのときの魔法少女は、確かにそう言った。あの無害なゆりっぺでさえ殺そうとしたんだ。

　でも俺はまだ、信じられなかった。信じたくなかった。

「はは、なんだよこれ。なんなんだよこれ。俺たちは、どこにでもいる普通の幼おさな馴な染じみだよな？　この間まで、よくおたがいの家で遊んだり、学校で話したりしてたよな？」

「そうらしいね」

「らしいねって……なんでそんなに他人ひと事ごとなんだよ!?」

「だってそのほとんどは、私じゃない。私の姿に変身したソルちゃんだから」

　ソルちゃん？　さっきの小動物のことか？

「夏休みに入ってからも、生徒会業務を手伝ってくれたらしいね。そのあと一緒にスーパーに買い物に行ったんだって？」

「あ、あれもお前じゃなくて、さっきの小動物が変身した姿だってのか……？」

「うん。私は魔法少女になった中学三年生の頃から、ほとんど武流くんとの思い出を共有していない。超人レイダーの排除や街の巡回で忙しかったから」

　そんな……そんなことって。

　奈々子の全身から、爆発する勢いで神こう々ごうしい神気が放たれた。手にしていたステッキが、刺突剣の形に変化する。

「超人レイダーは超人レイダーを呼び寄せてしまう。だから相手が武流くんだろうと、私は世界の調停者として見逃すわけにはいかないの。この手で……こ、殺さないといけないの」

　ころさないとって、なんだ？　コロサナイトって、なんだ？　そんな意味不明な言葉、奈々子の口から出るわけがない。

「……せめて一瞬で終わらせてあげるから」

　ああ、そうか。きっと俺は夢を見てるんだ。バージンスノウなんて奴も最初からいなくて、奈々子も魔法少女なんかじゃなくて。きっと目を覚ましたら、まだあの旅館の部屋なんだ。それから文芸部のみんなの前で、俺はこの変な夢の話をするんだよ。そしたら奈々子もやってきてさ。いつもの顔で。いつもの日常的な笑顔で。きっとこう言ってくれるんだよ。

『えー、私が魔法少女？　私、そんな少女趣味があるように見えるかなぁ？』

「私はすべての超人レイダーを消す魔法少女ファム・ファタール！　死んでもらうよ武流くんッ！」




　どうやら俺は逃げたらしいけど、よく覚えてない。

　だってそうだろ。こんな最低な夢なんて、いちいち覚えてられないじゃないか。
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　武流が瞬間移動をして逃げたあと、奈々子は事務的に魔法少女の変身を解き、習慣的に街を巡回して、機械的に公園のベンチに腰をおろした。

　どれだけの時間を呆ぼう然ぜんと過ごしていただろう。それまで冷静に感情をコントロールしてきた奈々子だが、とうとう涙が一筋落ちた。

「……なんで武流くんなの」

　一度涙が流れたら、もう歯止めが効かない。

「なんで武流くんが超人レイダーなのっ!?　なんで私の大好きな人が、超人レイダーだったのっ!?　なんで、なんで……こんなの、あんまりだよ……っ！　うわああああああん！」

　人目も気にせず、大声で泣くじゃくった。

　超人レイダーは超人レイダーを呼ぶ。意図せずとも呼び寄せてしまう。武流は超人レイダーだったから、あの女刑事を呼び寄せたのだ。そして学校で常軌を逸した戦いを繰り広げた。誰も巻き添えにならなかったからよかったものの、安全だった保証はどこにもない。その超人レイダー同士の戦いに巻き込まれて命を落とす人だって、いたかもしれないのだ。母や高速バスの乗客たちのように。

　自分は世界の調停者。すべての超人レイダーを排除する魔法少女。たとえ排除対象に仲のいい幼おさな馴な染じみが含まれていようとも──それは奈々子にとって、悲劇以外の何物でもないけれど。

　例外を作ることはできない。

　母が死んだあの日。魔法少女になったあの日。すべての超人レイダーを消すと誓ったのだから。

　涙を拭って立ち上がる。武流を探そうと思って歩き出したところへ。

「奈々子さん？」

　振り向くと、雛代紗姫がいた。

　自分はこれから紗姫たち文芸部の連中から、武流を奪うことになってしまうのだ。

「どうしたの？　泣いてるの？」

　でもそれも仕方ないこと。奈々子はもう一度目元を拭った。

「別になにも」

　そう言って立ち去ろうとしたとき。

　奈々子の頭に警告音が鳴り響いた。

　え、ソルちゃんからの信号……？

　魔法少女のサポートコンパニオンには、主人にさまざまな信号を送る機能がある。魔法少女の代わりに人間の姿で過ごすことが多いため、有事の際はそれで連絡を入れるのだ。

　そして今、奈々子が受け取った信号は、滅多に送られることがない救援要請だった。

　ソルちゃんが私に、助けを求めてる……？　そういえば、さっき追い払ってしまったときから姿を見ていないよ……!?

「どこに行ったのソルちゃん……なにがあったの!?」

「ソルちゃん？　それは奈々子さんのペットかなにか？」

　紗姫は首をかしげたが、もう構っている場合ではなかった。

　ソルフェージュは奈々子が魔法少女になったときから、ずっと一緒にいた相棒だ。ケンカをすることもあったけど、いつも奈々子を気遣い、いつも傍そばにいてくれた大切な親友なのだ。

　すでに駆け出していた奈々子に、紗姫がもう一度声をかけてくる。

「待って奈々子さん。なにか問題が起きたなら、力になるわ」

　それはとても優しくて、とても頼もしい言葉だったけど。

「もう私に関わらないで！」

　奈々子は走り去った。

　奇くしくも、かつて紗姫がよく口にしていた、拒絶の言葉を残して。
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　静かなカラオケルームのドアが、突然がちゃりと開かれた。

　うずくまっていた俺が、ゆっくり振り向くと。

「……なにその生気のない顔」

　雛ひな代しろさんだった。ほっと胸をなでおろす。あれから家に戻ることもできず、カラオケに逃げ込んだあと、俺が電話で呼んだんだ。

　連絡したのは雛代さんだけだったのに、なぜかその後ろには。

「探しましたよ武たけ流る先輩！　話したいことがあったのに電話にも出てくれないんですから！」

「ほんとだよ。んで紗さ姫きちんに連絡入れたら、ちょうど武流っちに呼ばれてるって言うんで、無理やり合流して一緒に来たわけよ」

　マリーと葵あおいもいた。

　……まあいいか。これでみんなとは、しばらく会えなくなるんだし。

　雛代さんはカラオケルームのガラステーブルに、旅行用のバッグを置いた。

「一応頼まれていたものは全部詰めて持ってきたけど、これどうするわけ？」

　今夜、この街を出るんだよ。

　正直にそう言ったところで、理由を問い詰められるのは目に見えている。雛代さんたちにはまだなにも話してないし、話すつもりもない。だから俺は、

「ちょっと旅行にな」

　そう答えておいた。

「……なにがあったの？」

　それこそ言えるわけがない。

　奈な々な子こに狙われる立場になったなんて。

　悪夢だと思いたかった。でもこれは現実なんだ。

　俺が日常の象徴だと思っていた奈々子も、俺たちと同じく普通の人間じゃなかった。しかも世界の調停者として、すべての超人レイダー──つまり普通じゃない連中を排除する使命をもった魔法少女だった。

　だからあいつは、俺でさえ排除しようとしてきた。

　いや、もっとちゃんとした言葉を使おう。あいつは俺を『殺そうとしてきた』んだ。

「おえ……っ」

　その言葉を考えただけで、吐き気がもよおしてくる。深すぎる絶望がこみ上げてくる。

「だ、大丈夫？　なにか飲み物、頼もうか？」

「……いや、いい」

　じつは俺、初めて魔法少女を見たときから、うっすら思っていたんだよ。あれは奈々子なんじゃないかって。見た目は違ったけど、幼稚園の頃からずっと一緒だったんだ。だからなんとなくわかってしまった。でも俺の脳が、それを否定した。考えないようにしてきたんだ。

　バージンスノウだけなら、いくらでも耐えられた。でも奈々子にまで命を狙われるなんて、さすがに無理だ。一番安全だと思っていた日常が、一番無防備なところから俺の心をバラバラに斬り刻んでいったんだ。

　だからこの街を出る。もうここには、平凡な日常なんて、カケラも残ってないんだから。

「急に旅行なんて、どこに行くの？」

「母さんたちが帰省中の田舎にな」

　とりあえずそこに行ったあと、遠い街に引っ越そうって説得するつもりだ。現実的じゃないのはわかってるよ。でも俺にはもう、それしか道は残されてないんだ。

「私に荷造りまでさせておいて、本当にただ帰省するだけなの？」

「悪いと思ってるよ」

　黙って聞いていたマリーが、ぽつりと言った。

「あの刑事が関係してるんですね」

　その青い瞳が、一瞬だけ赤い魔ま眼がんに変化した。

「あいつが武流先輩をいじめたんですね……だったら今度こそ、闇の力を使って殺してやる」

「ちょいちょい、マリーちゃん。闇の力って、なんの話をしてんの？」

「あー、えっと……ああ、もう！　だから私ひとりで来たかったんですよ！」

　マリーが地団駄を踏む横で、雛代さんがぽつりと漏らした。

「やっぱりあんた、例の『雪』に会ったのね……どんな容姿だったか教えて」

「ちょっとちょっと紗姫先輩！　なんで天気の話なんかしてるんですか!?」

「それはえっと……ああ、もう！　だから私ひとりで来たかったのに！」

　雛代さんも地団駄を踏んだ。隣の葵が口を開く。

「よくわかんないけど、みんないろいろあるんだね」

「そういえば、葵も武流に用があるって言ってたわね。なんの用件なの？」

「あー、それはね～……ああ、もう！　だからあたしひとりで来たかったのに！」

　葵の奴、あえて天丼かましやがったな。にやけながら地団駄まで真ま似ねすんな。

　でも、そんないつもの光景でさえ、俺は笑えなかった。

「…………本当に大丈夫？　すごくやつれてるわよ」

　雛代さんに言われて初めて知った。俺はそんなにやつれているのか。

　みんなと会って気が和らいだのは確かだけど、それ以上に辛つらいんだ。この街にいることが怖いんだ。この街のいたるところには、奈々子と一緒に過ごした思い出が残っている。でもここにいたら全部、殺意をむき出しにしたあの奈々子の姿で上書きされてしまう。あの思い出の日々まで失うことが、あいつに命を狙われることが、辛つらくて、怖くて、仕方ないんだ。

「……悪いけど、みんなもう帰ってくれ」

　ぽつりと言った。

「俺は思ってた以上に、変な奴を呼び寄せる体質だったらしい。こんな俺が普通の日常を送ろうだなんて、最初から無理な話だったんだよ」

「「「変な奴って私（あたし）のこと？」」」

　三人同時に言いやがった。ツッコミを入れる気にもなれない。お前らだけだったら、どれだけマシだったか。

　うつむいたまま口ごもる俺を見て、みんな部屋から出て行くことにしたようだ。

「武流先輩。その旅行からは、すぐに帰ってくるんですよね？　そのままいなくなったりしませんよね？　そんなことしたら私……地の果てまで追いかけてやりますからね」

　まずはマリーが退室した。

「んじゃ、あたしも行くわ。なんかあるなら相談しなよ？　早くいつもの武流っちに戻ってくれることを祈ってるから」

　続いて葵も。

「絶対に日常を諦めないあんたが、そんな弱音を吐くなんてね」

　最後は雛代さんだ。

　諦めないとか、そんな次元の話じゃない。そもそもその日常が、日常じゃなかったんだよ。

「でも私は……いつでもあなたの味方よ」

　それだけ言って、部屋を出て行った。

　みんな聞きたいことや、言いたいことはたくさんあるはずなのに、必要以上に問い詰めてこなかった。たぶん消沈してる俺に気を遣ってくれたんだな。今はそれがありがた────。

「ごめん武流っち！　忘れてた！」

「うわあ!?」

　葵がひとりで引き返してきた。手に持っていた紙袋を突き出してくる。

「はいこれ、おみやげ。ＳＦＣ本部の近くにある和菓子屋さんのお団子。超うまいよ？」

「……別にそんなのいらないんだけど」

「いいから中を見てみ？」

　言われたとおり、紙袋の中を覗のぞいてみたら────あ。

「頼まれていた明あけ智ちくんの連絡先だよ」

　葵はにっこり笑って言った。

「武流っちから『命がかかってる』なんて言われたら、さすがにね。なにがあるのか知らないけど、絶対に悪用しないって誓って。信用して渡すんだからね」

　ありがたいけど、もう今の俺には必要ない。なにもかも捨てて、街を出て行くんだから。

「ちょっと葵先輩！　ひとりだけいつまで話してるんですか!?」

　マリーも戻ってきた。その向こうには雛代さんもいる。

「ごめんごめん。んじゃ、あたし行くわ」

　葵は最後にもう一度だけ俺に振り向いて。

「あたしは武流っちのこと、信じてるから」

　今度こそみんなと立ち去っていった。

　ひとりになった俺も、しばらくしてからカラオケを出た。




　バージンスノウや奈々子に見つからないように、あたりを確認しながら慎重に駅に向かう。

　するとスマホにメッセージが届いた。雛代さんからだった。




雛代紗姫〈さっきは言いそびれたけど、カラオケに行く途中で奈々子さんに会ったわ。ソルちゃんとかいうペット（？）がいなくなったみたいだけど、心当たりある？〉




　ソルちゃん──ああ、あの喋しやべるウサギみたいなやつか。

　……そういえば小学生のときも、似たようなことがあったな。奈々子が飼っていた小鳥がいなくなったんだっけ。俺は奈々子と一緒に、夜遅くまで街中を探し回ってさ。その小鳥が奇跡的に公園で見つかったとき、奈々子は泣きながら心底嬉うれしそうに笑ったんだ。親にはめっちゃ怒られたけど、奈々子のあんな顔を見られたんだから、まったく気にならなかった。

　あいつは今も、あの小鳥を探していたときみたいに泣いてるのかな……。

　でも今度ばかりは、手を貸してやれない。もし奈々子に会ってしまえば、あいつは俺を殺そうとしてくるから─────────────────いや、待てよ。

　さっき葵からもらった紙袋を見た。




　　　　◇




「葵先輩はずるいですよ！　紗姫先輩がそっとしておこうって言ってたのに！」

　カラオケからの帰宅途中、マリーはずっと怒っていた。

「私だって武流先輩といろいろ話したかったのに、ぐっと我慢してたんですからね!?」

「ごめんごめん。おみやげを渡しに戻っただけじゃん」

　葵は一応謝っているが、その表情からして悪いと思っていないのは明らかだ。

　紗姫はこの二人と武流のもとに向かっていたとき、あまり刺激せず、いつもどおりに接してあげようと提案していた。武流から電話で『数日分の着替えを旅行バッグに詰めて、持ってきてほしい』と言われた時点で、かなり追い詰められていることがわかったからだ。

　それは実際に本人の顔を見て、確信に変わった。

「でも本当に……らしくなかったですね、武流先輩」

　マリーが消沈気味に言った。葵も殊勝な面持ちでうつむく。

「だね。顔がめちゃ真っ青だったし。いつもどおりに接するのも辛つらかったよ」

「みんなも心配だと思うけど、武流のあの感じだと下手に連絡しないほうがいいわ……あいつには今まで、無理をさせすぎたから……」

　最後のほうは紗姫の独り言だったが、しっかり二人にも聞こえてしまっていた。

「ですね。ほんと武流先輩はいつも無茶ばっかりするんですから」

「そうそう。人一倍強いからって、がんばりすぎなんだよね」

「……あんたたちもなんかあったの？」

「え、あー、いや、別になにもありませんけど？」

「あ、あはは、ほら、武流っちって、夏休み前から張り切りすぎだったじゃん！」

　みんなと別れる交差点に差し掛かった。そこでマリーがもう一度、不安を吐露した。

「……武流先輩、旅行って言ってましたけど、本当にちゃんと帰ってくるんでしょうか」

　紗姫も同じことを考えていたが、信じるしかない。

　……大丈夫よね、武流。このままいなくなったり、しないわよね。

「大丈夫だと思うよ」葵がいつもの調子で言った。「なにがあったのか知らないけど、武流っちはきっと元通りになって帰ってくる。あたしは断言できるんだ」

「でも……葵は心配じゃないの？」

「うん。だって宇宙人が保証してくれたから」

　葵はにっこりと笑って。

「武流っちはそのうち、この世界を救ってくれる英雄になるんだよ。英雄が逃げたまま終わるわけないじゃん」

　それはいつもの冗談の類だろうけど、紗姫には不思議と信じられた。




　みんなと別れたあと、紗姫はアパートの前まで戻ってきた。

　街灯の下に誰かが佇たたずんでいる。上下黒のスーツを身につけた女だ。

「やあ、ちょうどいいところに。雛代紗姫さんだよね？」

　その女は、刑事の城じよう之の内うち理り香かだった。

「さっき桐原くんの家に行ってみたんだけど、誰もいなくてね。彼の行き先について、なにか知らないかな？」

「さあね」

　脇を通り抜けようとする。城之内は紗姫の肩を摑つかんできた。

「まあ、待ちなさい。桐原くんが行きそうな場所の心当たりだけでも、教えてくれないか」

　その左手を払いのけた。そして傍そばの電柱にさわる。

「おいおい、意外と乱暴な子────────ッ!?」

　引力が発生する。『黄金妃の誘引クレオパトラ』の能力で、城之内の体は傍そばの電柱に激しくぶつかった。

　紗姫は長い髪を振り払って身構えた。

「間違っていたら謝るわ。あんたがバージンスノウね？」

　その姿を見たとき、荒あら垣がきから聞いていた外見的特徴と一致すると思ったのだ。

　そして城之内は、

「……確証を得る前に先制攻撃か。ふふ、もしかして私に近いタイプなのかな」

　認めたようなものだった。やはり城之内がバージンスノウで間違いない。

「まさかキミまで普通の人間じゃないなんて驚いたよ。もしかして桐原くんのいる文芸部は、みんなそうなのかい？」

　言っている意味がわからない。文芸部は自分と武流を除いて、みんな普通の学生なのに。

　でも今の紗姫にとって、そんなことはどうでもいい。

「私のところに来てくれて嬉うれしいわ。あんたは義に兄いさんに重傷を負わせた挙句、武流にも手を出したわね。あんただけは絶対に許さない」

　傍そばにあった自動販売機に触れた。

　自動販売機はごとりと音を立てて、未いまだに強く電柱に貼り付けられているバージンスノウに向かって飛ひ翔しようする。最低でも骨折は必至の、重い一撃になるはずだった。

　しかし。

　バージンスノウは迫り来る自動販売機に向けて、フリーになっている右手をかざした。それだけで、自動販売機は見えないシールドのようなものにぶつかって、その飛行を止める。

　紗姫の能力が生み出す引力と、バージンスノウの能力が生み出す見えない壁。その軍配は、後者に上がった。見えない壁が砕ける様子は一切なく、中空に浮かぶ自動販売機はミシミシと音を立てて、まるでアルミ缶のように少しずつ押し潰されていく。

「引力を操る能力か。それなりに面白いけど、もうただの能力者には興味がないんだ」

　バージンスノウは自分の体を電柱に貼り付けている引力の発生箇所、さきほど紗姫が触れた場所の近くに、右手を当てた。ボゴッと鈍い音がして、電柱に風穴が開く。それにより、引力の束縛から解き放たれてしまった。

　続いて紗姫に右手を向ける。同時に紗姫は後ろに数メートルも吹き飛ばされた。見えない柱が腹部に突き刺さったような衝撃だった。人形のように地面を転がって、倒れ伏す。

　その一撃は紗姫から呼吸の自由を奪ったが。

「く……かはっ……」

　敵てき愾がい心しんだけは奪えなかった。歩み寄ってくるバージンスノウを、うつ伏せの状態で鋭く睨にらみつける。

「なあ、本当は桐原くんの居場所を知っているんだろう？　彼はどこだ？　田舎の家かな？」

「た、たとえ知っていたとしても、あ、あんたなんかには」

「そうか」

　バージンスノウは、紗姫の傍そばに屈かがみ込こんで組み伏せた。その背中に右手を押し当てる。

「キミを殺せば、向こうから姿を見せるかもしれないね」

「どうぞ」

　端的に言ってやった。

「ほう、死ぬことを恐れないのか……」

　紗姫の態度がバージンスノウの興味を引いたらしい。

「やはり私と同じ匂いがする。キミも感情を持ち合わせていないのかな？」

「……あんたなんかと一緒にしないで。私はあんたが怖いわ。死ぬのが怖いわ」

　かつて『鉄仮面のヒナシロ姫』と呼ばれていた紗姫は、感情を表に出さずに過ごしてきた。

　でもそれはあくまで、隠していただけ。裏には強い感情があったのだ。

　普通の女子高生として平穏な毎日を過ごしたい。友達と一緒に、笑って、泣いて、怒って、悲しんで。そんな普通の日常を送りたいという、強い願望があったのだ。

「……わからないな。死を恐れるなら、なぜ桐原くんをかばう？　素直に吐けば、キミは死なずに済むんだよ。逃げてばかりの彼に、そこまで義理立てする必要はあるのかい？」

「あんたは平凡な日常って興味ある？」

「なんの話かな。そんなものに興味があるわけないだろう」

「ふふ、だったらあんたには、一生かかってもわからないわ。さあ、早く殺しなさい」

　紗姫は覚悟を決めた。バージンスノウは────まだ行動を起こさない。

「……死を恐れているのに、恐れない。なんなんだ、それは？」

　バージンスノウは自分がもたない『感情』というものに、興味があるのだろうか。

　紗姫は揺さぶりをかけてみた。

「あんたはなにひとつ知らないまま、老いて死んでいくのよ。感情も、平凡な日常のありがたみも、武流の本当の強さも、なにひとつわからないままね」

「桐原くんの強さ？　それと感情がどう関係しているんだ？　教えろ」

「だから言ってもわからないわよ。あんたは武流を逃げてばかりだと非難したけど、あいつは本当に無敵なの。弱いあんたなんか絶対に敵かなわない。一発でやられてしまうわ」

「私が弱い、だと……？」

　バージンスノウが動揺する。紗姫を組み伏せていた力が弱まる。

「はっ、なにをバカな。その桐原くんは、私を恐れて逃げたんだぞ？　それなのに、なぜ私のほうが弱いことになる？　どう考えても感情のない私のほうが……」

　紗姫は振り切って立ち上がった。

「だからこそあんたは弱いのよ！　武流は、誰よりも全力で日常を愛して、笑って、怒って、悲しんで、恐怖して！　だから強いの！　日常を失うことに興味もなく、それを恐れないあんたなんかが勝てるわけないのよ！」

「………………わかった。もう黙れ」

「人は感情をもっているから強いの！　それがないあんたなんて、武流には絶対に……っ！」

「黙れええええええええええええええええええええええッ！」

　絶叫したバージンスノウは、紗姫を力一杯に殴りつけた。古いブロック塀にぶつかって、ずるずるとへたり込む。

「はあっ、はあっ……」

　バージンスノウは肩で息をする。能力を使わずに人を素手で殴り飛ばしたのは、初めてのことだった。

「なんだこれは……どうして咄とつ嗟さに手が出てしまったんだ……」

　突如現れた違和感の正体────それは怒りの感情だった。




　　　　◇




　バージンスノウは目的地もなく、ふらふらと夜の街をさまよっていた。通行人にぶつかっても興味を示さない。それより気になるのは、紗姫と対たい峙じしていたときの自分の変化だった。

　あのとき、とても不快なナニカが心を踏み荒らした。昏こん倒とうした雛代紗姫を殺そうとも考えたが、それは彼女の言葉を認めてしまうことになると思い直して、踏みとどまった。

「……私には感情がないから弱いだと？　好奇心だけで動く私は弱いのか？」

　幼い頃から周りに言われ続けてきた。お前には心がないのかと。夜中に遠とお吠ぼえするから迷惑だと言われていた野の良ら犬いぬを殺してやったときも。いじめられて泣いているクラスメイトの代わりに、いじめっ子の両腕をへし折ってやったときも。

　誰も褒めてくれなかった。行動を起こすたびに、心がない、感情がない、と罵られてきた。

　人のためにやったことなのに、なぜ罵られるのかわからない。だからバージンスノウは、誰かのために動くことをやめた。ただ自分の好奇心に従って生きてきた。興味だけで動き、それ以外はなにもしない。そういう生き方を選んだ。

　能力者組織に入ったのも、単に興味があったからだ。そこで自分は、いつしか最強の一角と呼ばれるようになっていた。それも当然のこと。感情がない自分は、どんな状況でも理性的に動くことができる。殺人でも強盗でも、興味さえあれば、なんだって冷静に完遂できる。

　しかしほかの連中は、そうではない。怒ったり、悲しんだり、怖がったりするから、そこに隙が生まれて、行動に制限ができてしまう。感情というものが足あし枷かせになってしまうのだ。

　野の良ら犬いぬを殺すのは『かわいそう』。だから遠とお吠ぼえに悩まされる。いじめっ子は『怖い』。だから歯向かえない。意味がわからない。感情なんてマイナスでしかないのに、どうして人はそれに縛られているのだろう。バージンスノウは感情とやらに興味をもった。

　それでも根幹は変わらなかった。感情なんて弱みになるだけ。それを抱えて生きている人間は弱い。そう思って見下してきたのだ。しかし。

　紗姫には感情をもっていないから「弱い」と言われた。怖がって逃げた武流のほうが「強い」と言われた。

　電柱を殴りつける。能力を使えば手を傷めずに済むのに、やはり素手で殴ってしまった。

「ずいぶん荒れていますね」

　後ろから声をかけられた。振り返る。

　シルクハットの怪人、マッドハッターが佇たたずんでいた。

「まさか『怒っている』のですか？」

「バカなことを言うな。殺すよ」

「ふふ……まあいいでしょう」マッドハッターは続ける。「いよいよ計画は最終段階に入りました。これより我らが王、破壊神様を復活させる儀式を始めます」

「それはつまり、もうあの魔法少女と戦ってもいいってことだね？」

「ええ、どうぞ。彼女の始末はあなたに任せますよ」

　バージンスノウの好奇心が膨れ上がってきた。

　あの魔法少女……朝倉奈々子は、ひとつの能力しかない自分たち能力者と違い、様々な力をもっている。きっと桐原武流と同等か、それに近い存在だ。だからこそ興味がある。だからこそ戦ってみたい。

「魔法少女は儀式の場に現れるはずですが、儀式が終わるまではまだ殺さないでくださいね」

「わかっているよ。では車を回してくる。ふふ……これは『楽しみ』という感情なのかな」

　感情をもつ人間を見下しているはずなのに、その感情に興味がある。

　バージンスノウはその自己矛盾に気づいていなかった。




　　　　◇




「ソルちゃんを返せええええええええええええッ！」

　魔法少女の姿で飛ひ翔しようする奈々子が、ステッキを変化させた弓から魔法の矢を放つ。

　それは一匹の低級怪人に直撃し、星ほし屑くずを撒まき散ちらして爆散させた。

「くっ、やはり我々では手に負えん！」

「振り返るな！　急いでそいつをマッドハッター様に届けろ！」

　ソルフェージュからの救援信号を受けて向かった先に、こいつらがいた。

　五十体以上にのぼる、低級怪人の群れ。夜空を覆い尽くすその群れの中に、ソルフェージュを抱えている奴がいた。その意図は不明だが、シルクハットの怪人、マッドハッターのところに連れて行く途中だったらしい。

「ソルちゃんだけは、ソルちゃんだけは…………失えないのッ！」

　奈々子はさきほど、とても大切な幼おさな馴な染じみを失った。もう武流とは一緒に過ごせない。いずれ倒さなければならない敵になったのだ。

　学校にも友達はいない。奈々子が登校すれば大勢のクラスメイトに囲まれるが、それはほとんど、自分の代役として通っているソルフェージュが築いた交友関係なのだ。

　──奈々子ぉ、この間の体育のマラソン、きつかったよね──

　それは私じゃない。

　──ねえ、奈々子。今度の日曜日に遊びに行く約束だけどさ──

　私は約束なんてしていない。

　──聞いた？　よっぴが五組の相あい沢ざわくんに告ったらしいよ──

　よっぴなんて知らない。相沢くんなんて知らない。そもそもあなたは誰。

「私にはもう、ソルちゃんしかいないのッ！」

　魔法少女になったときからわかっていた。きっと自分はひとりぼっちになってしまうと。

　それでも耐えた。もう母のような犠牲者を出さないために、超人レイダーは殲せん滅めつすると誓ったから。

　まだ耐えられた。親友になってくれたソルフェージュが、いつでも傍そばにいてくれたから。

　武流に続いて、ソルフェージュまで失ってしまうと、本当に独りになってしまう。

「うああああああああああああああああああッ！」

　矢を放ちながら、低級怪人の群れに特攻を仕掛ける。

　伸ばされる手をかいくぐり。火球を吐き出してくる敵に矢を撃ち込み。強きよう靭じんな足で蹴りつけられても前に出る。そして。

　敵が抱えていたソルフェージュを強引に奪還した。

　その親友は、奈々子の腕のなかでぐったりしたまま、目を覚まさない。

「ソルちゃん！　ソルちゃん！　目を開けて！」

「そいつをよこせえええええええッ！」

　低級怪人の一体が、口から火球を吐き出してきた。

　腕のなかの親友に気を取られていた奈々子は、背中に直撃を受けてしまう。

「あぐっ……」

　翼が焼かれ、飛行制御を失い、眼下に広がる山に向かって落下していく。

　それでもソルフェージュだけは絶対に手離さない。低級怪人たちが、自由落下する奈々子を追ってきたが。

　奈々子は残りの力を振り絞って、ぐんと降下速度をあげた。

「貴様、まだそんな余力が……!?」

　ここが山の上空でよかった。深緑の山中に飛び込んだ奈々子は、樹き々ぎの間をすり抜けながら低空飛行を続けて────適当なところで着地した。

　膝からがくりと崩れる。自分でも気づかなかったが、思った以上に疲労とダメージが蓄積していたらしい。空を見上げると、幾重にも重なる葉の隙間から、数匹の低級怪人が巡回飛行している様子が見えた。山中に消えた奈々子とソルフェージュを探しているのだ。

　もう少し安全な場所まで移動したいところだけど……。

「こっちにおいで」

　樹木の影にいた少年に声をかけられた。その相手は。

「あ、明智くん……っ!?」




　高校生探偵の明智公こう平へい。

　奈々子は彼の案内で、近くにあった山小屋にやってきた。そこは打ち捨てられた山小屋のようで、入り口には分厚い錠が下げられている。それでも明智は簡単に錠を開けてしまった。

「探偵ならこれくらいできないとね。ほら、中に入りなよ」

　ここが見つかるのも時間の問題だが、外気にさらされているよりは、ずっと休める。

　奈々子は眠り続けるソルフェージュを胸に抱いたまま、埃ほこりだらけの椅子に腰掛けた。そして不自然なタイミングで現れた明智に目を向ける。

「……なんで明智くんが、こんなところにいるの？」

「さっき武流くんから依頼を受けたんだ」

「え？」

　予想外の答えに、思わず目を丸くする。

「魔法少女の格好をした子のペットが行方不明になったから、探してほしいってね。ペットの捜索依頼なんて、探偵の僕にとっては簡単な仕事だったんだけど……正直驚いてる」

　明智は奈々子の全身をじっくりと観察した。

「まさかキミが、ただのコスプレじゃなくて、本物の魔法少女だったなんてね。しかも背中に羽を生やした連中と戦っていた。まさに僕が追い求めていた不可思議の世界じゃないか」

　言いながら窓まど際ぎわに背を預けて、外に目を向けた。低級怪人が来ないか監視しているのだ。

「キミたちの正体は気になるけど、どうせ聞いても教えてくれないんだろう？」

「……うん。ごめんね」

「構わないさ。世の中には不可思議があった。今はそれだけで満足しておくよ。それよりも、この状況をどうするかだけど……」

「ねえ、明智くん」奈々子はぽつりと言った。「どうして武流くんが、ソルちゃんの捜索依頼なんて……」

「さあね。僕が優秀な探偵だからじゃないかな？」

「そういうことじゃなくて……っ！」

　自分は武流の命を狙っている。武流もそれは重々承知のはずなのだ。

　それなのに、どうして力を貸すような真ま似ねをしてくるのか。奈々子にはわからない。

「事情は知らないけど、彼なりに心配だったんだと思うよ」

　明智が言った。

「そもそも困っているなら、誰かに相談すればいいのに。ペットの捜索なんて、素人しろうとがひとりでやるには難しいんだよ？」

「無理だよ……私には、相談する相手なんていないもん」

「武流くんじゃだめなのかい？　彼ならちゃんと話を聞いてくれると思うけど」

「だめなの」

　武流は超人レイダー。もう普通に話をすることなんて、二度とない。二度と。

　涙がこみ上げてきた。割り切ったはずなのに。覚悟を決めたはずなのに。この感情だけは、どうもコントロールが難しい。

「武流くんとは……敵同士になったの……っ！　本当は……とっても、辛つらいのに……っ！」

「ケンカでもしたなら仲直りすれば？　武流くんから言わせようか？」

「だめなの……っ！　もう、決めたことなの……っ！」

　明智は首をかしげたまま、目元に手を当てて泣いている奈々子を黙って見つめていた。それまで窓の外に向けていた意識が逸それていた。

　だからその接近にも気づかなかったらしい。

　派手な音を立てて、木造の山小屋の壁が破壊される。

「見つけたぞ、魔法少女！　さあ、その生物を渡してもらおうか！」

　壁に空けた穴から姿を見せたのは、もちろん低級怪人たちだった。その数は五体。

　奈々子は素早くステッキを取り出して、それを刺突剣に変える。

「逃げて明智くん！」

「え、うわ……っ!?」

　低級怪人の一体が、明智に向かって鋭い爪を振り下ろす。明智も飛びのいてかわしたが、そこはやはり一般人。頰をかすめられ、わずかに流血する。

「魔法少女の仲間は、誰だろうと全員─────ぐはぁっ！」

　追撃を加えようとしたその低級怪人に、奈々子が横から刺突剣を突き出した。神気を宿したその一撃で、敵の体は星ほし屑くずを撒まき散ちらしながら爆散する。

「早く逃げて明智くん！　こいつらは私が引き付けておくから！」

「わ、わかった……すぐ応援を呼んでくるから！」

　明智は隙を見て、山小屋を飛び出していった。

　……ありがとう、明智くん。少し話したらスッキリしたよ。

　改めて低級怪人の群れを睨にらみつける。

「全員まとめて星ほし屑くずにしてあげるから、ついてこい！」




　勇猛に吠ほえて山小屋を飛び出した奈々子は、明智が逃げた方向の反対側に向かった。

　飛んで逃げたいところだが、背中の翼はさきほど撃ち落とされたときの損傷がひどく、もううまく機能しそうにない。だから樹き々ぎの間を駆けながら、時折振り返っては必殺の矢を放つのだが──奈々子とソルフェージュを追う敵の数は、減るどころか増える一方だった。いくら倒しても、次から次へと合流されてしまうのだ。

　やがて奈々子は、切り立った崖まで追い詰められてしまった。

「もう逃げられんぞ。さあ、その生物をこちらに渡せ」

　山小屋にやってきた低級怪人は五体だったのに、今は三十体以上。それが奈々子の前にずらりと並んでいる。そして後ろは、強い風が吹きつけてくる断崖絶壁。飛べない今では、奈落の底に続く行き止まりでしかない。

　低級怪人たちがじりじりと近づいてくる。それでも奈々子はまだ闘志を失わない。

　魔法の矢をつがえた弓を引き絞る。どこまでできるかわからないけど、最後まで戦ってみせる。私は超人レイダーなんかに負けないんだから……っ！

　そのときだった。

　耳をつんざく轟ごう音おんとともに。

　低級怪人の群れに、幾筋もの落雷が降り注いだ。

「な、なんだこれはああああああああああああ!?」

　その数は三十を超えていたにもかかわらず。その強力な電撃は一瞬で敵を焼き払っていた。

　これってまさか────!?




「怪人どもお前らは、〝異世界転生者俺〟の敵じゃない」




　消きえ失うせた低級怪人の群れの向こうに────その幼おさな馴な染じみは立っていた。

「た、武流くん!?」

　思わず目を丸くした奈々子だが、それも一瞬のこと。新手の殺気を感じた。武流の背後の森から、低級怪人たちの第二波が迫っているのだ。

　武流もそれを察したらしい。

「一旦逃げるぞ！」

　駆けつけてくるなり、奈々子の身を抱いて断崖絶壁の向こうにダイブした。

「ちょ、ちょっと、なにしてんの!?　今の私、飛べないのに！　お、落ちる～～～っ！」

「落ちねーよ！　俺が飛べるんだから！」

　落下速度が、がくんと下がった。奈々子は武流の腕に抱かれたまま、ゆっくりと地上に向かって降下していく。

　安あん堵どの息を吐いたあとは、疑問が湧き上がる番だ。

「なんで」小声で口にする。「なんで武流くんが──────」

[image: ]

「え、えっと。さっき明智が来ただろ？　じつは俺も、その……近くまで一緒に来てたんだ」

　武流は照れたように言った。

「明智にお前のペットの捜索依頼をしたんだけど、もし妙なことに巻き込まれたらどうしようって思い直してさ。俺もついて行くことにしたんだよ。でもやっぱり、奈々子とは顔を合わせられなくて。離れた場所で待機してたら、さっき明智からお前がピンチだっていう知らせがあって。その……あれだ。出しゃばった真ま似ねをして、ごめん」

　奈々子が聞きたいのは、そんなことではない。

　なんで武流くんが、私を助けてくれるの？　私は武流くんの命を狙っている敵なのに。

「ほ、ほら見てみろ、奈々子。昔もチャリで山からの夜景を見に行ったこと、あったよな」

　武流に促されて、奈々子もあたりの景色に目を向けた。

　眼下に広がっているのは、美しい街の夜景。星ほし屑くずをばら撒まいたような一面の光の海だ。山の空気は澄んでおり、上に目を向けても満点の星空が広がっている。小学生の頃も、武流と一緒に見に来たことがある光景だった。

　……そういえばあの頃、好きな童話があったな。

　幼おさな馴な染じみの男女がきらめく星々の間を旅する童話。とても美しく、とても憧れた物語だった。

　あの頃と違う点は、武流と敵同士になってしまったこと。そして……まるで憧れていた童話のように、その幼おさな馴な染じみの腕に抱かれて、星々の間をゆっくり降下していること。

　奈々子は武流をぎゅっと抱きしめた。そうしなければ落ちてしまうと、自分を納得させて。




　　　　◇




　とりあえず奈々子を崖の下まで降ろしたんだけど……めっちゃ気まずい。

　奈々子は倒木に腰掛けて、膝の上に乗せたソルちゃんの頭をずっと撫なでている。俺とは一切口くちを利きかないし、こっちを見もしない。やたら重苦しい空気だ。

　……って、そもそも俺、なんでずっとここにいるんだ。今のところ奈々子が襲ってくる気配はないんだから、さっさと帰ればいいのに。でもなんか、帰るに帰れないんだよな……。

　そんなことを思っていたら、奈々子がやっと口を開いた。

「行っていいよ」

　眠っているソルちゃんの頭を撫なでたまま、俺を見向きもせずにそう言った。

「助けてくれたんだし、今は見逃してあげるから」

「な、なあ、奈々子。お前、本気で……」

「言ったはずだよ。武流くんも超人レイダーだった以上、私は殺さなきゃならないって」

　奈々子の口からそんな物騒な言葉が出ることには、まだ慣れないけど。

「……決意は固いんだな？」

「うん」

「……わかったよ。でも俺も殺されるわけにはいかないから」

　残念だけど、今後は奈々子が襲ってくるたびに、俺はこいつと戦わなきゃいけない。俺たちは本当にもう、ただの幼おさな馴な染じみには戻れないんだな……。

　肩を落として帰ろうとした。

　そこに例のシルクハットの怪人が現れた。なにもない場所に、いきなり現れたんだ。

「おや、桐きり原はら武流も一緒ですか」

　奈々子がすかさず立ち上がって、身構える。

「マッドハッター……っ！」

　怪人は小馬鹿にしたように、両手でストップをかけた。

「おっと、慌てないでください。私はただの分身。なんの力ももっていませんよ」

「ソルちゃんを連れ去ろうとした目的はなに!?」

「ご存知の通り、その生物はあなたとリンクしている。魔法少女から生命力を受け取る代わりに、魔法少女の力の源、プラスのエナジーを生み出してあなたに供給しているのです。だからそいつを殺せば、あなたの力を大幅に削そぎ落おとせると思ったのですが……失敗のようですね」

　そういえばこの怪人、前に言ってたな。

　──私はなんとしても、あの魔法少女の正体を突き止めなければならないのです──

　ソルちゃんは奈々子の姿で人間社会に紛れ込んでいるから、見つけるのは難しい。でも魔法少女ファム・ファタールの正体が奈々子だってわかれば、簡単に見つけられる。奈々子の姿をした奴を探せばいいんだから。つまりこいつは。

「……そっか。私のことはもうバレてたんだっけ」

　奈々子が言った。怪人マッドハッターは、青白い顔に牙を見せて笑う。

「ええ。あなたの正体は、この街に住む高校二年生の朝あさ倉くら奈々子。本来の姿はずいぶん地味なのですね。私はその金色の髪と、金色の瞳をもつ魔法少女の姿のほうが好きだ」

「あなたの本体はどこにいるの!?　教えなさい！」

「まあ、そう熱くならないでください。私はそれを伝えにきたのですから」

　怪人マッドハッターは、そこで一拍の間を置いて続けた。

「この山の山頂付近に、古びたペンションがあります。そこで最後の決着をつけませんか。もちろん一対一の戦いです」

「……わかった。私もあなたの顔はもう見飽きたから、ちょうどいい」

　奈々子が真剣な眼まな差ざしで返す。マッドハッターは満足そうに頷うなずいて。

「では、お待ちしていますよ。魔法少女ファム・ファタール─────」

　その言葉を残して、煙のように消えた。

「……武流くんを見逃す理由が、もうひとつ増えたね」

　奈々子が踵きびすを返かえす。

「ま、待てよ奈々子！　お前、本当に行く気か!?　あんなの罠わなに決まってるだろ!?」

　魔法少女の力を削そぐために、ソルちゃんを部下に拉致させて殺そうとしていた男だ。今さら一対一なんて、噓うそに決まっている。

「わかってるよ。でも私は」

「いいや、わかってねーよ！　あの怪人は、やばい奴と繫つながってるんだから！」

　バージンスノウ。怪人が立てている計画とやらを知っていて、それに協力するつもりだと言い切った最悪の刑事だ。

「きっと怪人は、一対一とか言っておきながら、そいつを助すけっ人とに呼ぶつもりなんだよ！」

「武流くんの言う『そいつ』って、あの女刑事のことでしょ」

「知ってるのか……!?」

「私もあの研究所で戦ったの。あの人も来てくれるなら好都合だよ。どうせ超人レイダーはいつか全員を消さないといけないんだから」

「だ、だめだ！　バージンスノウだけは絶対敵に回すな！　あいつは本当に……」

「私はどんな相手にも負けないよ。怪人にもその女刑事にも────武流くんにも」

　奈々子は少しだけ。ほんの少しだけ、手が震えていた。やっぱりこいつも怖いんだ。罠わなとわかっていながら、戦いに飛び込んでいくことが怖いんだ。

「なんでお前が……そこまでするんだよ……」

　奈々子は昔から、相手が不良だろうとしっかり自分の意見を言える強い女の子だった。でも本当はいつも震えていたことを知ってるんだ。本当は誰よりも臆病で、泣き虫で、か弱くて。今は魔法少女かもしれないけど、やっぱり『普通』の女の子なんだよ……っ！

「もうやめにしないか奈々子……戦いなんてやめて、なにもかも捨ててさ。俺と一緒に逃げようぜ。それでまた元通り、幼おさな馴な染じみの関係に戻ろう。それが俺たちの日常だったはずだろ？」

　これは俺にできる最後の説得だった。それでも奈々子は。

「だめだよ」

　きっぱりと言い切った。

「私はお母さんを亡なくしたときから……魔法少女に任命されたときから、戦いに身を置くって決めたの。普通の女の子として過ごす生活を捨てたの。これは私の使命で、悲願で……」

　俺を真正面から見つめると、

「今の私にとっての日常なの」

　そう言って──笑顔を見せてくれた。

　辛つらいのはわかってる。悲しいのも怖いのもわかってる。それでも奈々子は。目にうっすらと涙を浮かべながらも。

　ちゃんと笑ってくれたんだ。

　いろんな感情を押し殺して、しっかりと笑ってくれたんだよ。




　そして奈々子は、たったひとりで、最後の決戦の場に向かった。




　　　　◇




　怪人に指定された場所までは、急勾配が続く車道を歩かなければならなかった。

　奈々子は自らの体に鞭むちを打って、ゆっくりと山を登っていく。武流の前では一切見せなかったが、本当はソルフェージュを取り戻したときから満まん身しん創そう痍いの状態だったのだ。

　もう空は飛べない。だから歩いて行くしかない。一歩ずつ確実に、足を前に出し続ける。

　奈々子には急がなければならない理由があった。

　武流と別れた直後。街の方角から膨大なマイナスエナジーの発生を感知したのだ。

　それも三箇所同時に。マイナスエナジーは人間の負の感情を凝縮して、闇のエネルギーに変換したもの。怪人が破壊神を復活させるために、これまで黒水晶に集めてきた糧かてなのだ。

　魔法少女にのみ感知できるその三箇所の闇のエネルギーは、あろうことか奈々子が現在向かっている最終決戦の場に吸い寄せられていた。

　ここまでお膳立てされた以上は、嫌が応でも悟ってしまう。

　……間違いない。マッドハッターはそこで、破壊神を復活させる儀式を始めたんだ。そこで私との決着をつけるつもりなんだ。

　わざわざ呼びに来たのだから、武流の言ったとおり罠わなに決まっている。それでも奈々子は、誘いに乗るしかない。儀式の手順は知らないが、とにかく祭主のマッドハッターさえ倒せば、破壊神の復活は止められるはずだから。

　そんなものは絶対に復活させない。儀式を止めて、超人レイダーも倒し、普通の人たちを守り抜く。

　しかしいくら決意したところで、身が軽くなるわけではない。奈々子を蝕むしばむダメージは深刻で、気を抜けば今にも倒れてしまいそうだった。

　後ろから、バイクのエンジン音が聞こえてきた。バイクは奈々子の傍そばで停車する。

「やあ。探したよ、魔法少女さん」

　そのバイクには、明智が跨またがっていた。

「明智くん……よかった、無事だったんだね」

　さきほど低級怪人に引ひっ搔かかれた頰は、すでに血が止まっていた。

「うん。さっきは助けてくれてありがとう。僕でよかったら、どこにでも送るけど？」




　奈々子はその申し出をありがたく受け入れることにした。

「でも近くまででいいから。すぐに帰るって約束して」

「わかってるよ。キミはあの連中と戦いに行くんだろう。僕はあくまで頭脳労働担当。力仕事はキミに任せるから」

　明智は奈々子を後ろに乗せて、バイクを走らせていた。その運転はおぼつかず、あまりスピードが出ていない。

「あの、明智くん。乗せてもらって言うのもなんだけど、もう少し飛ばしてくれても」

「あはは、ごめんね。じつは僕、免許持ってなくてさ」

「え、無免許なの!?　じゃあこのバイクは……!?」

「そのあたりにあったものを、ちょっとね。探偵の僕ならたやすいことさ」

「明智くんがそんなことするなんて……びっくりだよ」

「し、仕方ないだろ。僕だってキミの力になりたかったんだから」

「それはありがたいけど……でも」

「キミってさ、なんでもひとりで背負い込む人でしょ。もっと周りに頼ることも覚えたほうがいいよ。たとえば僕なら警察を動かすこともできるけど、なにか協力できることはある？」

　協力してもらいたいこと。そんなの山ほどある。

　でも一般人の明智を巻き込むのは────。

「なんでもいいから、言ってみなよ。無理なら無理って、ちゃんと言うからさ」

　その言葉が奈々子の背を押した。

「……じゃあ、ひとつだけお願いしたいことがあるの」

　奈々子は言った。街の三箇所から膨大なマイナスエナジーが流出していること。そして自分が感知したそれぞれの位置だけを、明智に伝えた。

　当然、明智は首をかしげる。

「なんだいそれ？」

「話せるのはここまでだよ。今言った三箇所は危険だから、誰も近づけないでほしいの。警察に交通規制とか頼めるかな？」

「お安い御用だけど……マイナスエナジーか。ますます不可思議だ。それはどういうものから発生しているんだい？」

「黒い水晶だよ。人間の負の感情を集めて溜ためておく装置なの」

「じゃあそれを壊せば、そのマイナスエナジーとやらの流出は止まるんだね？」

「そうだけど、絶対に近づかないで。黒水晶の付近には、きっと敵の見張りがいる。だから私は、誰も近づけないように交通規制をお願いしてるんだよ」

「ははっ、わかったよ。僕だって死にたくはないからね。じゃあ、もう少し急ごうか」

　明智はアクセルを回して、バイクの速度をゆっくりとあげた。




　数分後。

　明智が運転するバイクは、怪人マッドハッターに指定された場所の近くまでやってきた。

　右手には深い獣道が伸びている。その先に見える勾配を越えた場所が、最終決戦の場。怪人マッドハッターが破壊神復活の儀式を行おこなっているペンションの前だ。

　バイクから降りた奈々子は、改めて礼を言った。

「ありがとう明智くん。ここまででいいから、あなたはもう引き返して」

「本当にひとりで行くんだね」

　明智は止めようか迷っている顔で言った。

「さっきも言ったけど、キミはもっと周りを頼ったほうがいい。たとえば武流くんなら、力を貸してくれると思うよ。なにしろ彼は、サメをワンパンで追い払える男だし」

「私もさっき言ったはずだよ。武流くんとは敵同士になったって。だから力を貸してもらうどころか、これから殺──」

　言いかけて後悔する。一般人に話すべきことではなかった。怪人との戦いを前にして、思った以上に緊張しているらしい。言葉を選び直した。

「──これから狙い続けなければならない相手なの。ごめん、変なこと言って。わけがわからないよね」

　それでも明智は。

「まあ、別にいいんじゃないかな？　武流くんを狙うなら、狙うで」

　あっけらかんと言い放った。それが少し、奈々子の気に障さわった。

「……なにもわからないくせに、簡単に言わないで」

「いや、なんとなくわかってる。キミはもちろん、武流くんもきっと普通の人じゃない。だから僕の理解を超えた戦いだってあるんだろう。これでも柔軟な思考はもっているつもりだよ」

「だったら……っ！」

「じつはね、武流くんも言ってたんだ。キミにマークされるなら、それでも構わないって。もう今まで通り話すことはできないかもだけど、キミの近くにいられるならそれでもいいって」

　うそ……武流くんがそんなことを？

「ほ、本当に？　武流くんは、本当にそんなこと言ってたの？」

「うん。探偵が犯人以外に噓うそをつくことは御ご法はつ度とだからね」

「ありえないよ……私、武流くんにひどいことしようとしてるのに、怒ってもないの……？」

「別に怒ってなかったと思うけど。むしろどんどん狙ってほしいってさ。俺は誰よりも強いから負けないって。だから魔法少女さんが襲ってきても、遊び相手にしかならないって」

　それを聞いた奈々子は。

「………………はは」

　笑った。

　確かに武流くんはすごく強そう。今まで戦ってきたどんな超人レイダーよりも。

　もしかしたら明智は元気付けてくれているだけなのかもしれない。実際の武流はそんなことを言ってないのかもしれない。

　それでも。さっきまで胸を押し潰していた悲痛な思いが、少し薄らいだのは確かだった。

「よかったね、遊び相手ができてさ。これでもう、ひとりぼっちじゃないだろ？」

　明智がおどけて言った。奈々子も同じ調子で返す。

「うん。敵しかいないけどね」

「なに言ってるんだよ。味方には僕がいるじゃないか」

「え……」

「キミがどんな宿命を背負っているのか知らないけど、それでも僕はキミの友達だ」

　友達。明智はそう言ったのか。そう言ってくれたのか。

　魔法少女の姿でそんなことを言われたのは、初めてのことだった。

「不可思議な友達ができて、僕としても嬉うれしい限りだよ。いつでも見守っているから」

　明智がバイクのエンジンを吹かした。もう行ってしまうのだ。

「待って」奈々子は呼び止めた。「……また会える？」

　明智は頷うなずく。

「もちろん。ただ、僕は不可思議を暴あばく立場だから、表立っては会えないんだ。もし僕とコンタクトが取りたくなったら、武流くんに言ってほしい。彼が橋渡しをしてくれるはずだ。悪いけど、それ以外は知らないふりをすると思う。ごめんね」

「武流くんに……」

「ちゃんと話をつけておくから大丈夫だよ。連絡をくれたら、どんなことでも必ず力になると約束する。僕はいつでも、キミの味方だ。もうひとりぼっちには、させないよ」

　とても優しい笑顔だった。

　もっと彼と話がしたい。奈々子はそう思ったが、のんびりしている時間はないのだ。

　必ず生きて帰ってくる。そしてこの新しい友達に、必ず連絡しよう。

　そう決意して、敵が待つ決戦の場に向かった。




　奈々子を見送ったあと、明智はスマートフォンを取り出して、さっそく電話をかけた。

「もしもし？　ああ、そうだよ。ちょっと頼みたいことがあるんだけど……」




　　　　◇




　バージンスノウは車で山道を走っていた。

　自分の車は昼間のカーチェイスで潰してしまったので、違法駐車から適当な車両を見繕って拝借した。ガソリンの残量が少なく、わざわざスタンドを探す羽目になってしまったが、そのくらいの手間は別に気にならなかった。これからあの魔法少女と戦うことができるのだから。

　しかもその戦いの場では、破壊神の復活という面白いものまで見られるのだ。

　初めて怪人マッドハッターと出会ったときは、ずいぶん迷った。怪人という興味深い存在と戦うべきか。それとも見逃すべきか。結果的に見逃してよかったとバージンスノウは思う。

「ふふ、こんな面白い舞台を用意してくれるなんて、あの怪人は最高の友人だよ」

　早く魔法少女と戦いたい。そして破壊神の復活を見たい。そのとき自分はどんな気持ちになるのか、早く確かめてみたいのだ。

　軽快に山道を飛ばしていると、前方に人影が見えた。もちろんバージンスノウはブレーキを踏まない。避けることもしない。そんな些さ細さいなことで、自分の好奇心は止められないのだ。

　だから躊ちゆう躇ちよなくアクセルを踏んで、スピードをあげたのだが。

　人影が空に向かって手を掲げた。瞬間。

　無数の雷が降り注いできた。思わずブレーキを踏む。ガードレールに車体をぶつけて、無理やり停車させた。

　怪人のもとに向いていた好奇心も、無理やり止められてしまった。今自分の目の前にいる、些さ細さいではないものによって。

　バージンスノウは車から降りた。

「私を怖がって逃げたくせに、どういう風の吹き回しかな────桐原くん」

　雷を落としてきた人影、桐原武流は言った。

「悪いけど、ここは通せない」

　その瞳には、もう怯おびえの類が微み塵じんもなく。むしろ覇気さえ宿るほどで。

　静せい謐ひつで、冷静で。それでも全身から立ち上る気迫には、確かな熱量があり。

　威風堂々とした姿で、バージンスノウの前に立ちはだかっていた。

「……せっかく会いにきてくれたところ悪いけど、こっちも急いでいるんだ。ひとまずキミのことは、後回しにさせてもらいたいんだけど」

「二度も言わせるな。ここは通さない」

「ふ、逃げ出したときのキミとは大違いだ。もう私を怖がってないのかな？」

「いや……やっぱり俺は、あんたが怖いよ。逃げ出したいとも思ってる」

　とは言うものの、立ち去ろうとする気配は一切ない。

「だったら」

「魔法少女に会ったんだ」

　武流がぽつりと言った。

「あいつはな、怖いとか、悲しいって感情を押し殺してまで、戦いに身を投じていたんだ。ものすごい決意だ。本当にすごいって思ったよ。感情がないお前には理解できないだろうな」

「ああ、理解できないね。感情なんて、ただのブレーキにしかならない。それがあるから、人は必ずどこかで歯止めがかかってしまう。感情をもっている人間は弱いだけさ」

「だからこそ、乗り越えようとするんだよ。弱い感情それを乗り越えたとき、人は本当に強くなれるんだ。乗り越える感情ものがないお前なんて、奈々子にも俺にも、絶対に敵かなわないんだよ」

　──あいつは本当に無敵なの。弱いあんたなんか絶対に敵かなわない──

　雛代紗姫に言われた言葉と重なる。

　感情がないから弱いだと？　だから私は勝てないだと……？

　心がざわつく。得体の知れない『ナニカ』がこみ上げてくる。その正体はわからない。

　武流が腰を落として身構えた。

「あいつは覚悟を決めたんだ！　普通の生活を捨てて、戦う道を選んだんだ！　それがどれほどの苦しみか、お前にはわからねーだろ!?　くだらない好奇心でその覚悟を邪魔するって言うのなら、そんな好奇心、俺がカケラも残さず徹底的にブチ壊してやる！」

　バージンスノウも同じように身構える。

「そこまで言うなら、ぜひやってもらおうか………………桐原武流ッ！」




　　　　◇




　山頂付近にある古びたペンションの前には、巨大な魔法陣が描かれていた。

　その上で奈々子が戦っている相手は、低級怪人の群れ。首しゆ魁かいのマッドハッターは、一ひと際きわ大きな黒水晶の前に佇たたずんでいるだけで、一切手を出してこない。

　一対一で決着をつけようと言われていたが、そんなものは最初から信じていなかった。それでも怪人たちの本当の狙いまでは、わかっていなかった。

　マッドハッターの傍そばには、簡易的な祭壇が設置されている。さっきまで奈々子が大切に抱いていたソルフェージュは、現在そこに寝かされていた。

「わざわざ連れて来てくださってありがとうございます。探しに行く手間が省けましたよ」

　低級怪人の群れと格闘している奈々子を見て、マッドハッターは満足そうに笑った。

　これが敵の狙いだったのだ。

　ソルフェージュが怪人たちに狙われていると知ったあとで、決戦の場に来いと言われたら、一緒に連れて行くしかない。奈々子は明智と別れるとき、彼に預けようかとも考えたが、それはできなかった。明智が怪人たちに襲われる可能性を危惧したからだ。

　自分のはるか上空に、監視役の低級怪人が張り付いていたことにも気づいていた。だからどこかに隠すこともできない。魔法少女に力を供給するソルフェージュは、やはり自分の傍そばに置いておくことが一番。そう思ったのだが。

　ここに来たとき、津波のように押し寄せる低級怪人の群れによって、ソルフェージュは強引に奪われてしまった。しかし首しゆ魁かいのマッドハッターはすぐに殺すわけでもなく、祭壇に寝かせただけ。その真意はまったくわからない。

「ソルちゃんをどうする気なのっ!?」

　奈々子は低級怪人たちを刺突剣で薙なぎ払はらいながら、マッドハッターに向かって叫ぶ。

「この生物は魔法少女に力を供給するエネルギータンク。そして魔法少女の力とは、プラスのエナジーです」

　マッドハッターは巨大な黒水晶を指でこつこつと叩たたいた。

「おわかりのとおり、街に設置した三箇所の黒水晶からは、膨大なマイナスエナジーがここに流れ込んできています。それが破壊神様を復活させる糧かてになるのですが、もうひとつ、プラスのエナジーも必要なのですよ。マイナスとプラス。相反するエナジーが混ざり合ったとき、すべてを無に帰す破壊神様が、この世界にご降臨なされる」

「じゃあ、最初からソルちゃんを殺す気は……」

「ええ。破壊神様の復活に必要なピースなのですから、殺すわけがないでしょう。あなたをこれまで生かしておいたのも、同じ理由です。あなたが死ねば、魔法少女とリンクしているこの生物も、生命力が受け取れなくなって死ぬのですから」

　マッドハッターは奈々子に向き直って、仰々しく両手を広げた。

「ですが、それもここまでです。必要量のマイナスエナジーが溜たまり、儀式も始まってしまった今、もう遠慮はいたしません。復活する破壊神様のお姿を目にしながら死───おや」

　奈々子は三体の低級怪人を、まとめて刺突剣で貫いた。その三体がマッドハッターの最後の部下だった。

　この場で討ち滅ぼした低級怪人の数は、およそ百体。次々に空からやってくる増援も、ここでついに止まったのだ。

「残ってるのは、あなただけ。あなたを倒して儀式を止めて、ソルちゃんも返してもらう」

　奈々子が刺突剣を向けた。マッドハッターはため息混じりに、首を左右に振る。

「……やれやれ。ほかにも強力な助すけっ人とを用意していたのですが、彼女の到着は遅れているみたいですね。まったく、どこで油を売っているのやら」

「その助すけっ人とっていうのは、あの女刑事のことだね」

　名前は城之内理香。武流がバージンスノウと呼んでいた相手だ。

「ええ。彼女はずっとあなたと戦いたがっていたのですがね」

「私としても来てくれなくて残念だよ。でもおかげで、早く儀式を止められる」

「おや？　まさかこのマッドハッターに勝てるとお思いで？　はは、これは傑作です。これまではあなたを殺さないよう、慎重に戦っていてあげたのに」

「いいから、さっさとかかってきなさい。それとも、こっちから行こうか？」

　マッドハッターの双そう眸ぼうが、すっと細くなる。

「……本当に生意気な女ですね」

　その手に黒く輝く闇色の鎌が生成された。マッドハッターを中心に、どす黒い邪気が放射状に放たれる。

「特別サービスです。破壊神様が復活なさるまで、私が直々に遊んで差し上げましょう」

　世界の絶望をそのまま体現したような、凄すさまじい邪気だった。禍まが々まがしく、重苦しく、そして息苦しい。その圧倒的な気に当てられた奈々子は、思わず一歩、後退してしまう。

　肌で感じる。これまで相手をしてきた低級怪人とは次元が違うと。

　そして納得する。マッドハッターは本当にこれまで、力を抑えていただけだったのだと。

　こめかみから冷たい汗が、一筋、流れ落ちた。

　自分は決して負けない。負けないはずだが、この男を倒すまでには、かなりの時間を要するだろう。その間に破壊神が復活してしまう恐れだって────。

「あと三分といったところですね」

　マッドハッターは奈々子の胸中を読んだように言った。

「街に設置した三箇所の黒水晶。そこから送り込まれてくるマイナスエナジーのすべてが、この大黒水晶に受容されるまでの時間です。そのときこそ、ソルフェージュの体内にあるプラスエナジーも作用して、破壊神様はその姿をお現しになる」

　三分……!?　あとたった三分で、こいつを倒さなきゃいけないの……!?

　足元の巨大な魔法陣を見た。邪悪な魔力で描かれた黒い線の一本一本が、強い光を放ち始めている。それはまるで警告ランプのように、ゆっくりと明滅を繰り返していた。

　考えている暇はなかった。残り三分でマッドハッターを倒せるかどうかは疑問だが、それでもやるしかないのだ。

「うああああああああああああああああああッ！」

　奈々子は全身から神気を発して、マッドハッターに駆けた。

「ゆっくり殺して差し上げますよ！」

　マッドハッターも鎌を振りかざして向かってくる。

　そのとき。

「え？」「なっ……!?」

　両者が交錯する直前で、どちらも動きを止めた。

　街の方角から大黒水晶に流れ込んできていたマイナスエナジーの供給が。

　突然、ぴたりと止まったのだ。

　足元に広がる巨大な魔法陣の明滅も、それと同時に止まってしまう。

「…………なにが」

　マッドハッターが忌いま々いましげに口にする。

「なにが起こったというのだぁッッ!?」




　　　　◇




「ちっ……！」

　俺が放つ電撃魔法ケラヴノスは、すべてバージンスノウの『箱』で防がれる。空から降り注ぐその雷に対して、『箱』を屋根代わりに使ってやがるんだ。

　雷の雨が止やんだあと、奴はすかさず駆け込んでくる。その右手を突き出してくる。

　バージンスノウの『箱』は右手の先から生成される。つまり奴の右手から意識を逸そらさなければ、それほど問題は────ッ!?

　後ろに下がった俺は、見えない『なにか』に足を取られて転倒した。

　飛びかかってきたバージンスノウが、俺の体に右手を押し当てようとしてくる。それは必殺になる一撃。直接触れられた状態で『箱』を出されたら、そこに風穴が空いてしまう。

「おらあああああああああッ！」

　仰向けで組み伏せられていた俺は、バージンスノウに向かって連弾氷結魔法パゴス・バレイズを放った。俺の手のひらからマシンガンのように撃ち込まれる無数の氷塊が、バージンスノウの身を上空へと持ち上げる。もちろん奴は、広げた『箱』をシールドに使って、すべて直撃を回避している。

　上空に飛ばされたバージンスノウは、距離をとって着地した。

　その隙に俺も身を起こして、改めて対たい峙じする。

「……キミという男は、本当に底が知れないな。一体いくつの能力をもっているんだい？」

「能力じゃなくて魔法だよ。お前こそ『箱』を切り離して設置できるなんて驚いたぞ」

　俺が足を取られた見えない『なにか』。その正体は、もちろんバージンスノウの『箱』だ。どうやらこいつは、右手の先で作った『箱』を、切り離して設置することもできるらしい。昼間のカーチェイスのときも、ずっとフロントガラスに右手をかざしていたわけじゃなかった。あれも壁状にした『箱』を切り離して設置していたんだ。

「もっと遊んでいたいんだけどね。そろそろ時間なんだ。決着をつけさせてもらうよ」

「そう急ぐなって」

　こいつを奈々子のもとに行かせるわけにはない。奈々子はきっと今も、怪人と必死で戦っているんだ。その戦いの邪魔だけは、俺がさせない……！

　バージンスノウは短く息を吐いた。

「よかったら、桐原くんも一緒に来たらどうだい？　この山の上では今、怪人がとても面白いことをやっているんだよ」

「面白いこと？」

「ああ。世界中を混乱の渦に落とすような、ものすごい計画だ。キミも興味あるだろう？」

「まったくないな」

「私はとても興味があるんだけどね。その現場に立ち会ったとき、一体どんな気持ちになるのか確かめたい。果たして私は喜ぶのか、嘆くのか。それともやはり、なにも思わないのか。ぜひとも知りたいんだよ。だからさっさとキミを倒して────」

「どんな計画かは知らないけどな。それはたぶん失敗するぞ」

「……なに？」

　ちょうどそこで、俺のスマホに電話がかかってきた。バージンスノウから意識を切らずに、ディスプレイを確認する。相手は雛代さんだった。

　バージンスノウにも聞こえるように、スピーカーボタンを押して電話に出る。

「悪いな、雛代さん。そっちはどんな感じだ？」

『どうもこうもないわよ。これ、なんなの？』




　　　　◇




「なんか気味の悪い祭壇があって、そこに黒い水晶が置かれてるんだけど」

　雛代紗姫は武流の指示で、港湾地区の倉庫にいた。その中に入った時点で、背に羽を生やした半裸の男たちに襲われたが、全員『黄金妃の誘引クレオパトラ』の能力でぶつけ合わせて、昏こん倒とうさせた。

『それだ。ぶっ壊してくれ』

「了解。あとで事情を説明してよね」

　通話を切った紗姫は、金色のオーラを宿した手で黒水晶に触れた。続いて倉庫の奥に積まれていた鉄骨の山に触れる。そして可能な限りの強い力で、能力を発動する。

　黒水晶は鉄骨の山に向かって勢いよく飛ぶ。そして激突。ガラスのような音を立てて、粉々に砕け散った。

　さきほど紗姫が倒した半裸の男のひとりが、呻うめきながら言った。

「き、貴様、何者だ……？　我々が誰で、その水晶がなんなのか、知ってるのか……？」

「知らないわよ」

　紗姫は長い髪を後ろに払った。

「私はただ、武流に頼まれたから従っただけ。行動原理なんて、それだけで十分なの」







「オオオオオオオオオオオオッ！」

　児童公園の脇にある空き家に、マリーの哮たけりが響き渡った。

「うぎゃああああああああああ！」

　背に羽をもつ半裸の男たちは、床下から出現した血のような赤い魔法陣に、ずるずると身を引きずり込まれていく。

　それは清浄な退魔師の術ではなく、吸血鬼の王としての闇の術。制御が難しいので自ら使用制限を課しているが、今のマリーは苛いら立だっていた。

　半裸の男のひとりが、血の魔法陣に下半身を飲み込まれながらも叫ぶ。

「な、なんなのだ貴様!?　なぜ我らの邪魔をする……ッ!?」

「知りませんよ！　こっちは武流先輩に頼まれただけなんですから！　ほんとあの人は、王たる私を顎で使っちゃって……ほら、あんたはさっさと逝ゆけ！」

　マリーの赤い魔ま眼がんがより一層輝きを増す。血の魔法陣から無数の赤い手が伸びてきて、まだ抵抗を見せていた半裸の男にまとわりつく。そのまま床に引きずり込んでいく。やがてすべての敵を飲み込むと同時に、魔法陣も収束して消えた。

　ため息をついたマリーは、スマートフォンを取り出して武流に電話をかける。

「もしもし先輩!?　例の黒水晶は、敵ごと地中に引きずり込んでやりましたけど!?」







　建設途中のマンションの一室が、葵のミサイルによって爆散した。

「……やりすぎちったかな。ここの工事、延長決定だね」

　その部屋にいた半裸の男もろとも、黒水晶を爆破した葵は、スマートフォンで武流に連絡を入れた。

「もしもし武流っち？　言われたとおり黒い水晶は壊したけど、これなんなの？　背中に羽をくっつけた変人たちまでいたんだけど」

『ああ、それはあとで説明する……かもしれない』

「や、絶対言わないつもりっしょ？　でも今回ばかりは、きっちり説明してもらうかんね！」

　通話を切った葵に、倒れ伏せていた半裸の男が息も絶え絶えに言う。

「じ、事情を知らないくせに、な、なぜここに来たのだ……？」

「んー？　武流っちには何度も助けられたから。これが答え」

　ひとまず半裸の男たちを連行しようと手を伸ばしたのだが。

　がくりと首を落とした敵は、煙のように消きえ失うせた。

「え、な、なにそれ!?　ま、まさかこいつら、ゆゆ、ゆ、幽霊!?」




　　　　◇




　バージンスノウは武流のスマートフォンから流れる音声を、黙って聞いていた。

　街の三箇所に設置されたそれぞれの黒水晶は、怪人が言っていた破壊神を復活させるために必要なもの。三方から流れ込むマイナスエナジーの動きが、儀式の場にある破壊神の孵ふ卵らん器き、すなわち大黒水晶を作動させる魔法陣に最後の一筆を加える。そう聞いていたのだが──。

　三人からの報告を聞き終えた武流が、スマートフォンをポケットに戻した。

「怪人の計画とやらには、その三つの黒水晶が関係してたんだろ？　内容は知らないけど、どうせロクでもない計画だろうから、俺の仲間にぶっ壊してもらうことにしたんだ」

　黒水晶が破壊されてしまえば、マイナスエナジーの流出も止まる。破壊神の復活も阻止される。それも聞いていた。だからバージンスノウは当初、怪人から黒水晶の警護を頼まれたのだが、儀式の場で破壊神が復活する瞬間を見たいという好奇心に勝てず、拒否したのだ。

　結果、三箇所の黒水晶は、簡単に砕かれてしまった。これではもう破壊神の姿を拝めない。

「なんてことを……」

　武流が黒水晶のことを誰から聞いたのかは知らないし、興味もない。今バージンスノウの頭にあるのは、彼のせいで計画に向いていた好奇心が完全に行き場をなくしたという事実。それだけだった。

「なんてことをしてくれたんだ貴様ぁッ！」

　もう永遠に埋まらない好奇心が、腹の底から絶叫を引きずり出す。

「私の興味を奪ったな!?　こうなった以上は、せめて貴様と魔法少女だけでも殺してやらないと割りが合わんッ！」

「……なんだよ。ちゃんと感情を出せるんじゃないか」

　武流が不敵に笑った。バージンスノウには、言っている意味がわからない。

「なにを言っている！　私には感情などないと、何度言わせれば……ッ！」

「それが『怒り』だ。バージンスノウ」

「なっ……!?」

　初めて間違いを指摘された子供のように、大きくたじろく。

「じつはさっきから気になってたんだよ。お前には最初から感情があったんじゃないかって」

「な、なにをバカな……この私が……」

「でもお前は感情がないと思い込んでいた。無意識のうちに、それを閉じ込めていたんだよ」

　私には、感情が、あった……？

「ち、違う！　私にそんな弱いものなど……あるわけがないっ！」

「じゃあなんで今、『怖がっている』んだ？」

「な、なんだと……？」

　武流の言葉が心を抉えぐってくる。より深い部分を掘り起こしてくる。

　幼い頃の記憶がフラッシュバックした。

　親が夜中に遠とお吠ぼえする野の良ら犬いぬを迷惑だと言った。だから野の良ら犬いぬを殺した。

　いじめられて泣いているクラスメイトがいた。だからいじめっ子の両腕をへし折った。

　ほかにもいろいろある。だが、いつも誰も褒めてくれなかった。感情がないのかと罵られた。

　野の良ら犬いぬを殺すのは『かわいそう』。いじめっ子は『怖い』。そんなくだらない感情のせいで、行動を起こせない彼ら彼女らを見下した。でも────。

　そもそもなんで私は、そんなことをしたんだ？

　武流は続ける。

「きっとお前は、昔からブレーキのかけ方が下手だったんだ。だからなにをやってもやりすぎてしまい、周りから『感情がない』って言われてきたんじゃないか？　それでいつしか、自分でも本当にないと思い込むことにしたんだよ」

　……そうだ。自分は人のために、なにかをしてあげたかった。それは相手が『かわいそう』だと思ったからだ。立ち向かえばいいのに立ち向かわない人に、『腹が立った』からだ。

　そして武流が言ったとおり、やりすぎてしまうから。感情がないと言われ続けてきたから。

　心に蓋をした。本当は感情があったのに、誰にも悟られず、自分でさえ気づかないように。

「お前はうまく表現できない自分の感情が怖かったんだろ!?　だから心の奥に眠らせて感情がないふりを続けてきたんだよ！　自分さえも騙だましながらな！」

「………………黙れ」

「感情を恐れながらも、それをちゃんと表現できる俺たちに憧れていたんだろ!?　お前は感情に興きよう味み津しん々しんだったもんな!?　言ってやるよ、そんなお前が『哀れ』だってな！」

「黙れええええええええええええええッ！」

　バージンスノウは絶叫して駆け出した。この男だけは許しておけない。この男は自分の心を踏み荒らした。誰も踏み込んではいけない心の新雪バージンスノウに足跡をつけた。

　好奇心や興味より、『怒り』が体を突き動かした。

「がああああああああああああああッ！」

　獣じみた咆ほう哮こうをあげて、武流に右手を押し当てる。『絶対の聖域バージンスノウ』の能力で、『箱』の展開を試みる。素粒子レベルから一気に押し広げれば、どこにでも風穴が。

　その前に武流は、バージンスノウの腹部に拳をねじ込んでいた。

「ぐふっ……!?」

　後ろに吹き飛ばされる。そこに空からの落雷。頭上に『箱』を展開して、シールドに使う。

　すかさず前方から火球が飛んできた。『箱』の展開が間に合わない。腹部に直撃。爆発を伴って、また後ろに飛んだ。

「く、そっ……攻撃が……速い！　これが桐原くんの、本気なのか……!?」

　武流が近づいてくる。身を起こしたバージンスノウは、勝手に体が後ろに下がった。こめかみからは、勝手に冷たい汗が流れてくる。

　私は桐原武流に『恐怖』している……？

「違う！」

　バージンスノウはまだ否定する。

　──この間、城之内さんが万引きの現場に居合わせて、犯人を半殺しにしたんだって──

　──いつもやりすぎなんだよな。あいつ感情がないんじゃないのか？──

　幼い頃からその類の会話は、何度も耳にしてきた。

　みんな私を指して「感情がない」と罵ってくる。それはなんでもできる私を恐れているからだ。感情がある連中は、必ず感情それに支配されるから弱い。私には感情それがないから強い。だから誰も私を罵る権利などない！　私は誰よりも強いのだからッ！

「感情それを肯定する貴様なんかに、負けるわけにはいかないんだッ！」

　バージンスノウは地面に向かって『箱』を出した。その直方体をどんどん伸ばす。見えない壁に押し上げられる形で、自身の体も宙に舞う。

　高く飛び上がったバージンスノウは、武流の頭上に狙いを定める。右手の先に新しい『箱』を生成。縦、横、三メートルにまで広げたその見えない巨大ブロックで、押し潰そうとする。

「ぬううううううんんッ！」

　武流はバージンスノウとともに落ちてきた見えない巨大ブロックを、下から両手で受け止めた。釣り天井を支えるような姿勢になる。バージンスノウが思い描いた通りの展開だった。

「貴様とは、戦いの年季が違うんだよッ！」

　右手の先から巨大ブロックを切り離す。そして武流の背後に着地。両手を塞がれた彼に向けて、必殺の右手を突き出す。武流の体に直接触れて、風穴を空けるはずだった。

　それでも武流は。

「どらああああッ！」

　両手で頭上の『箱』を支えたまま、まさかの蹴りを叩たたき込こんできた。バージンスノウがダメージを受けたことで、武流を押し潰そうとしていた『箱』も消失する。たまらずバックステップで距離をとったバージンスノウだが。

　なにかが背中にぶつかった。振り返る。そこにあったのは、ぼんやり輝く半透明の壁。自分が設置した『箱』ではない。だったらこれは……!?

　武流がまた無数の火球を放ってきた。バージンスノウはその場を離れてかわしたが。

　火球の群れは半透明の壁にぶつかって────反射する。

「な……ッ!?」

　半透明の壁によって反射され、その飛ひ翔しよう方ほう向こうを変えた無数の火球が、すべてバージンスノウに直撃する。『箱』で防ぐ暇さえなかった。

「うぐあああああああああああッ!?」

　バージンスノウは知る由よしもない。その半透明の壁は、武流があらかじめ用意していた魔法の障壁、攻撃魔法を反射する光翼障壁魔法フオス・フラグマだということを。本来は自分の前に展開して敵の攻撃を防ぐ代物だが、バージンスノウの『箱』を切り離す技を見て、この応用を思いついたのだ。

「俺もお前とは、戦いの年季が違うんだよッ！」

　反射した火球で吹き飛ばされたバージンスノウに、武流が飛びかかってくる。

　なんなのだ、この男は……!?　なぜ私のように透明の壁を作れる!?　私に見せていない能力は、あといくつある……!?　こんな底の知れない男に、私は本当に────。

　勝てるのか？

「うあああああああああああああああああッ！」

　バージンスノウは迫り来る武流を、新しい『箱』で防いだ。そのサイズは能力の限界となる最大サイズの『箱』。一辺七メートルにも及ぶ巨大な立方体だ。武流の特攻を阻はばむだけなら、そこまで広げる必要はなかった。ただ武流に対して芽生えた恐怖心が、無意識のうちに能力を全開にしていたのだ。

　武流はその巨大な透明の『箱』に両手を押し付ける。全身に稲妻をほとばしらせる。

　まさか、まさかこの絶対不可侵な『箱』を砕くつもりで……!?

「で、できるはずがない！　いくら貴様だろうと、そんなことは絶対に……！」

　武流は静かに言った。

「……なあ、バージンスノウ。好奇心だけで動くお前は、奈々子と違って使命なんてものがないんだろ？　だったらいつでも戦いをやめて、普通の生活に戻ることもできるじゃないか」

「な、なにを言っている!?　だから私は────ッ！」

「日常には、いろんな感情が溢あふれているんだ。心から笑って、泣いて、怒って、悲しんで。それができる場所なんだよ！　俺たちみたいにずっと戦いに明け暮れていた人種だったら、なおさら感情が揺さぶられるはずなんだ！　感情をもっていたお前が、憧れないわけがない！」

　武流の全身にほとばしる稲妻が、より強烈に走り始めた。

「そんなかけがえのない普通の日常を、捨てなきゃならない奴だっているんだ！　俺たちがどれだけ恵まれた立場にいるか、お前はまだ知らないんだよ……ッ！」

「な、なにが普通の日常だ！　私はそんなくだらないものに、興味などないッ！」

「奈々子を差し置いて言ってんじゃねええええええええッ！」

　凄すさまじい圧だった。凄すさまじい気迫だった。昼間に逃げ回っていた男とは到底思えない。その細い体のどこから、これだけの力が生まれてくるというのか。

　──日常を失うことに興味もなく、それを恐れないあんたなんかが勝てるわけないのよ──

　雛代紗姫に言われた言葉が、また脳裏をよぎる。

　そういうことなのか……？　これは、そういうことなのか……!?

「俺はお前をぶっ倒して、必ず日常に戻る！　そしていつの日か、奈々子にも日常を取り戻してやるんだ！　それが俺の、俺を支える─────揺るぎない『感情』だぁッ！」

　武流の身を包む稲妻が、さらなる激しさを見せた。神の怒りのような轟ごう音おんを伴って、大気をびりびりと引き裂いていく。かつてないほど強力な電撃魔法を放とうとしている。

　それはバージンスノウの堅けん牢ろうで強固な『箱』に亀裂さえ入れて────。

「ば、ばかな!?　『絶対の聖域バージンスノウ』は絶対に砕けないはずなのに!?」




「砕けろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」




　電撃魔法が発動する。

　バージンスノウに蓄積したダメージが、能力を弱めていたのかもしれない。あるいは武流の気迫が、「絶対に砕けない」という能力の定義すら打ち壊したのかもしれない。

　いずれにしても、武流がぶつけてくる圧倒的な感情の奔流によって。

　バージンスノウの『箱』は粉々に砕かれた。




　爆発の余波を受けて地を転がり、仰向けで倒れていたところに、武流が近づいてくる。

「もうお前の能力は俺に通用しない。これで決着はついたな」

「そうみたいだね」

　身を起こすこともせずに言った。その表情を見て、武流は少し笑う。

「これは俺の好奇心なんだけど、今どんな気持ちなんだ？」

「…………さあね」

　無粋な好奇心で邪魔をされたくはなかった。バージンスノウは仰向けのまま、夜空に広がる星々を眺めていた。今までなにも思わなかったはずなのに、なぜか綺き麗れいだと感じてしまう。

　ずっと忘れていたが、それは幼い頃にも抱いた感想だったのだ。周りからは否定され続けてきたが、どうやら自分にもちゃんと感情はあったらしい。

　その事実を思い知らされて、つい笑みがこぼれる。

　……これが、『嬉うれしい』という感情なのかな。

　紗姫が言ったとおり、武流は本当に無敵だった。

　誰の立ち入りも許可しない新雪バージンスノウの心。それを覆っていた強固な箱さえ、砕いてしまったのだから。




　　　　◇




「なぜ儀式が止められた……!?　なぜバージンスノウは来ないんだ……!?」

　すべての計画が狂わされた怪人にとって、もはや目の前の魔法少女など、どうでもいい存在だった。

　ただこのやり場のない怒りを、計画を壊した連中に向けなければ気が済まない。

　まずは黒水晶の警護を断ったバージンスノウを殺す。そして黒水晶を砕いた連中を探し出して殺す。

　魔法少女がなにか叫んでいたが、もはや耳にも入らない。彼女を残して飛び立った。

　最初の標的は、すぐに見つかった。山の中腹で倒れているバージンスノウ。その傍そばには桐原武流が佇たたずんでいる。

　すぐに察した。武流がなんらかの邪魔をしたのだと。

「桐原武流ぅぅぅぅぅぅぅッッ！」

　怪人は漆黒の鎌を振りかざして、武流に襲いかかった────。




　かつて異世界エルファランドに、ひとりの英雄がいた。

　あらゆる困難を乗り越え、あらゆる絶望を打ち砕き、エルファランドを破滅の危機から救った神話級の英雄。その英雄の名は────桐原武流。

　怪人はその事実を知らなかった。

「死ねええええええええええええええええッ！」

　振り返った武流は、右拳を後ろに引き。

　そこにすべての力を乗せて。

　正拳突きを繰り出した。それは怪人の顔面に深くめり込み。




「ぬぁ、ぬぁんだとおおおおおおおおおおおおおおッ!?」




　圧倒的で、無慈悲で、破壊的。まさに神の鉄てつ槌ついのごとき一撃。人間相手には決して繰り出せない必殺の拳。それをまともに浴びた怪人は、流星のように崖の向こうまで飛んでいき。

　星ほし屑くずになった。




「日常をお邪魔す前る奴らは、〝日常を守ろうとする奴俺〟の敵じゃない」




　武流は怪人が企てていた計画の全貌を知らない。かつて自分がエルファランドで倒した破壊神が、こちらの世界でまた復活するところだったなんて、夢にも思っていないのだ。




　ただ奈々子を案ずる気持ちが、なにも知らないうちに怪人の計画を完全に打ち砕いていた。
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「城じよう之の内うち警部。明あけ智ちさんが到着しました」

「ご苦労」

　城之内理り香かは端的に言って、明智を連れてきた刑事を下がらせる。明智は嬉き々きとした顔で、その部屋に入ってきた。

　そこは美み波なみ署しよにある取調室の隣室だった。壁がマジックミラーになっており、その部屋からでも取調室の様子が窺うかがえる。

「聞きましたよ、城之内さん。今度の犯人は、盗んだものを消した強盗殺人犯ですって？」

「ああ。ぜひまたキミの興味深い推理を聞かせてもらいたい」

　明智は取り調べ中の犯人の姿をじっくりと見つめた。

「……あの無意識に出ている中指の動き。典型的なスリ師の特徴ですね。あいつなら盗んだものを瞬時に隠すくらい容易だろうけど、物体転送アポートの超能力を使った可能性も……」

　城之内はぴくりと反応した。

「おや、珍しいね。明智くんの口から、そんな言葉が出てくるなんて」

「だから僕は不可思議を追い求める探偵なんですよ。本物の不可思議があるって知った以上、もっと柔軟な発想をもつって決めたんです。そうじゃないと凶悪犯を捕まえられませんから」

　まだ旅館で見た偽にせ物ものの怪人を信じているのだろうか。

「あ、そうだ。凶悪犯といえば、城之内さん。あなたは桐きり原はらくんを追いかけて、玉突き事故を誘発させたんですって？　ほかにも彼の学校のガス漏れ騒ぎに関与していたって噂うわさも」

「ああ、それなら全部、警察の上層部がうまくもみ消してくれたよ」

「は、はあ!?」

「ふふ。なんて言ったら、どうする？」

「まったく……城之内さんに冗談なんて似合いませんよ。あれ、そういえば、なんか笑ってるところは初めて見たような……？」

「私だって楽しいときくらい笑うさ。大丈夫。冗談じゃないとしても、もう無茶はしないよ」

　城之内は笑みを嚙かみ殺ころして、これから披露される明智の推理に興味を向けた。




　　　　◇




「すごいです！　すごいですよ先輩！　あれ、めっちゃ綺き麗れいですね!?」

　マリーが電飾だらけの車両を見て、大はしゃぎする。

　その車両の後ろにはダンサーの女の人たちがいて、やっぱり電飾だらけの衣装で踊りまくりながら行進していた。

「そうね……確かに綺き麗れいだけど、ちょっと派手すぎるような」

「これがこの遊園地の名物なんだってさ。うわ、見て見て紗さ姫きちん！　向こうからキリンの形をした車が来たよ!?」

　夏休み最後の土曜日。

　俺は文芸部のみんなと、遊園地のナイトパレードを見に来ていた。本当は奈な々な子ことデートで来る予定だったんだけど、さすがにもう一緒には行けないからな。一応スマホでメッセージだけは入れたけど、予想通り既読もつかなかった。

　あいつは今、どこでどうしてるんだろう。家でソルちゃんと一緒に過ごしてるのかな。それともまた、どこかで超人レイダーと戦ってるのかな……。

「どしたん武たけ流るっち？　さっきから、あんま楽しそうじゃないけど」

　葵あおいが俺を気遣ってくれた。

「そうだよな……お前らにも使命とかあるんだもんな」

「ん？」

　俺はみんなと違って、使命なんてものがない。だからいつでも逃げ出せてしまう。この間も俺には日常なんてなかったとか決めつけて、ひとりで勝手に街を出ようとした。

　でも、俺にはちゃんと日常があった。こいつらがいてくれる場所。それが俺にとっての日常なんだ。奈々子との一件で、そんな当たり前のことさえ忘れていたなんて、俺って本当に弱い人間だよ……みんなには、謝っても謝りきれない。

　だからせめて、もう二度と逃げないって決めた。俺も俺なりの使命を見つけたんだ。

「なあ、みんな。今のうちに、アトラクションを攻めないか？」

　俺がそう言うと、マリーが頰を膨らませた。

「は？　今パレード見てるんですけど」

　それでも葵は目を輝かせる。

「いいねそれ！　パレード中なら、逆にどのアトラクションも乗り放題じゃね!?」

「別に私はどっちでもいいけど、マリーが嫌がってるし……」

「うううう～！　行きますよ！　どうせ先輩たちは私についてきてほしいんでしょ！」

　もうなにがあっても逃げ出さず、みんなの日常を影から支える存在になる。

　それが俺の使命ってことにした。




「そうだ。武流」

　パレードの人だかりを抜けたところで、雛ひな代しろさんが思い出したように言った。

「帰かえり際ぎわに渡そうと思ってたんだけど、やっぱり忘れないうちに渡しておくわ」

　カバンから封筒を差し出してきた。

「なんだこれ？」

「奈々子さんの手紙。さっき私の家に来て、武流に渡すよう頼まれたのよ」

　え、奈々子からの手紙……？

「でもあんた宛じゃなくて、明智くんに宛てた手紙なんだって。なんでわざわざ武流を経由するのか知らないけど、ちゃんと渡してあげてよ」

　……ああ、そういうことか。封筒にも奈々子の字で、しっかりと『明智くんへ』って書かれている。

　マリーと話していた葵に声をかけた。

「なあ、葵。明智の連絡先、ありがとうな」

「ん？」振り返った葵は、きょとんとしていたけど。「ああ、連絡先ね。うん、別にいいよ」

「手に入れるのは苦労しただろ。本当に感謝してるよ」

「ほんとそうだよ。あんなこと要求してくるなんて、そんなに城之内さんとお近づきになりたかったわけ？」

「くっ、その言い方はちょっと……まあ、それでいいや」

　葵は雛代さんたちに寄り添って、こっちを見ながらつぶやく。

「……なんか武流っちって、隠し事ばっかりなんだよね」

「……それ私も思ってたの。大事なことはなにも言ってくれないんだから」

「……ですね。ちょっとむかつきます」

　なんだよ、こそこそと。

「ねえ、みんな。念のために聞くけど……背中に羽を生やした怪物っていると思う？」

「いるんじゃないですか？　それより私は変な力を使う人間のほうが気になってて……」

「え？」「ん？」

　雛代さんとマリーが顔を見合わせる。葵も不思議そうに首をひねった。

「そうなんだよね……なぜか武流っちの周りには、妙な連中が集まってくるんだよね……」

「あのね。これも一応の確認なんだけど」

　雛代さんが遠慮がちに言う。

「私たち、なにがあってもその……友達、よね？」

「え？　ど、どしたの紗姫ちん？　そんなの当たり前じゃん！　むしろこっちこそお願いするし！　ほんと、なにがあっても、その……あたしと友達でいてね？」

「そ、そうですよ！　たとえ私が怪物の仲間だったとしても、仲良くしてくれますよね!?」

　いかん。不穏な空気になってきた。さすがにあの黒水晶の一件で、みんななにかに勘づき始めたか!?

「ストーップ！」無理やり割り込んだ。「もし妙な奴らがいたとしても、俺がいる限り、俺たちの日常はなくならない！　だからこの話は終わり！」

　みんなぽかんと口を開けていたけど。やがて。

「あはははっ、そうよね。あんたは絶対に日常を諦めない男だもんね」

「そうそう！　それが武流っちだってわかってるし！」

「確かに武流先輩なら、なにがあっても無理やり日常に戻してくれそうですよね！」

　安心したように笑ってくれた。




　たぶんこいつらは、近いうちにそれぞれの正体に気づいてしまうんだろう。

　でもだからと言って、俺たちの日常が壊れるはずがない。俺がそうさせない。みんなを影から支える存在になるって決めたんだから。




「よっしゃ！　とりあえずジェットコースターから行こうぜ！」

「ん～、髪型崩れるから、あんま得意じゃないんだけどなぁ」

「じゃあお化ばけ屋や敷しきがいいんじゃない？　葵も好きそうだしね」

「それいいですね。なんなら私が、真の怪談のおまけもつけてあげます」

「い、いや！　お化ばけ屋や敷しきだけは、や～っ！」

　一番科学に精通したサイボーグのくせに、やたらと怖がる葵。

　その腕を強引に引っ張っていくヴァンパイアハーフ。

　昔は感情を見せなかった異能力者が、それを楽しそうに眺める。




　そして。

　異世界転生者の俺は、みんなを見守るように、後ろからついていくんだ。




　ふと、視線を感じて夜空を見上げる。

　建物の屋根から、俺たちの様子を眺めていた魔法少女がひとり────。




　そいつは切なそうに。でもどこか嬉うれしそうに笑って。夜空の向こうに飛び去っていった。




　いつかお前も、この輪に入れる日を作ってやるからな。

　これが今の俺と奈々子との、精一杯の距離だった。







[image: ]
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　手紙を書くことには、あまり慣れていません。

　だから、ちょっと拙いところもあると思うけど、許してください。

　この手紙は、あのとき私を勇気づけてくれた明あけ智ちくんに届くものだと信じて、一生懸命書いています。

　まずはお礼を言わせてください。

　私が怪人と戦っていたとき、街に設置された三箇所の黒水晶からマイナスエナジーの流出が止まりました。なにをやったのかは知りませんが、きっとそれも、あなたが手を回してくれたんですよね。本当にありがとうございました。

　私は魔法少女になったとき、ひとりぼっちになることを覚悟していたんですけど、やっぱりだめでした。普通の生活をしているみんなが羨ましくて。ソルちゃんがいてくれたけど、それでもやっぱり寂しくて。夜はひとりでよく泣いていました。

　だから、あなたがあのときかけてくれた言葉。「もうひとりぼっちじゃない、味方には僕がいる」と言ってくれたこと。本当に本当に嬉うれしかったです。




　あなたも言ってくれたとおり、私はこれからも武たけ流るくんの命を狙い続けるでしょう。

　やっぱりレイダーは敵だから。それを消すことが世界の調停者の、魔法少女の使命だから。

　こんなことを書いたら、嫌われると思います。

　でも私はやっぱり。

　矛盾しているようだけど。

　あなたが好きです。

　いつも私を勇気づけて、元気をくれて、影から支えてくれるあなたが大好きです。




　だから約束してください。

　私以外には、絶対に殺されたりしないこと。




　ところで顔の怪け我が、大丈夫だった？　気づいてなかったみたいだけど、明智くんのマスクが少し剝がれていたよ。そういう私も、あとで思い出してわかったんだけどね。

　声まで変わるマスクなんだね。

　あんなの誰にもらったの、武流くん？








あとがき






　こんにちは。真ま代しろ屋や秀ひで晃あきです。

　僕はいつも行きつけのファミレスでプロットを書く人間でして。この二巻のプロットもそこでやろうとしたんですけど、なかったんですよ。なにがって？　そこにあるはずのファミレスが、ですよ。跡形もなく消えていて、ただの荒野になっていたんです。

　いや、一巻のプロットを書いていたときは、ちゃんとあったんですよ？　これはミステリーです。めっちゃ不可思議です。答えは次の三つのうちのどれかです。

１、店ごと異世界転生した。

２、最初から行きつけのファミレスなんて存在していなかった。

３、一巻のプロットを作っていたときから一年ほど経たっていて、その間に閉店してしまった。

　とにかくファミレスが使えなくなったんで、別のコーヒー屋でプロットを作ることにしたんです。その店はテーブル同士の間隔が少し狭くて、隣の席の会話がどうしても耳に入ってくるんですよ。たとえば学ランを着た男子高校生たちのこんな会話。

男子高校生Ａ「お前さ、ケーコちゃんのことまだ諦めてないの？」

男子高校生Ｂ「当然。女は星の数ほどいるけど、一番星はひとつだけだからな」

男子高校生Ａ「じゃあお前にとってケーコちゃんは、それだけ輝いてるってわけか」

男子高校生Ｂ「当然。一番星の正体は金星、つまりはビーナスだからな」

　こんな美しい会話を隣でブチかまされたら、さすがに集中できません。だからコーヒー屋も出て、カラオケで書くことにしたんです。ちなみにその日の空模様はエゲツないほど曇天で、一番星はまったく見えませんでした。果たして彼の恋は成就したんでしょうか。

　そんなこんなで、本作のプロットはカラオケで書いたわけです。カラオケってすごくいいんですよ。気分転換に歌えるし、フリータイムの制限時間が来るまで無理やり集中して書けるわけですから。今後も使っていこうかと思いましたね。あと僕メロンソーダが好きなんです。

　……と、誰が興味あんねん的な話になってきたところで、恒例の謝辞を。

　担当編集者の平ひら井い様、阿あ南なん様。今回も大変お世話になりました。一巻のときより早く書けたのは、間違いなくお二人のおかげです。またお酒をご馳走してください。

　イラストの葉は山やまえいし様。新キャラの魔法少女のイラスト、とても素晴らしかったです。イメージ通りで、スマホの壁紙にしたいくらいでした。本当にありがとうございます。

　そして本作を手に取っていただいた読者の皆様方に最大の感謝を。

　ではでは、またお会いできることを祈って。最後までお付き合いくださり、本当にありがとうございました！


九月三十日　真代屋秀晃









[image: ]







[image: ]










異い世せ界かい帰がえりの俺おれ（チートスキル保ほ持じ）、ジャンル違ちがいな超ちょう常じょうバトルに巻まき込こまれたけれどワンパンで片かた付づけて無ぶ事じ青せい春しゅんをおくりたい。２








真ま代しろ屋や秀ひで晃あき





電撃文庫





2019年11月9日　発行





ver.001





©Hideaki Mashiroya 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『異世界帰りの俺（チートスキル保持）、ジャンル違いな超常バトルに巻き込まれたけれどワンパンで片付けて無事青春をおくりたい。２』

2019年11月9日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/p285.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/m003.jpg





item/image/m004.jpg
e

< VERHEIK






item/image/m001.jpg





item/image/m002.jpg
& | 8

>WNietEHERs






item/image/m007.jpg
k%@_:_u

>unipiE<






item/image/m008.jpg
4

—AAKND |






item/image/m005.jpg
.nam_ _ _____u

1)

¢

% >EZHRD:






item/image/m006.jpg
0
o

XH
—
t g
Awuuu
E.-..D
< Ao






item/image/m009.jpg
kmm._/____n

>WNREAK






item/image/p075.jpg





item/image/allcover-001.jpg
Seiol-taepitdh,
vevmoniiv chrisniny
TSR CRIE )Y, 2

F— P AF VR

S, BUCH

LEw 2AGBOEN
BT ST,
ARV § Y
F & & R TR 23 OK
N (RN A=9Ed St )#) (KAB=
JF A K—2) (KAC=9exy7 ¥
PATA=T) THHEREA SO
Bt BAREOKIINAZZED
74 WEEHOI VR ?
ZLTUA LY Hite 4 B ) B
Nlebo ZiR? FHA? g
Bk e BH®BHY vy VOl
RPN RS, R IR
CARSE EACEBONI?

ER R T
FHURA

HIPHOP (478788878 A, DJ #KE AL DJ Ot

FARATEBLE LI, ABICBHTLSTIVFE

o TUNSOIGELEITE T, BETA FILbiFe

TY. [EABBOYLIE] STPA FILOIL—T

B W5/ UITHOTINTT S,

BRI
S A GEGA LD
Twitter (4 Bha_tak TT.





item/image/p223.jpg





item/image/p143.jpg





item/image/p029.jpg





item/image/p334-p335.jpg





item/image/p061.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		Contents



		プロローグ



		第一話　ＶＳ都市伝説



		第二話　ＶＳ風邪ウイルス



		幕間　怪人と魔法少女



		第三話　ＶＳ高校生探偵



		幕間　怪人と異能力者



		第四話　ＶＳ宇宙人



		第五話　ＶＳバージンスノウ



		第六話　ＶＳ魔法少女



		エピローグ



		エピローグ２　朝倉奈々子の手紙



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p253.jpg





item/image/titlepage.jpg
EREFR
1> 2 |1 % O L

<>

>

<>

<






item/image/fan-letter.jpg
AN 3BT, TR 39 {78,

VAR AZ AT XS ¥

T 102-8584 RLTHRTAUH X &4 1-8-19
LIS A A

[EREF A 17

[z v L] 48

P2 —MCTEEVEEVWHE ORI SEAMET 108&5IC
EZAh—F*yb;+Th1000A5% ] Z2TLEVM!

ZRTI—RFIE[FURLED 7 I ERL.
AEZHD/(RT—RZAALTTEELEE L,

10| https://kdq.jp/dbn/ ey Wwyré5
T Py QLREDRRISHADREEZE > TRAIETVEAEZET,
Ii'i". v @7 T —NTLEUNMCZIRE W B HRIE. HREROTRFETELV 125 BB TY .
“T.I", @7 r—hTLEUME ALKV T ERLPLEFLISABDHEEINBZEDHIET .

@Y1 N7 AT BER. B X—LIEERICHDIBERIFBEROIRIBICHVET,
O@—EBXISL TWVRL BN HUET .
OHFAELIT DS AREZEDH DT A&/ THSEEL TEZL,

SCHRASFT7T— I\ NS

ABAHETALTT

COYIFEET 472 a8y T EIED N FEEEL T — IR HNEE Ao






item/image/kuchie-001.jpg
A%v_@wﬁ __m__l_x.n__ﬁ\

E IR S D

1)

it





item/image/p096.jpg





item/image/m010.jpg





item/image/m011.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
014:--58—58 V SR

EUtFRODOMW JIEWEHEBENBL NI

2R 2B

BERAFTNEONEDYNY TR TERSEEEEHIDRLWV. 2

SHERES
Contents **#z==

FHAYOHK






item/image/kuchie-003.jpg
LM PN
KAV ON ML
I OIERHO /






